/ と 庫 地球 に 優し く 、 
ZN パ 楽し く 生き る 。 。 


3 \ 2 
や ) 3 ふ 和 
都会 と の 距離 、 隣 人 と の 関係 、 自 然 と の 共生 … 軒 

/ 憧れ の ライ フス タイ ル に 見 る 、 暮 らし 方 の ヒン ト 。 


も 
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(て に Book in Book 
20 Dr 心 お ち つく 神社 と お 寺 、 
は " ーーー 4 と きど き 、 あじ 論 W。 


固 癌 dy 
選 邊 業 


さき ロロ 
W 太 人 計 へ 光 


furusatokifuecitrkamakura.kanagawajp 


新型 コロ ナウ イル ス に よる 様々 な 自重 の 影響 
を 受け 、 観 光 地 で ある 鎌倉 の 事業 者 に お いて 、 売 
上 の 低迷 な ど 大 き な 影 響 が 出 て いま す 。 

寄附 者 の 皆さま が ふる さと 納税 で 寄附 を する 
こと で 剖 倉 の 事業 者 を 応援 する こと が で きま す . 

名 倉 で は 皆さま に 愛さ れ て いる 数 多く の 返礼 
品 を 取扱 っ て お り ます 。 

是非 、 鎌 倉 市 と 鎌倉 の 事業 者 へ の 応援 と 御 協 
力 を お 願い いた し ます 


秒 薄 


時 


ァ XS 器 


秋 eieP ご NsNi 


mr 


品詞 遍 S さ す 放 (7 


) 好 


( 吾 ! 


び 選 計 燥 


計 い 叶 当 記 誠 業 
(y 叶 柴 き 


箇 球 器 YOk の め 謀 弓 藻 」 Mk 


Fi 


店 燕 


。2 ま 算 の 以 Yk し ご 寺本 


FEATURES 


。 ・: 鐘 倉 の 暮らし に 学ぶ 。 


sz ゆる めか に se わた し と 鎌倉 。 


を 街 と 人 と つ 誠 る ao 
鎌倉 の 暮 ら 「 ゅ 叶 内 藤 啓介 ) x 鎌倉 さん ぼ 
ひそ (CD 時 時 ee LOCAL VOICES 


区 合川 強 /(BRIE COFFEE》 オー ナー by KAM URA LOVERS 


品 ョ カル 視点 で | 0 
Book i 叶 本 。 
つく 神社 と お 寺 、 
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に 2 に 39 


【CoNTENTS] 
photo : Yumi Saito 


ENGLISH | TOKYOTAKE ABITE 矢吹 徹子 * か 
| Msic | 今 育 も 泊 還 い MUSIC BAR 渡辺 隔週 識 
で OURMAND | 名 刺 焦 わり の この ひと 皿 小 


皿 加 航空 は 東京 (成田 )・ 大 犬 ( 訂 空 / か ら 
契 加 首 ・ 成 部 まで 直行 便 る 運航 中 3 


※ 写 真 は 合成 で す 。 


me 
ーー www.sichuanair.com 回 NN @e ② め 有川 航 字 9 
2 還 BS glohaltsichuan com/en/ | N。 『 / 和み ucu 
る www.uoutube.com/sichuan 語 3 か 


世 @5ichuanAirlines 


く 川 航空 | 栓 宋 | 
し く は | 四川 航空 いき 


ocSw み と と wowuwwo 党 


PoOo り SUIMJSUOS 


In3euuwA ou : uas ereuar eXouuo1: onoud 


IOM つ MMsoA : xen 
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Theme 


2 ん ペッ ツク 


素材 、 形 は も と より 、 年 々 進化 する デザ イン で も 
楽し ませ て くれ る か ご バッ ク 。 春先 か ら 夏 まで と いう 、 
期間 限定 アイ テム と わか っ て いて も 、 毎 シー ズン 
気 に な る も の が 出 て きま す よね 。 で も 、 私 が 選ぶ 際 の 
キー ワー ド は 「 タ イム レス 」 。 デニ ム に T シ ャ ツ と いう 
ご く シ ンプ ブル で 飽き の こない スタ イル に 合わ せ て 

し っ くり くる か どう か 。 そん な 基準 で 選ん で ます 。 


レラ タン タ と 


1.RECTANGLE 


まる で フル ー ツ バス ケッ ト み た いな 形 が 可愛 く て 、 自 
宅 で は “見 せる 収納 と し て 活躍 中 。 ハン ドル の ファ ブ 
リッ ク を 選ぶ 楽し さも 。 15.000 円 (レク タン グル | ビ 
ー ム ス オン ライ ン シ ョ ッ プ www.beams.cojp) 


アッ フス 


4.ARANAZ 


個性 的 な 六角 形 の フォ ルム に 惹か れ て 。 鍵 、 お 財布 、 
スマ ホ な ど 、 必要 最低 限 の アイ テム は し っ か り 収 納 可 
能 。 浴衣 に 合わ せ て も か っ こい い は ず 。 36.000 円 ※ 参 
考 価 格 (アラ ナス | エル ディ スト 低 044-387-4930) 


DC 


2. 宮本 工芸 


和 の クラ フト 感 と モダ ン な デザ イン が 好 バ ラン ス 。 こ 
げ 茶 の シッ ク な 雰囲気 が 大 人 モー ド を 底上げ し て くれ 
る の で 、 ワ ン ビ と 合わ せる の も お すす め 。24.000 円 ( 宮 
本 工芸 | カレ ン ソロ ジー 青山 な 03-6419-7899) 


ピー アァ ィ ブ np ェクト 


5.P-PROJECT 


アジ アン な 雰囲気 満点 の プラ スチ ッ ク 素 材 の : 
グ 。 汚れ に も 強く 、 買い 物 や ビー チ で も 大 活躍 。 ラフ な 
スタ イル の アク セン ト に も な っ て くれ ます 。7.800 円 ( ビ 
ー アイ プロ ジェ クト | ビシ ョ ッ プ 傘 03-5775-3266) 


syimgp 山口 香 穂 


や まぐ ち ・ か ほ ノ スタ イリ スト 。 栃木 県 
生ま れ 。 木 節子 氏 に 師事 後 、 2014 年 に 
独立 。 雑誌 、 Web、 広告 な ど で 活 動 中 。 

ge@kaho_yamaguchi 


3.eb・a・gos 

取り 外し 可能 な スト ー ル が 中 身 を 隠し 、 飛 び 出る 心配 
を クリ ア 。 また 、 内 側 に は パス ケー ス や ミニ ミラ ー な ど 、 
こま や か な 配慮 も 。 洗練 され た 大 人 カジ ュ アル に ぴっ 
た り で す 。 68.000 円 (エバ ゴス mail@ebagos.com) 


6.NORO 
糸 の ドッ ト に プロ ッ ク チ ェ ッ ク の ミニ ボー チ 、 三 つ 編 
みさ れ た 取っ 手 ま で 。 さり リ げ な い 甘 さ が ち り ば め ら れ 


た デザ イン が ツボ で し た 。 収納 力も 抜群 。 31.000 円 (ソロ 
1 グラス トン ベリ ー ショ ー ル ー ム 容 03-6231-0213) 


の 衣 練 の 技 が 光る 料理 の 数 々 が 登場 


「2.00o 四 コー ス 了 。 寿司 ビス トロ 禅 ssiesrozan 


BA 宇 0467-22-7007 


世界 中 か ら 仕 入れ た 
極上 の 素材 を 寿司 と フレ ンチ で 


@s 


失 価 格 は すべ て 税別 で す 。 


見 た 目 と ボリ ュー ム に 
糖 質 オ フ 食 で も 満足 


恨 選 STAUWKRANMT 


バッ ドー アッ ー 


HAPPY HOUR 
谷 03-6455-6966 | 恵比寿 


(Burger Mania〉 〈DAY & NIGHT〉 と 人 
気 店 を 営む 守口 駿介 さん が サラ ダ の 店 を 
オー プン 。 1. 元 書店 だ っ た 場所 を リノ ベ 。 
アメ リカ ン テ イ スト が 不思議 と マッ チ 。 
2. 建 物 の スト ー リ ー に 合わ せ 、 テイ クア 
ウト ボッ クス は 本 型 に 。 3. 加 工 肉 や ドレ 
ッ シ ン グ は ほとん ど 自 家 製 。 自家 製 ロー 
スト ビー フ & ベ リー1.658 円 (キイ クア 
ウト 価格 ) は バル サミ コ と ブル ー ベ リー 
の ドレ ッ シ ン グ で 。 4. グ レー プ フ ル ー ツ 
チキ ン 1.537 円 。 5. イ ー ト イン に は 自家 
製 パ ン 付き 。 同じ バン で サン ドイ ッ チ も 。 
6. ケ ー ル と パル ミ ジ ャ ー ノ の ボタ ー ジ ュ 
719 円 ( 各 イー トイ ン 価 格 )。 @ 東 京都 渋 
谷 区 恵比寿 2-39-4 (①11:00-22:00( 短 
縮 営業 中 ) 公 無 休 避 20 席 プ 禁 条 


ー テ YwHU で し, 本 半 8 細 器 


シン 


店 主 が アメ リカ で 集め た 


ビン テー ジ 食 器 も 素敵 


Theme 
O 
し / =ー 
イー ツ 担 当 t ~ ア レス トラ ン 担 当 
スイ ーッ 0L な り ets テイ クア ウト 。 今井 未 央 = 
帰国 子女 東京 大 学 大 学院 理系 市 現在 本 格 的 な お 店 の 味 を 自宅 で も 楽し め る の が いま い ・ み お / ハ ナコ ラボ パー トナ ー。 


飲食 や ライ フス タイ ル 中 心 に 企業 や プラ 
ンド の PR に 携わる 。 日 々 、 秀 味 で ある 飲 
食 の ポテ ン シ ャ ル を 追究 中 。 


は 金融 関連 企業 に 勤め る 0L。 大 学 在学 
中 に スイ ー ツ に 目覚 め 、 ブ ログ を 開始 し 
た 。 特に 焼き 菓子 と チョ コレ ー ト が 好み 。 


O 


テイ クア ウト の いい と ころ 。 選りすぐり の 
ニュ ー カ マー で 、 ぐ ん と 気分 を 上 げ て 。 


〇 O ON 


クッ キー 類 も 1 個 か ら 
購入 で きま す ! 


$W 必 TS 


3 


KUVAL 
人 0422-27-7753 | 三 


ご 夫婦 で 営む 、 お 菓子 と フラ ンス 料理 の 
店 。 粉 や 砂糖 な どの 原料 に こだわ っ た 焼 
き 菓 子 は 、 毎朝 焼き あげ て いま す 。 1. コ 


8UIU9 


外 は さっ くり 、 
中 は ふん わり の 焼き 菓子 


コ フ ァ ー ム ビネガー ソー ダ 600 円 。 2. 伊 
良 コ ー ラ 600 円 。 3. ス イス ・ フ ェ ル クリ 
ン 社 の チョ コレ ー ト を 使っ た ガト ー シ ョ 
コラ 350 円 。4. 朝 焼き フィ ナン シェ 150 円 。 
5. 朝 焼き マドレーヌ 150 円 。6. 奥 ・ ラ ム 肉 
の フォ カッ チャ サン ド 1.300 円 、 手 前 ・ 尾 
麻 さ ん の 2 年 上 成 ジャ ガイ モ の フリ ッ ト 
400 円 。 の 東京 都 起 蔵 野市 西久保 2-3-15 
Q①11:00 一 15:00、 17:00 一 20:00 (日 11 
:00 て 16:00) 合 月 体 、 ほ か 不定 休 あ り 
※ 営 業 時 間 、 定 休日 は 変更 の 可能 性 あり 。 
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Instagram (@kuval2020) を チェ ッ ク レ し 

て 中 16 席 プ 茸 煙 

を 

を 

き RRBSTYAWRANNTY SWIaETS RBSYAWKRADMT 

年 aaaf2 ネェ アン ャ レネ キシ 

きき 資生堂 バー ラー ザ ・ ハ ラジ ュ ク PATISSERIE S.SUDO PAX cafe&restaurant 

きき 

電 and 人 な 03-3475-1021 | 原宿 な 0422-26-8597 | 三鷹台 人 な 070-2159-3323 | 新富 町 

きき others 旬 の 食材 の 持ち 味 を 存 分 に 活か し た 、 新 し い メニ 三鷹 の 住宅 街 に オー プン 。 ショ ー ト ケー キ や モ その 日 仕入れ た 旬 の 食材 を 使い 、 自 家 製 に こだわ 
8 ュー を プリ フィ ックス スタ イル で 。 の 東京 都合 ンプ ラン な ど 定番 の 生 華子 に 加え 、 季 節 の 商品 も 。 ”。 っ た 料理 や パン 、 焼 き 華 子 を 提供 。 夜 は フワ イン や 
3 区 神宮 前 1-14-30 8F ①11:30 一 14:00L0、18: フラ ンス 語 で 「 ト ラ 」 を 意味 する 焼き 菓子 「 テ ィ 日 本 酒 な どの お 酒 と 、 ア ラ カ ルト を 展開 する 。 の 
き き 00 一 20:30LO、 ラ ウン ジ 11:30 一 21:30LO 合 月 グレ 」 が 看板 商品 。 @ 東 京都 三 座 市 牟礼 2-11-12. 東京 都 中 央 区 湊 2-14-1 ①11:30 一 14:00L0、 
8 8 休 ( 祝 は 営業 )、 ほ か 不定 休 あ り 過 56 席 プ 茜 煙 ①11:00 一 16:00※ 変 更 の 可能 性 あり 全 不 定休 18:00 一 21:00LO 合 水 休 過 14 席 〆 茜 埋 
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until 7/31 
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SM め : 
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プ ビジ ガン 
Coramelized Nuts+Organic Maple Sy 


Gluten Free& Vegan 


バ Sablish 


8ablish.com 


Theme 


ウタ クタ コスメ メイ ク 


きみ 一 寄 三 


足 G 悪 %/ 尽 で ふ * 


Hanako Beauty 


回 記 1 

ms と こき っ 

きま を へ べき 三 

と 否 
ヨゴ 


倫 い で っ ら ピ つ の ^ て へ 全 「 伯 @ 和 " 
球 屋 わる | KK 衣 れ で KRSA 人 AG 
か かり 

加 り い 全 じ っ ぬ "中 端 生 王 ロ ン Q" 
で で の 央 お を ゃ NTT 

MS 全 全 で ANG 塗 皿 移 つつ 璧 一 
つり ペー も 必 く SNnG 導 征 さ AD や 


に に て よい に よこ 


Go to P.078! 
オー ガニ ッ ク コ ス メ メ イク の コツ と 
使用 アイ テム を 詳し く ご 紹介 。 


phoro:Jun Imajo 
sryling : Hitoko Goo hair &make : Rika Fujiwara (Three PEACE) 
model : Suzu Yamanouchi text: Mie Furuya 
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虹 條 NG 皿 問 ' 紅 べ くり @G 下 甘 ' 皿 守り @G 奈 財 …" 
問 で GSI で hNK ふ で ミロ 叫 @/ 失 ぐつ RG リハ ヘー" 
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美しく 広がる 海 、 緑 が 生 い 茂 る 山 、 古 き 良 きも の と 新しい セン ス の ミッ クス 感 。 

その バラ ンス の よい 環境 の お か げ な の か 、 は た また 個人 の 感性 に よる も の な の か 、 
鎌倉 に 暮らす 人 た ち に は 、 ど こ か 憧れ て し まう スタ イル が あり ます 。 

そし て 、 スタ イル が ある か ら こ そ 人 は 互い に 惹か れ 合 い 、 強 いつ な が り が 生ま れ ま す 。 
自分 の 時 間 を 大 切 に し な が ら 、 鎌倉 の 街 で つなが る 。 

時 代 や 価値 観 が 大 きく 変わ っ て いこ うと し て いる 今 の 状況 に あっ て 、 

そん な 彼女 た ちの 働き 方 や 住ま い 方 に 、 豊か な 生活 の アイ デア を 求め ます 。 
Hanako 定 番 の 鎌倉 特集 。 今 年 は いつ も と ひと 味 違う 、 暮らし の ヒン ト 集 で す 。 


レコ 
さす 
1F つ っ し 0 ンコ 
志 3)< く 2) いで 尽 tG 
O 
藩 吉 @ 紛 べつ 
ヨッ 弄り 男 fS じ 7G で や こつ 届 )G 果 広 け せ 
克 で ぐつ 下 尽 り pte ズ 凌 尺 難 * で し っ hs" 
導 押 Qi) Pene 間 記 代 代 語 @ 豆 )) つ 民 を " 


志 更 ん 圭 贈 @ 家 じ で 穫 S で 丸 四 本 じ oe 人 世 選 
の 思 G 豆 千 や で 燕 WW し っ 作 つ やや" 


Afgi Afgzggo 
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た 有機 レモ ン 


購入 し た 


Relation with Kamakura 


マフ ィ ン の 隠し 味 に 使う の は 、 
近く の オー ガニ ッ ク マ ー ケ ッ ト で 


! 


[ LIFESTYLE ] 


鎌倉 の 暮らし に 学ぶ 。 


昌 昧 ロ 困 6 で 順 較 じ 震 和 を 公 門 
時 束 )) や (RhH 緊 G に 〉 GRー 
ホー 旦 由 * も "中 作 RNHNー 
さ G ミ むち 記 の で 記 昌 福 @RNH 
8 所 協 も で G 38n 蝶 公 G 表 
MO" 挨 無 じ 和 6 で さ 入 HAN 
ネー トト ーG ぐ や 人 英 脚 二 中 に 勧 環 や 
悪 柚 hte 申 電 更 虐 や させ 抑 ン 
つじ o べ GS 時 の 代 ひ " 撤 思 ロ 
列 で Ne ロマ じゃ 「 反 や Q で きっ 
S 愉 父 瞭 つめ 心 」 ず 皿 郁 選 R NH 
G*m ロ 渡さ や 尾 く の じき つじ 
っ で (RhNH 選 GE〉 G 臨 展 ロ ? 

WS 折る 聖 G 選 WW 到 証 ロ 7 
皿 机 ぶつ ン 寺 we 日 褒 G 交 的 由 N の 
融 恥 やじ っ 季 刀 っ "の 旬 選 天 人 Se 
りや 人 9 未 粗 ” 長く G 雇 で じ 嫌 時 G 
異 G 福 G 軌 作 電 へ" ロー 中 
長く を ボー1 ト 中 AS や 7h ロ GS 
慌 マ リー 喘 全 皿 相 更 G 中 へ て 
ー 和 AA つ RY で つや SNAH 只 ト X 
に 01 に た に そり -1 
で 際 つ くじ っ で ” 出 蛋 ローG ウ 
で で さ つ や く ヘ トー せ 到 K コ ミーテ つ " 
E 忌 @ じ Ne べ 駄 地 ロ " 

取 W 革 りり 届出 人 け st 首 R 天 代 
て 貞 人 客 Y6Ne 閣 舞 じ " 朱 据 的 HK 
つじ 折 ぐ "WSH HI ト Y 選 
eS さ 財 G 罰 RhH せ 志 っ つじ 
っ ぃ 9 交 じ 豆 ) セ 皮 記 人 到 ン で で 
介 p 型 じ 何 じ 避 ミー トビ 人 無 由 選 
買 Wo" 提 握 Ne 撤 没 緩 MpO しら 
2 CI い に よこ ゃ こい) で 
介 @ 球 ” 想 條 到 届 つ 刀 っ 友里 
や 当 N で し 者 wete 棋 條 の つ し 「 長 素 
人 で ぐ SN て G 表 計っ" 熊 條 
二 Q で 侍 公 で 刀 店 本 し 革 G 時 ざり 臣 つ 
し WS ポロ 嘆 惨 めじ 半 人 で 刀 る 
心 符 ふい ふつ 媒 求 来 到 症 D じ っ Ne 
SQ ロリ S で 公 Q 勾 つ 計 」 つ 還 六 ね " 


ー フ の 
に 入り を 普段 使い に 


に 】 
せ 
中 和 
時 
ミミ 
S ゞ 
無 = 
吉 


Relation with Kamakura 


お 気 


名 倉 
ここ で 晴 入 


リリ ー ズ 


※ 新 型 コロ ナウ イル ス の 影響 で 、 今 号 で 紹介 する 店 舗 や 場所 の 情報 は 変更 の 可能 性 が あり ます 。 
また 、 外出 自粛 に 関す る 状況 は 日 々 変化 し ます 。 慎重 な 判断 の 上 で の 行動 を お 願い いた し ます 。 
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1. 壁 の 色 は 白 。 いわ く 「 ギ リ ギ リ 白 と 認 議 
きる 色 」。 2. 調 色 機 で 少し ずつ 座 料 を プレ ン R 
し て 好み の 色 を つく っ て いく 。 3. か わい い 下 
: 々 (稲村 ガ 崎 R 不 動産 〉 の 事務 所 が 入 

物 。 4. 手 作業 で っ 《5 た カラ ー ズ | 

、 全 140 色 が 掲載 Na で の 色 に え 


| 」』 組 」 」 


ョ コート 
PP 宮本 細 紀生 明子 ン (COAT') カ ラー sle 
リア 業 を 災 て 、 2007 年 in Kammakura 
の マク テ 


時 直接 的 な 対話 か ら 
32008 (CO LA50 ま は 鎌倉 の 色 を つく る 
ー プ ブン 。 @ 神奈川 県 鐘 倉 市 
稲村 ガ 崎 3-3-271F 容 04 


67-81-3507 ※ 完 全 予約 | 人 Azizo Kobgygs カ | 
て ご て | た イ < く だ そん 務 いい 。 が いれ な ラ さ ラ 碗 
GTOVE ( 材 本 いく み シ ち ン ` そ うな の 事 て る 鐘 自 が て ど | ん ン し 内 
Ne る ご た ョ が テ 移 う " 家 友 務 お 人 倉 然 紹 い 鐘 プ " ナ て 装 
A よく い ン いい リ 住 "と だ 人 所 話 が は に 介 る 倉 ツ 昨 | いな 
う 普 - を ゆ ア 者 こ 稲 っ が の し 多 暮 広 し "の ク 年 と る ど 
ミ 祖 級 (者 だ 段 と 進 る 系 も れ 村 た 住 2 すく ら が あこ さ は 製 し へ の 
エ ? の 話 め く の 多 は ガ ら ん 階 る し っ う の ま 、 作 て C 色 
暮す る 連 プ いあ 崎 こ で に こ 直 に て な プ ブ ざ 福 し 働 O を 
っ ら * ス 携 口 鍵 な を ん い は と 接 D い ど ッ ま 状 た い A 提 
HE GOOD G00DIES( 導 し 鐘 タ レフ 人 計 が 詞 な る が | くい ク な マオ て T 素 
か 倉 イ な エ で ち 想 墓 疲 不 で 色 Y “ 横 を 飲 信 リ い ご し 
ら の ル が ツ ヽ 妄 散ら 女 動 き や を の 媒 食 イジ る で 
) ia つ 働 を ら シ っ 想 歩 し て 産ま 空 確 つ 介 店 ユナ 小 力 素 
CHIC FLOWERSTAND ( 我 な き 実 リ ョ 建 で す が は 会 す 間 立 な に に え イル 林 ラ 材 
が 方 現 ノ ナ 築 も る で = 社 - に し が お 罰 の 明 | を 
っ は し ベル や な 仲 き ご 動 つて り 互 か と カブ 販 

Relation with Kamakura Relation with Kamakura 


鎌倉 の お 店 に 置い て も ら っ て 知り 合い の 不動 産 会 社 跡地 を 
ご あい さ つ 代 わり の に その まま 借り 受け た 物件 。 
(COAT) カラ ー プ ブック ! ーー 上 に 住む 知人 と も お 散歩 仲間 


鎌倉 の 暮らし に 学ぶ 。 
[ LIFESTYLE ] 


ブリー ザー コー ヒー 
は せがわ ・ み ず ほ / メ ル ボ 長谷 川 瑞穂 (BREATHER COFFEE) オー ナー Googd Lifestyle 
ルン で 夫 の 晃平 さん と 出 会 in Kamakura 
い 、 帰国 後 の 2018 年 、 和 子 as に ゲニ 帳 
に (BREATHER COFFEE> 守 ココ 
を オー ブン させ る 。 神奈 日 宙 に ル え U を も な ちら す 
川 県 運 子 市 逗子 7-6-33 塩 
沢 ビル 1F 合 046-815-68 ーー 杯 の = ヒ ーー テ 
85 Q7:OO (上 8:00)- 
18:00 公 水 休 骨 10 席 
ノ 閑 征 Afzzrno 且 gseggrtog 


Relation with Kamakura 


ー ヒ ー を ドリ ッ プ で 滝 れる 
混ぜ る こ 

ぶり の 絶品 
YUIGAHAMA 


(バラ ダイ ス ア レイ 〉 の 
食パン で つく る 
シナ モン トー スト ! 


(H0USE YUIGAHAMA ) 直伝 ! 
紅茶 を 発酵 させ た 
や さ し い 酸味 の コン プチ ャ 


画家 ・ 嶋 野 ゴ ロー が 描い た 
お 店 の 目印 に も な っ て いる 
オー バー グラ ス ド ロ ー イ ング 


Relation with Kamakura 


も あ た 貸 き -。 と 客 す っ し の ん 業 よ カ - 客 り 稀 

に 還 ら コ た ち し も 手 コ さ る た 土 て 分 ど 員 う フ 私 さや さ 
VERVE COFFEE ROASTERS (若宮 大 路 え | た が て 子 ミ ん か が 地 い の は な エ ェ エ た ん すん 
開放 的 な 空間 が メ 思い 出さ せ て くれ て 好 る ヒ か いく < く そ ュ た の 「 勘 ま 楽 時 私 力 の ちがい と 
"| いま れ う 葉 二 ちよ フ も すし 間 た フ よ が 次 雰 晃 

そ 一 - し た し 山 テ と う レ な ね < く を ちょ ェ う 働 々 囲 平 

ん 杯 た り た 海 イ 話 に ン < く " 働 お 2 を に いと 気 さ 

な と や 近 大 選 や や く 店 人 目 て 吸 の ん 

お ち の 手 な 珈 生 "っ リ り 知 と で だ 指 フ いい お “* 

店 ょ ん 伝 が 琲 ま 情 て | り い 過 けし ラ た 和 込 店 明 

だ ラ びっ り 奈 れ 報 く な 合 う ご な て ン メ ま に る 

ぎ 如 り て か を る 交 る お い こし の い ク ル れ く 

の だ くら 行 "換地 店 も と まで ま に ポ て 近 " 

元 けれ 仕 っ か 選 を す ` す 話 ル い 所 立 

恒 す 気 どる 器 た す の 呼 な 間 ほほ 3 直 多 る の 老 

を に 大 お を る お 応 か 識 そ と 従 る の "お 礎 
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形 困 の SN 将 注 ー キ ー せ S (一 


幸三 


一 ロー キー こい ) ゆき 古 中 画 


創 の プラ イベ ー 
(《 モ ダーン) を 北 鏡 


[ LIFEsTYLE ] 


鎌倉 の 暮らし に 学ぶ 


で よさ 01F さ の て いこ) 
っ っ 盟 庄 柏 ぶ 記 っ ? 水 波 中 て G 昭 
皿 電 他 陸 や マン 時 式 電 史 つ じ 路 
いや G せ "KW 難 彫 9 械 友信 拉 無 
S 皿 終 人 氏 公 te 協和 ” 素 J 革 ら 紛 映 
机 … 堆 つも や きっ や 避 ロ ト ネ も や へ や 
で 召 館 革 " 6tQ 世 明 公 代 散 醒 G ヒ ビ ロ 
っ No6 璧 ロ ら 現 パン ピ 臣 乃 や 

)G 環 人 せ 入 ミレ っ っ 」 ふ 癌 履 
思 や hG 卿 田中 下 VS ( 避 マ ー 和 ・ 
村 ) 8" 人 革 幸 客人 舞 選 皿 餅 G ホ ロ ヘ 
ポー ト ヘ つ 玉 き 公 や" お ロ ハ せ 織 
無人 Q し せり め っ te38 才 G 痢 理世 
ヤ ′ 相克 区 つて 監 唱 田 % で し っ NT 
「)G 弄 じ 科 ぐつ 下 僅 じ 財 皿 で 
さ 公 つくり で 観 尽 村 つ し じ っ 
Wes" 正 人 り 虹 GG 下 やっ く SINA 
K せ pt で の ン G 幸 可 所 下 選 じ 


に 

5 
s Els 
SSe | 
中 @ で | ママ 
> も S 
ン S ヽ る 
SRE | 
KS き | 
へ モ る 
ャ | 


周 
人 選 
國 さ 
詞 
きき 
W ら 
志和 ヨ 
K ち 
ラ 
中 


ン で 慌 思 G て や や の p 収 じゃ "人 
し 下 編 折 G 所 の 必 玉 NO けつ 勾 州 
つや 公 ” 閉 舞 選 淫 じ Q せ で 仙 
まつい だ さく) 1 上 うと すさ 
や 長 =⑪ っ " 臣 也 人 の で めで 包 私 
じ っ つ る や 」 

吉 中 を 攻 さ G 轄 沿 選 性 や で 押 
お G 村 の 介し 直人 We 閣 個 せく マ 
WS で NM で ロ 皿 不 版 訪 K 屋 つつ 
し っ ぃ G" 意 胃 号 態 骨 語 せ 叫 々 G 
馬 さ ミー りこ " 珈 居 革 握 本 牙 
明 ユ ヒモ 給 〇 つり 畠 つ っ トマ トト 
電 寺 庶 二 つ ビ っ ン G や Nin 
「 編 Sho 羽 調和 届 ン や で っ Np" 計 
や で り レ や へ に 到 克 ンマ 給 仙 コ 
相補 G 居 選 RG 抱 慌 め (n い 6 っ 
作 征 G 交 Ne 纏 つい ピリ ひっ 愉 リ コ 
や G 公 "つの 吉 令 つじ っ 」 


の 黄色 t 


サポ テン 


で 頂い た 


Relation with Kamakura 


製 パ ン ( 北 剛 倉 ) 
内 
n の 玲 貨 性 さ 


ちり ん 


劉 倉 らし 


( 


eat YDGA STUDIO (葉山 


morozumi( 山 
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sa っ gld 3oH 4 


ジョ ン 
いし か わ ・ ゆ リ こ ノ 鎌 倉 へ | ャ ラリ ー 〈John Good Lifestyle 
移住 し て 10 年 目 。 ク リエ イ 名 店 理 / ギ ャ ラリ ー バ 2 店主 in Kamakura 
ター の マネ ジメント 事務 所 


br て ec 展示 作家 も 鎌倉 暮らし も 


は 旦那 さん の イン テリ アシ 2 3 
ョ ッ プ (STOVE) が ある 。 て いね い に キ ュ レ ーション 
の 神奈川 県 市 材 本 座 1- 
6-22 080-5389-5005 
全休 み は 展示 に より 異な る | Yurizo 』s カ 計 み tg | 
ョ そ と う て 好 ホ に の ョ ん の さ 囲 h 強 る 飲 自 店 の 在 
1 ン れ 集 と いき ル も 額 ッ が も ん ま 自 n い こ 食 身 同 お し 鎌 
香 葉 軒 富 ( 材 本 産 ) し を ま ` る な ダ カ 緑 プ 隣 の は れ 分 ご と と 店 が 土 客 て 倉 
夫 た も お 話し する 、 材 本 生活 に な く て は な ら な い お 店 て 暮 っ や " 作 | レ に ム へ で を ` る が の 言 も が 仕 で さい の 
) いら て り っ 家 ` ン は S 経 家 ギ 生 納 石 う あう 事 協 ん る 材 
) 注 和 RW る し く た コ 花 ダ `T. 営 で ャ 活 得 川 の る ン で 力 が の 木 
太 (本 座 ) * で る い 倉 | 器 | 絵 01 し も ラ を で 有 は < く チ 忙し 多 で 座 
) 「 和 < と か ます も 不 人 は ナ ` ` ヽ や V7 て 飾り し き 理 ` ら を し 合 く ` エ 
上 思 が 何 | オ 人 ボ E い っ | た て 子 ギ い 厚 いう 訪 観 リ 
山本 餃子 ( 成 ) 手 議 身 か が | 形 ス ご マ る て で い さ Y 横 意 と の れ 交 ア 
/  「 神 財 仲 間 の お 店 。 た ま に 登 場 する に な 近 を 食 ナ ` タ の イ い 展 ~ 好 ん ラ の で き は る 客 は 
we キ 土 に や 卓 メ キ | オン る 示 と き "りつ 届 は 当 ? よ ` 
ae ュ 地 いろ 脇 ン シャ を リ テ “し 語 な 。 | なけ ` い た だ りお 
PiU forte ( 電 の 下 ) レビ で て う を トン “ジリ 旦 た る も へ が で 近 り か 市 店 
)  「 衝 箇 と し モン の パス タ を 食べ た と き の 感 動 が 忘 な られ ませ | で 自 と 彩 な ド ほ ナ ア 那 作石 の  』」 り < < 前 ら 地 が 
シ 希 思 っ ど ル か ル シ さ 家 川 に o が れ の "お 元 点 


Relation with Kamakura 


1. カ フェ 営業 時 に ケー キ を つく っ て くれ る (B 電 に 食べ 5 れる の は 
|. カフ ェ 営 業 時 に ケー キ を つく っ HI 
akKeroml〉 の いち ご の パプ ロ ヴ ァ 。2. 店 舗 は 0 2 
も と も と お で ん 屋 さ ん で 、 その まま 使っ て い 

る 。3.(STOVE) で 取り 扱い の ある 信 導 類 。 バ 

ジ は ( 午 MT 久 ) の クミ ン の フォ カッ チャ 。 

4 テー ブル と 右 の 和子 は 部 さん デザ イン の 


人 E。 
6 の 。 奥 に は 好ま な 作 東 コーナ ー が 。 PE 3 
ーー テ 


Relation with Kamakura 


(John) で 展示 し て も ら っ た 
作家 の 作品 た ち は 
お 気に入り コー ナー に 


(STOVE ) で 取り 扱う 
うつ わ を 使っ て みて 、 
実際 の 使用 感 を 伝え る 


Relation with Kamakura 


鎌倉 の 暮らし に 学ぶ 。 
[ LIFESTYLE ] 


か わ さ き ・ あ や か 鎌倉 に レザ ー ク ラフ ト ア ー テ ィ ス Good Lifestyle 
自宅 と アト リエ を 構え る レ 区 時 徐 長 2224 に in Kamakura 
ザー アー ティ スト 。 自身 の 


し の ア イム を 海 の 色 を 反映 する 
csmezo 若宮 大 路 の 小さ な アト リエ 


ンカ ラー に 手 委 め し た テキ 
スタ イル が アイ コ ニ ッ ク 。 


yakawasakithebasen Ayagzg Kgtpgsg た g 


Relation with Kamakura Relation wirh Kamakura 


七里 ガ 浜 の 伝説 の ショ ッ プ アト リエ か ら 徒 歩 10 分 。 
(CherShore 〉 か ら 継 い だ 作品 の イン スピ レー ショ ン を 
流木 ディ スプ レイ : | イメ ー ジ する 由比 ヶ 浜 ピ ー チ 


客 用 タン プラ ー に 光る 
プラ ンド ステ ッ カ ー が 目印 。 」 訪れ る 由比 ム 韻 影 や 創作 の 了 く マ ポッ ト 。2. 由 縮 あ る 通り に 面 
繋が る 鎌倉 コミ ュ ニ ティ トリ エ 。 歴 + は オ +、 ウッド 作 胡 の 
スペ ー ス る 丁 密 な 仕上 が 
1 ル な 作品 が 映え B. 材 木 座 海 岸 の 
Relation with Kamakura ルコ ー と の タ Y 」 ス テッ カ 5 ュ ニ ティ の 場 


( そ か 頻 で | 物 テ 人 ク た と キ に ャ カ 笑 する 婦 だ た 源 く 
2 ダテ の ら 繁 は の 作 イ ィ 気 と タブ プラ 用 ン ラ も む ぐ " 生 “ め 頼 一 玲 
() ZAIMOKU THE TERRACE (材木 卒 ) 世 も に な マリ ス 質 バ 陽 ルキ い バ | 河 覚 あお 海 に 朝 本 癌 
( ! 放 の 目 の 前 の 、 カフ ェ や ショップ が 入っ て いる 複合 施 設 界 " 訪 い ス を テ の | か | ラ る スグ 崎 え 韻 交 岩 造 が 道人 
秦 2 観 こ れ 人 ト 通 イィ 織 プ ら の と 彼 に ラ さ て 講 二 に 営 妻 の 幡 
ミ を の て 気 プ ビッ 細 ル 夜 交 反 女 映 デ ん も 交 ~" 近 し ・ -. 宮 
エ Pho RASCAL (小町 通り ) 発 地 いぶ ラ て ク で の . 空 わ 射 の し | " ら 換 の いた 北 若 か 
6 ) 「 サ プ メ ニュ ー の ジー ロー ハン と ヤ 大 好き 信 で た リン 確 な こ 革 へ りす 作出 シ 刻 え の ア ー 鐘 条 宮 ら 
ュ _ し 自 鐘 だ ド 立 色 だ 色 : と だ る 品 し ョ ー る 際 ト の 倉 政 天 由 
評 ( パティ スリ ー チ モ ト ( 匠 成 通り ) 続 分 倉 "と " 彩 わ で 柴 っ 太 は ` ン 刻ん に リ 鳥 の 子 吹 比 
6 / 「 シ ンプ ル な が ら フ ワッ フワ の ロー ルケ ー キ が お すす め 。 け の “ 遊 い ビ は りあ また 陽 ^ パ を と で ヶ 工 居 中 の に と 。 ヶ 
あら eo きみ る 色 彼 びっ | 全 マ の 訂 み に ま 導 は の の 因 半 
) DAILY by LONG TRACK FOODS (町) 2 電 ー か 信人 上 史 人 天 ら う 回 
))「 レ ン バ イ の 中 に 移転 し た ホー ム メ イド 店 。 条 偶 ( うし こ 事 過 ヴ で ア “" ビ た ロ 面 財 の 海 と だ に ど 通 願 将 に 
( 記 "れれ に 言 ア の | 職 ン ま | に 布 キ の 微 と あ 殆 り の 軍 続 
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HOTEL 


青木 潮 二 さん の 湯呑 み ( 
(自然 食品 か な や ) の 晩 茶 で 


盾 ま つ 


〈@ーmo 一 ) せら 負 や で む G そ 8 
トミ "WV で や お ロー ポー トー ビ ANO 
名 WS 不 衣 りり 補色 医 YK ピ 
選 環 っ し っ NG" NM で せ の 1QQ 拓 
無き っ 心 午 尺 交 ひじ DW" 挟 搬 革 
疾 仙 GKHWS ロ 杉 ぐ "県 て 6 居 さ 
角 や で Ne 人 中 倫 会 必 二 刀 攻 拒 介 革 人 や 
選 域 皿 つ じ っ い @? Rh ユー を ヤ 
中臣 pH” 二 申 " 幼 栓 っ 尋 hKes ン 
トミ ずっ 心 銀 各 王宮 培 際 宮谷" 
や ン 0 で G 立 舞 め G、 友 詞 人 S 史 6 
で し っ NG" 8 季 選 ND じ の" 擬制 G 
ベネ ロッ つ ト 棋 器 つ レ ン S で WT 
皿 や つ し せ 代 つ コン” 基 紀 間 嘆 恨 
つじ っ ぃ 6? 
「 介 厄 和 6 只 に 屋 公 の 全 め つ 
で や っ ちり / 虹 人 GK ふ NN トロ 由 や 
しり 6 天 @ 氏 央 堆 公 林 6te 6 さめ 
刀 せ 人 到 っ いし め っ Ne 6 い ロ つ 選 っ 
し か 陸 還 寺 震 や 9" 記 SSYAN 
トー し 避 入 と 侍 で じ つ っ es? 
員 鳴 つ 公 ④ め 7 皿 本 記 つ ンス 
に よい に | お 3、 で | で ペド こ 4 
いさ で に で さい いい りり EE に て 用 
只 無 則 財 oo 時 G 鉛 で 浮 せ 
トミ 公 や 掲 較 p お 専攻 己 糧 さ レ 
っ ne 表 問 @ っ っ 札 中谷 じ ” 求 下 
し Ne リ りり 電電 補 じ つい 5 人 口 
ー ド さ 久 玲 2 で KG 1 折 " 時 和合 
マン p で 他 さ つ 刀 狗 @ 革 し 


詩 
日 
と す 
] oe 


Yarzo Komrzgro 


いら っ し ゃ いま せ 
Relation with Kamakura 


アイ アオ ォ イ 


小室 裕子 《aiaoi) オー ナー 


り の 好き な 鎌倉 が 


海辺 の 宿 と 暮 


ふ た 


うこ /8 年 前 に 
神奈 川上 
12:00 1 泊 12.300 円 ー 


むろ ・ ゆ 
交 倉 移住 し 、 都 内 勤務 の 


営業 職 を 経て 、 2016 年 に 夫 
、。 更 で (alaoi)) を オー プン 。 
、 栓 子 さん は 朝食 な どの 早番 
を 担当 する 。 
は PS 
IN 16:00 一 21:00/OUT 


ト 


に りす に つか 
「 由 が G 時 人 ぐ 民 宏 虫 レ の 人 
へ 不 損 畑中 つぶ 
公 届 層 所 尽 交 eteG ロ 
舞 じ "弄っ 尽 で きっ ン 


じ っ s" や シロ し WoteRQ 
項 筐 鶴 革 で 6」 

括 個 @ 守 帆 思 じ G 直 租 を て "人 ろ 社 
で G 兵 Q つ S ぐ 芝 選 て AN ター お 7 
藤 ト ミロ カカ 電 人 や で レス っ マン" 散 中 ミ 
に よさ. て 0 まく > に 
リー で 


Relation with Kamakura 


ら 
静か な 時 間 


側 で 


庭 の 草木 を 眺め な が ら 
読書 ( 


鎌倉 の 自宅 の 緑 
お 茶 に 


| 


博 
RE 
折 志 
に リ 

ン 
Qp 

ン 
に 


いち ば ん 心 休ま る と き 


Relation with Kamakura 
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円 


0 


1 料理 の 上 も プロ 級 の 水 本 さん 。 さっ と 作る 


科 理 は 絶品 ! 2. 万 能 な ホ 


まり の 中 で お 茶 を 飲む 、 


Good Lifestyle 
in Kamakura 


プレー.500 円 や オイ ル 2.500 円 、 才 
' な い 優れ も の 。 


も いら 


然 農 を 
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ご 自 
地元 鎌倉 の 地 で 実践 


鎌倉 育ち の 


ン 
や 
に 
さ 
1 
RS 
て 
届 
K 


Keizo Aizzertofo 
Relation with Kamakura 


浄化 し て くれ る 
ホー リー バジ ル に よる プロ ダク ト 


水 本 けい こ プ (エル ボリ ステ リア 鎌倉 山 ) 主宰 


イタ リア で 学ん 


ッ ク 農 


みず も と ・ け いこ ノ / 鎌 倉 育 
ち 。 17 年 間 イ タリ ア で 甘 ら 
し 、 パ イオ ダイ ナ 

法 と 出会う 。 帰国 後 は 鎌倉 


で 自然 農 を 実践 。 (エル ボ 
リス テリ ア 鎌 倉山 ) に て ホ 
ー リ ー バ ジル の プロ ダク ト 


を 製造 ・ 販 売 し て いる 。 ww 
w.facebook.com/Erboster 


jaKamakurayama 


畑 ぐ 尺 代 国友 勾 振 人 お 答 時 し 英 時 
選 緒 つね 性 で っ りり で" 閣 無し " 
て ヘー パ ユ 圧 代 No く 込 さ の 四半 で 
teA へ 許 G く <ーN” モー ユー ミ 和 導き 
人 鋼 民 つい ロ ふ ふ て 旭 幅 根 つじ っ to" 

コツ ーー 震 ヨ G 書 員 人 HK で 
WO お お 8 に 時 下 析 Q つ て ふさ 
トロ SO 8" 負 還 守 ロ トー ふさ へ や 
JAK 臣 写 つ 刀 論 ロ 皿 や 析 じ 
や 評 訟 し 英 財 年 さ つり 
YR ふ ャ ト の ふ 筐 羽 コ O" 鹿 
園 避 ′ 皿 夫 蘭 9 了 鹿 で 記 北 無 コ G 団 
1 いく) に こそ ざさ 3 いう 還 : エコ 
くさく JI いる 
ヾ ふさ ト べ で @ 飲 括 守 的 家 当 争 罰 
て に に 3 こく よく に さ 4 ご 3 
1@ 令 竹生 まじ っ 9 ふい 信 つ Nm" 

し に に 2 2 さいこ 1 
ロミ ー ユ ー ミ 導き @ 押 飛 羽 つ じ っ 
1@"「Kー ユ ー ミ 人 泳 きせ へ へ 選 
つじ 填 若 居 各 殊 や つ レ ン や で KO” G 
草 GSINAK 騙 忌 Ne 和 半田 公 K9 
SG し や や 居 さく で しじま じ 漠 つっ 」 
PE) ひこ や ちゆ やう 


kamakura 24sekki (常盤 
生 


「 駅 前 の 精肉 店 。 平 伺 い 胡 に 


萩原 精肉 店 ( 代 信 


IMy Hot Places 
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に スタ イル を プラ ス 。 
夢 の 鎌倉 暮 らし を 実現 する 


山 と 海 


[ LIFESTYLE ] 


鎌倉 の 暮らし に 学ぶ 。 


ビー の 決っ G 尋 コ ヨコ 公 朱 直 pte 
詩 下 R 暫 G | 球 ” 東 る ぐ 拒 Ke 堅 ら 
キー を や 中 双 馬 史 庄や NT 
堪 妃 二 庫 レ セー トーG 弄 田 や ぐせ " 
羽 マ 想 胃 怪 表 也 で 8" 総 粗 旬 科 
條 や むせ " 導 仙 尿 農 和 G 青 賠 『 数 
塞 マ ーS こ >』” つつ し 皿 や や p 所 つつ ゼ 
飯 人 < か KK や ふ ADSC RSS7 
くき トミ ささ 1 トド ャ トー モ SS や 
AK ロ 仙 疾 つ 選 GS で 到 ち " 仙 め 
相 愉 代入 RNN トー テ つ "WS 久 
擬 舞 聞い つ G 呈 定 護り "「 尽 や さめ 用 


カリ フォ ルニア ハウ ス 


Relation with Kamakura 


舞 り 県 っ 束 ) つ 慌 到 じ wWte GS っ 
し ゃ で 」" 時 で じ 「 閣 無 選 来 じ 人 SQ" 
太 思 パ さめ 皿 全 し G ミ ドー コ ミー で て 
公 州 性 や" I ト て ふ ト や て wt 県 
難 @ 角 窒 代 和 電 せ 著 無 G 得 士 壮 ロ の 
多 せ で 志和 4」" 明 公 マン 丈 WP ン で 
PE さこ) に ) さだ さい ドド 
GWSGJ つ で 明 訪 和束 )) つ じ っ n6" 
隊 詞 で KG せ 代 こ て G 霊 0 他人 で 
や ちや で (KSー く や K〉" 
胡 G 押 "本 G 販 "べく wG 塚 還 ロゴ 
を 晶 GK マ 人 呈 め 量 の 人 っ つじ っ te 
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ENOTECA RONDINO 


Good Lifestyle 
in Kamakura 


! 


ー ナ ー 
ジョ イン する 
ビー チ ハ ウ ス 


ホッ ポー ハウ ス 


池田 麻里 奈 プ HOHHOHOUSE ) オ 


「 人 と 自然 」 が 
Afgzrio JEzeda 


ガ 崎 の 
DRIVE-IN 


七里 ガ 浜 


稲村 


倉 へ 移住 。 夫 と 1 歳 の 息子 


いけ だ ・ ま りな / 東 京 ・ 白 
より 自宅 を ハウ スス タ ジ オ 
と し て 運営 。 オ ー ナ ー 兼 ス 
タイ リン グ を 手掛け 、 雑 誌 
や CM に 起用 され て いる 。 


金 在住 を 経て 2017 年 [ 
と イン コ と 暮らし て いる 。 
抜群 の セン ス か ら 2018 年 
hohhohousejp 
PORTAM 
(御成 通り ) 
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計 ふたり を つなぐ 葉山 の 街 、』 
」 今 だ か ら わ か る 暮らし の 魅力 。 議 
ノア っ 半 P/ ) の RSy 


導 ル 都会 で の 生活 を 経て 、 幼少 期 を 過ごし た 葉山 に 戻っ て きた 
較 伯 公休 枕 生 亜 希 子 さん 。 か っ て 近く で 暮らし 、 和 放 
yd 今 は スペ イン に いる 友人 が 、 今 の 暮らし に つい て 聞き まし た 。 


が 


桃生 さん : 


text : Miyu Fukada ※ こ の 対談 は 2020 年 5 月 3 日 に 行わ れ た も の で す 。 024 


[ LIFESTYLE ] 


鎌倉 の 暮らし に 学ぶ 。 


記 祥 Ca や を さり 補間 痴 加 中 
ざ コ 所 G せ いら ーo 叶 " 革 舞 
GS (GARDEN HOUSE〉 じ @" 咽 店 
屋 尽 己 糧 め 香 環 @ 選 時 赴 伴 WO 公 
や 刀 で 8 人 生じ ロロ リー 一 へ 己 糧 
で し っ 如 を で うり 所 駆 亡 4m つ し と 
SEE に で さこ とい 
館 己 尽 @ じ 8 慌 軸 つ GWS 半 叶 " 

XYAG 咽 へ せつ 郵 M6 で 8 
弄 記 人 SG 徒 信じ SS 限 兵 w つ ビレ 
陣 Q 求 G っ っ 製 で G 飲 "Wi) 壮 包 
1) 屋 怠 公 毅 じ や 作 じ "ご 軸 % じ 球 
つじ っ せ ぐ つっ "MG 避 ” 爺 思 王 
じ 霞 赴 寺 stenQD7 細 ゴ レ S 
章 更 革 四 絡 ロ 軌 で 作 の で じ っ や けり 
や ロ 夷 信じ 駆 合い っ Jin87 相 芯 
公 堀 家 つ し" 王 忠 到 直 6 で い 葵 装 
KEY だ に) 11 プリ 
で IRS 作 @ 環 せ 典 到 つ い OO” 堂 
剃 補記 医 WN ロ ー さ へ へ ふ ロ 筐 
に いい マビ 生 に こ だ さい は ・ ど ココ 
め ン 0Q や Ene 顕 人 下 人 GSNe 旬 記 く ツリ 
ユ ヽ マー か mA 思 握 つじ" 

人 くく で へ G こ ミヤ ロト 給電 
つじ " 欄 公 疾 で じ つ が で お宮 社 
ト こ に こけ で で 25 っ 作 . 基 (6 
し G 拉 ふさ つ 電 隊 っ 二 つ せ ン ピ 8 旦 
で 互 人 性 電 GCLQ を で” NOO 
上 ミミ | FT 


桃生 亜希 子 / 女 優 ・ モ デル 


数 々 の 映画 や ドラ マ 、 CM、 雑誌 な ど で 活躍 。 幼少 期 に 住ん で いた 葉山 に 戻り 、 


家族 と 共に 暮らす 様子 を SNS で 発信 。 Instagram : @pinokosugar 


も の う ・ あ き 


Zr 
conversation 


ぐ 


ラム 執筆 、 コーディネータ ー、 


ライ タニ 
わた っ て 活動 中 。 Instagram : @myufukada 


ふか だ ・ み ゆ / 横 浜 生ま れ 、 バル セロ ナ 在住 。 写真 家 、 コ 


隊 田 入 二 (に " 三 ) ペ つ ら = 民 守 7 
上 で を で 一 

殖 示 同義 中 (ペレ ロ ) つら 
1 で だり 
明 心 む J" K く で へ せ で S 令 つい 
三 、K く で へ A せ p 中 人 人 Q 表 人 SQ 
で 豆 蛇 評 二 〇 と ロ 穫 で "罰せ 
で W ン 吐 岬 所 つじ 爆 ポ 世代 力 至 つ 
ゼー 隔 で 選 パ ネー ズ 到 人 や 人 
"を で お 思 性 し じ 條 せ の くら 


BarCel0na 
( SPAIN ) 


通訳 、 秋 訳 な ど 多岐 


旬 Y 要 @ 世 壌 刀 モ やめ" 
泡 御 基 っ 羽 下 
下 公 避 M 過 Lee 一 


人 大 訴 o Afonog 


心 選 豆 )) つ じ っ te Sc 

民 親 人 て AK や 坦 記 じ っ いさ 
ハハ ツレ 振 つ っ 企 半 己 和 鞭 つや さ ” 宙 
心 人 ロー ゥ oo つじ 此 い や ユネ" トロ 
AHN ふ ー ビ 艇 周 有 編 つね さ つ Pte 
"YAKA ふ INY か 提要 と いじっ 
Q 公 "の の G 明 っ ゃ We や パン 
っ ちや 炉 骨 唱 総 人 い 銚 全 さ や ゼ っ うつ 
民 " 失せ" 礁 貼 怪 陣 じ 公 G 展 親 ツ 
い 〇 〇 の 維 ぶつ" 坦 軸 ン し 9 
いい 

得 ( ひ や ロー の oo 妹 つ WW 愉 ー 
N ロ AH へ ふ ー 公 SNOG め っ っ で 一 

SS じ 選 皿 つじ る 人 る で 如 
1 トト せ レ mR 所 つ 記 ささ" 臣 玩 ロ め 吾 
罰 つ じ 束 や さ "ルレ て や ( 加 愉 作 で ) 


皿 公 人 Q い し" 密 喝 WWNeG め | 峠 遇 公 

コ ” 下 褒 上 記 っ 代 旧 天 K さ ロ 
や Pt ( 閣 )* 

人 S せ や " 振 語 つ じ っ te さ や っ しゃ 
で で ゼー 慌 っ 時 せり 心 つ ビレ AS 

男 採 革 趣 居 ホ ー リ K 避 起 皿 つ ビ 
っ し ′ 上 きっ GS せ yKNQO や 
じ 選 ンマ GK 一 ミー ロ で じ 太 人 ひで ビレ 
信 つ 公 ” 自在 到 思 疾 交 辱 い じ っ ピ レ 
の 86 人 SG べり G 田 醤 公 県 っ 
往 つ Ke) の 癒 Ne3)“ 

NinS で 刀 " てこ ミヤ ロト SGK 一 
ミー ゼ ′ で NN で 下限 問 的 唇 te 
ロ つ レス っ ぃ e 窒 つや や" 友和 革 堀 肝 つ 


の 


OS 
は 則っ 皿 友 尺 了 っ つつ "県 褒め 
っ で ぐ ? 顕 骸 ロ 羽 マ GS ゴロ くせ へ 
NSIMETEE や と 
つじ " 民 軸 各 つ etー 

三 可 人 る DWS で じ 弥 ヨ ャ 原 四 G っ 
っ ざり や 叶 "こさ や ロト の 電 香 
男 選 媒 科 RS で し ” 拘 ゴ ロ き ぎじ 
ビ い よさ っ こよ こく だ 
WS で や ー を で さき リリ ビレ 
地理 @ 観 尽 せ " 四 終 県 つり うつ 社 
で PDG 如 伸 疹 信じ 隔 467 
WG 人 人 や に 閣 指 | 梱 りさ 
SBYTY せ GSGS ら っ 装 更 じじ 
っ te で し " pt” 直井 骨 補 公 
QG 展 べ 公 県 本選 者 で じ っ うじ 陳 候 
や 軸 G 県 っ 謀 く G 由 玉 り 収 挫 で で ン 
玖 く @ り ルド ミホ キー で く ヘー 
め 和 シン レロ 作 紫 Ne 更 じ 鈴 宮 
し woe りり め の 症 愉 で お で 7 

に 拉 に 2 ドミ に いち て:( こ た ゴリ ド に ば 
WWG 呈 尋 巡 で 刀 で 7 了 由 G 尋 
電 茹 っ 二 つや せ パ ー" 全 厩 " 陣 由 時 
玩 剛 胡 G 帳 統 や コー 
WO や SS 一 人 " 判 牙 し じ m ぐ S 
りつ 玉 層 人 じ っ じ 較 辻 や G 骨 補 
"語っ 所 忌 包 公事 g 
じ I@ 一 コ 中 
三 本 "光生 牙 ン 筐 Net 一 
人 やく 到 宮上 明 つ し WW じ 6S で ポー と 
ここ に よい 

EE DNS 8 妃 シ で ーー 


相性 が 抜 放 


Coffee Japan ( 径 山 町 


Aiyu Fukggda 
く ミ や ロト や 更 昌 囲 世 けり 
堪 ヨ RS 人 S で し < 
抑 ゴ コリ ぎじ っ ぃ @ 公 め 上 


(大 町 ) 


Arts 


友達 


GARDEN HOUSE 鎌倉 (御成 
め 


オ 
AKARI DINING ( 竹 成 ) 


Bar Light 


妙 本 寺 


Dark 
和 
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上 
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上 
エ 
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内 
箱 
せ 
き 
ゃ 
巡 
に 】 
いい 
痢 


お うち で 鎌倉 の 味 。 


秘密 の レシ ピ 。 


ほほ 
奄 
に まり 
きき き 
QoS 
給 字 
し た 向 
モビ 
S ミ い 
陳 症 し 
代 Wo 
わぁ 
柄谷 
まく 
も ご 
加 5 
に 


TAPAS 


FILE #1 


料理 家 


副島 モウ 


POINT 


Mou Soejima 


翔 押 臣 棚 ロ ロー ふ ユ ー ロ 選 っ " 折 
っ りさ G ぐ m 剖 り 再 本 人 も で RS (NA1 ト 
ドー1 ト や 7) 提 誤 菩 つ せ G せ Q ら ーー 
時 WS りつ " 邊 耳 せ 付属 束 じ Wote 
環 め 襲 wete 導 JP WS 王将 窟 玉 
に が いで = を 3 いり で この 
1 可 ロ " つ 人 め K ふ へ 1 ト で へ ふも 人 ※ 
つ StQ り 人 SO し 盲 ン 写 旬 町 幸人 
3 さく この で) いさ 
心 終 マ 晶 NOW 守っ 更 介 駅 じ っ ne" 


く Il ユ 
際 きる 
玖 。 じ 時 
ドラン 
まお 3 
半生 各 
or 
る 見 き て 
めくる さき 
Po 
表 ふ 玉 い 
甘 トン 
ー きじ 本 
h) と 本 へ 

円 R 半 | や 
半 モレ トド ト で 
詞 KK や 

ャ 

4 


RECIPE #1 


アイ オカ ド ャ し 5 すす 9 の 2 ツウ カ を レン 
1 個 


【 材 料 :2 人 分 】 
アポ カド ……… 
釜 揚げ し ら す - 


大 葉 … 


Y で 装 吾 本 や で 友人 回 まい レン で 
で G せ で で 当 さ GS く ー ト を 導 送 
ト ふ や ヘイ ロ つ お 宮 后 ” 下 竿 畑 G 絆 
要 む つや も を 選 選 いで G 装 画 失 犯 じ 
いた いい うこ 人 コー リン が 
に は 3 トコ ニ ピ いたす の で さと 
人 か G 則 罰 6 や さら 6 地 和 を 人 代 遂 ロ 
圭二 や で お" ト 玉 RG ヽ ユー ツー ビ 
さか 基 琉 壇 G せ ロ 県 つ e 鶴 隊 や つ 
CE さ た よじ ( いり SE. 


半数 -】 

旧来 

堆 鶴 

S 

ま お 

き 。 ミ 
トド を 
も で コロ 
| 
本 
を 
ミ つ で 人 Q 
ャ は 1 
WW ドリ 
ト や ゃ せな 
1 財 Q 人 な 

人 

5 

セ 

ミ 

選 

ト 

を 

R 


搬 G 諸 っ 塊 ご "rd の 世 人 つ % 
し 通 到 異 葉 つ お 本 つ 揚 態 G 語 天 

に トマ さく 13 に 
に CE ここ と エコ 
づつ で 回 いて AG 四半 の 的 忌 符 つ " 

ミ 下 で 科 / 由 臣 め 衝 A か ミミ” る 人 
e 削 や 選 お 弄 きじ 押 品 貧 周 葉 
GS きっ て ロッ 懇 屋 喘 寺 "NO 了 
換 じ じ る 押 GW つ や トト 作 衣 想 
S ふ 百人 唱 窯 つ ン NT 
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鎌倉 の 暮らし に 学ぶ 
[ RECIPE ] 


8 引 で ワイ ン が スイ スイ 進む 、 


料理 研究 家 の パ トリ ス 
・ ジ ュ リ アン に 所 事 し 
独立 。 レシ ピ 開 発 な ど 
多岐 に 活動 。 湘南 T-S 
ITE で 料理 教 宇 も 開催 。 


立ち 呑み ビス トロ の 味 を 。 


photo : Mou Soejima text: Mucsumi Hidaka 


(小町 ) 
副島 さん 

メイ ン に 掘 

オー プン 


ッ RECIPE #2 
RENDEZ-VOUS DES AMIS 
(4 町 ) い ク 
こ 4a 沈 貞 多 や ヤセ ウ の ウィー チェ 
co : 相 個 し と ンプ と 6 遇 計 の 
を 使っ た ひね り の ある ひと 四 7 
き 出 し の 多き に 乱 く 。 小 紳 模 
な ワイ ン も 充実 昼 時 は カレ ー 再 門 店 ( 昌 【 材 料 :2 人 分 1 【 作 り 方 】 
欄 翌 ) と し て 営業 。 9 神奈 川上 市 小 町 1 セ ヴ ィ ー チ ェ ソ ー ス 1 ふやかし た 鷹 の 爪 と レモ ン 果 汁 、 す りお ろ し 
4-24 富 0467-24-2214 営業 の 詳細 は ww … 小 さじ 1 た 粗 み じん に し た コリ アン ダー、 
wifacebookcom/rda.kamakura で 


協 こ し ょ う を ポ ウ ル で 混ぜ 合わ せ て セ ヴ ィ ー 

チェ ソー ス を 作る 。 

赤 タ マネ ギ を 薄く スラ イス し て 冷水 に さら す 。 

魚の サク に 塩 少々 を ふっ て 全体 に な じ ま せ 、 

10 分 ほど 置く 。 

4 魚 を 流水 で 洗っ て か ら 水気 を し っ か り 拭き と 
リ 、 2om ほ どの 角 切 り に する 。 

5 4 を 1 の ソー ス に 1 分 ほど 浸け て 表面 が 白 っ 
ぼく な っ た ら 、 水 気 を 絞っ た 赤 タ マネ ギ の ス 
ライ ス を 加え 、 ソー ス ご と 盛り つけ る 。 


い 


人 


e 


三 暫 商 店 
( 坂 ノ 下 ) 


副島 さん 行き つけ の 食材 店 。 プロ の 料理 人 や 
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FILE #2 


3 代目 


大 発 *y ラ タダ 


K こ YK 避 散 潮 GSNe べ SQ や ヘ ロ 
ユー 本 STN 和 を トミー テレ ビ 1 部 
恥 お りり 名 刺 AN (トト へ ) GS 
K こ YK さり や ネー「 玉 ユー ト 
か や へ J。 ー の に の 叶 ロ %GN ト ト へ れれ 
で 令 導 上 ” 導 暫 品 谷 て ハンド ユー8 
に 1 は こし で よさ いい 
SS" 上 や で 坦 や te ロ AN や 
ー や "VMGKSYK 隔 人 駅 犬 問 wo^ 
(トト 2〉 公 欠 パ ー ら の 罰 HHSK 


【 材 料 :4 人 分 】 
鶏 も も 肉 


SYK を 回 牙 ” 還 哲 史 展 亡 つ レミ 
いこ いこ に いよ る の 1 
TeSS く NNW で" 拉 将 葵 ※ 
窒 @ 粋 つ WWWO 生 で ロ 表 60 で 
「K 三 R ユ ーh ロ AH ヘ テ 」 電 蘭 つ 


例 還 性 四 現 選 JTINEpNe 到 / 


給 区 を 現 民 砂 無 じ め い トー ふ AATN 
和 商 肢 功 倒 届 許 旭 つ いっ? 

さか DS 虹 困 江 KK 加 剖 所 
起 つ や や ピン SN0) り " 交 史 品 WW 


パウ ダー スパ イス と 塩 を 加え 


て 炒め 合わ せる 。 
4 ブツ 切り の 玩 も も 肉 を 加え 、 表面 に 


3 さら に 


RECIPE #1 


深め の フラ イ バ ン で 油 と ホー 
みじん 切り に し た タマ ネ 


【 作 り 方 】 

1 温め た 
ルス パイ ス を 熱し 、 シュワ シュ ワレ し 
て きた ら 、 


1 本 
3 粒 


… 小 さじ 1 
"小さ じ 1 


ルク 
パク チー ( 粗 みじん ) 


シー ド (ホー ル ) 


ン シ 
赤 唐 辛子 (ホー ル ) … 


ター メリ ッ ク (パウ ダー)- 


タマ ネギ 
ココ ナッ ツ 
カル ダ モ ン (ホー ル ) ……… 


5 
ャ 
に 


水 … 
ク 


た 


火 で 5 分 ほど し っ か り 火 が 入っ 


ギ を 加え て 強 


コリ アン ダー (パウ ダー)… 大 さじ 1 
レッ ド ペ ッ パ ー (パウ ダー) 


ら 水 を 加え る 。 グツグツ 


eS で JP 眼 地 人 ロ つじ つや ヽ 
7 へ 針 ホ ー ス ユ ふ "ロト へ ネー 
介 展 型 折 記 懇 っ し otettn DP v 
GS て ヘー の 唱 公 ンマ 閥 玉 民 っ 
3m 居 い や し ポ で ミロ 幅員 剖 
りり 7 WW 革 WO で MR ユー 
の OS トホホ キー ミル お か 入江 
GS ハハ 人 直 朗 本 めく ミー ユーロ" 
KSYK 加 更 皿 つじ 芯 @ 区 宮代 
さて ロ 悪 約 中 や つき 一 


ルク を 加え 、 ひと 者 立 


た ら 好み で パク チー を 加え る 。 


し て 10 分 ほど 煮込む 。 


5 ココ ナッ ツ 
ち し た 


し 6 
志 
と 
人 
NN 
NN 
中 
A 
軸 


お ろ し 


を 加え る 。 
2 さい の 目 切 り の トマ ト を 加え て 2 一 


炒め 、 
3 分 炒め る 。 


"小さ じ 1/2ー1 
大 さじ 3 
小さ じ 1 と 172 


+ー 
字 
一 」 
「- 


ます ] と 
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鎌倉 の 暮らし に 学ぶ 
[ RECIPE ] 


Profile 


1954 年 に 祖父 が 創業 し 
た (アナ ン ) で 新 商品 
開発 や 新規 事業 を 手 が 
けつ つ 、 出 誠 料 理 や 教 
室 な ど を 展開 。 イン ド 
料理 近 求 集団 「 東 京 ス 
バイ ス 番 長 ふ メン バー。 


POINT 
由 | 
【 材 料 :4 人 分 】 
SE 
青子 2 本 
半 あや ニシ ニク ーー ホ を ET 
お ろ し 生姜 小さ きじ 1 
六 eoeeeeeoosses1 カップ 
塩 … ーー 小さ じ 1ー2 
レモ ン 果 汁 ……… - 大 さじ 2 
写 ス 一 小さ じ 1 
赤 唐 玉子 … 5 本 
ター メリ ッ ク (パウ ダー) 
E … 小 さじ 172 


コリ アン ダー (パウ ダー)… 小 さじ 1 
レッ ド ベ ペッ パー (パウ ダー) 

ー 小さ じ 2 
パブ プリカ (パウ ダー) ……… 小 さじ 1 


スパ イス を 上 手 に 使え ば 、 
料理 の 幅 が グン と 広がる 。 


photo : Bharar Mehta texr: utsumi Hidaka 


REEIPE#2 


ナス る の アチャ ィ ー/ ン 


【 作 り 方 】 
1 ライ パン に 油 を 入れ 、 マス ダー スパ イス 全部 と 塩 を 加え る 。 こ 
\ー ド が パチ パチ と 音 を 立て れ で マサ ラオ イル の 完成 。 
る まで 炒め た ら 火 を 止め 、 赤 唐 辛子 、 3 2 を 強火 で 的 し 、 2 一 3cm 角 に カッ ト 
小口 切り に し た 青 唐辛子 、 お ろ し ニ し た ナス を 加え 、 マサ ラオ イル を ナ 


ン ニ ク 、 お ろ し 生姜 の 順に 加え る 。 
1 の 温度 が パウ ダー スパ イス が 焦げ 
な い 程度 まで 租 熱 が と れ た ら 、 パ ウ 


ら レ モン 果汁 を 加 
光沢 が 出 た ら 完 成 。 


い 
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FILE #3 


(ひな や ) 店 主 


POINT 


ひな 


左 ・ 乾 燥 わか め は 水 で 戻し て か ら 食 


べ や すい 大 き さ に カ 
め を 入れ る タイ 
を 温め る 前 , 


ッ ト 。 右 ・ わ か 
グ は フラ イ バ 


ン 


Hina 


熱し て か ら 入れ る と 油 


わか 


が は ね て や けど の 危険 も 


の 


ツヤ が 出 て くる 


油 が な じ むと 


ミ 
ミ 
人 
四 
人 
四 
加 
則 
※ 


1 
還 
ト 4 
入 
へ 


藤村 上 天 JNN で で や の りく め 
人 る や し 穫 っ つっ 人 早 じ 由 くべ 
冊 や ht0 WS (の 和 を) GK 
ふ ヾ ミ " 此 幅 県 符 @ 奈 細 凶 PS TI 
玲 そ で く ヘー ローRNYKSINA7 
ー ト ヾ へ や ふ を 時 べく 刀 じ ミー コミ ー 
トロ 玉 8IN レ を OS ロ 
よ ょ ポロ" 求 I ド RG 店 無人 せつ る 思 G 候 
や で ちこ S 代 で も っ っ 陣 マ つっ 
吉久 環 む し っ ne つ 和 お つつ WG 共 


@ ン と し 
セ 塁 ドコ 
る 
さや 
に し を を 1 
トス ま 
を ミエ 
く 7 SW 
才 古 
イセ し 名 
放し 年 
7 導い E 浅 
@ 生計 る 
6 さだ ロ 
きま まう 
ゝ き 半 9 くさ 
に 協 ド 
w/ ev 同 光 
き ぎ きら 
生 て 
半 人 
に ォ 
ら で 
円 
E 
ゃ さ ミ 
AS まき 
に 
SN 
に 


か ら 火 を つけ て 中 火 で 炒め る 。 
4 わか め が ば ちば ち 音 を 立て 、 油 が な じん で き 


大 さじ 1 


固 に 店 尽 つ つい 玉 ペー 内 く @ ズ 
6 お 代 ロ て 中公 @ 舞 圭 交 御 じ ” 宣 
還 を 誠 マ 呈 公 ぐ 寺 く で を 圭史 株 
に と TO : に ぶ 、 コ 
7A 和 へ し 吾 球 MG WDB 「 最 謀 
に 7 3 エネ さこ に ュ 拉 トメ コリ トコ 
人 トー ふさ へ や" 旦 照 敵 賠 G 詳 窟 紀 
や せい 欠 つ や や レン St 

で 計 (⑯ 守 を ) G 邊 貴人 到 の 
信 性 で 公選 た つ レ ンド だせ 北 舞 


ご ま を 加え て 火 を 止め る 。 冷め て 


た ら 、 砂 盤 、 酒 、 薄 口 普 油 の 順に 調味 料 を 入 
か ら 絹 さや を 加え る 。 わか め が 熱 いう ち に 
さや を 入れ る と 緑色 が あせ る の で 注意 。 


5 黒 七味 、 白 


大 さじ 1 
大 さじ 1 


8 下 時 和 量 で で SS っ ca" 民 
代 pGG 所 重 で 公 名 革 ハ キ 衝 キヤ 
や 馴 ?) 尺 人 到 パ ン ” 折 持 っ 半 で っ G 
下り 8 信吾 G 直 へ” 陣 也 欄 
移 つ せ WO 愉 副 し 四 つ 軍 っ い 得 
や つ 公 つ 計 レー っ ン 幅 て じゃ 四 て 
斑 季 儲 っ "ADQQ か の 更 据 時 じ 一 
せき 叩 更 民 ht0GP 人 S じ 半 せ 
こり 
し よい いよ コ い けい 導 て に 


季 
ネ 
と 
8 
@ 
和 
3 
線 
必 


応 相談 。 


ツヤ 。 お 米 が 立 - 


ド 
ES 
N 
ふ 
1 
よ 
る 


羽 状 で 炊い 
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鎌倉 の 暮らし に 学ぶ 


ーー 。 ここ 


Profile 


大 阪 で 生ま れ て 兵庫 と 
京都 で 育っ た 生粋 の 上 
方 人 。 ケ ー タ リン グ の 
ほか 、 Web 記 事 へ の レ 
シビ 提供 や 横浜 南部 市 
場 で の 料理 教室 な ど 幅 
広く 活躍 中 。 


ひな や 
今年 で 13 年 目 を 迎え る ケー タリ ング 。 だ し 春 
き を は じ め 、 お ば ん ざい を 中 心 に し た 和食 が 
年 齢 を 問わ ず 大 人 気 。 料理 を 届け る だ け で な 
く 、 で きた て が お いし いも の は その 場 で 釧 理 
し て テー ブル へ 。 盛り 付け や テー ブル コー デ 
ィ ネ ー ト まで 手がけ る 。 詳細 は www.faceboo 
kicom/hinayanogohan で 。 


と ちぎ や 
( 運 子 ) 
介 業 90 年 。 3 代目 が 毎朝 、 昔ながら の 木 の 首 
具 を 使い 、 手 寄せ で 豆 府 を 作り 続け る 。 材料 
の 大 豆 は 生産 者 の 顔 が 見 える 国産 の み 。 ( ひ 
な や ) 開業 以来 の サポ ー タ ー で 、 曜 日 限定 〈 ひ 
な や ) お ば ん ざい 盛合せ の 販売 も 。 @ 神 奈川 
県 豆 子 市 久木 3-3-36 宮 046-873-1112 党 
業 の 詳細 は www.tochigya-tofu.jp で 。 


POINT 


邦 栄 堂 製 麺 所 
(大 町 ) 


1953 征 借 業 の 製 編 所 は 、 ひな さん の イン スタ 
に も た び た び 登場 する お 気に入り 。 6 年 ほど 
前 か ら 工 場 の 一 角 に の れん を 出し て 中 華 細 や 
僚 子 の 皮 な ど が 販売 され る よう に な り 、 今 や 
鎌倉 の 名 物 に 。 @ 神 奈川 県 鎌倉 市 大 町 5-6-15 
合 0467-22-0719 営業 の 詳細 は Instagram 
(@offcraftworks_houeidounf) で 。 


左 ・ オ クラ の 側面 カッ ト は 種 が 見 え 
る くら い 大 胆 に 。 この ひと 手間 で 、 
味 し み が 格段 に よく な る 。 右 ・ だ し 
は 野菜 が し っ か り 肖 る よう に 。 野菜 
を 肖 け 置い て トマ ト の 酸味 と オク ラ 
の と ろ み が つい た だ し は 、 スー プ や 
味噌 汁 に も 使え る 。 香り も 口当たり 
も よく 、 言 み も デップ する 。 
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初め て 食べ て も 懐か し い 。 
心 に し みる お ば ん ざい 。 


Photo : Hina texc: Mutsumi Hidaka 


RECIPE #2 
ピン 2 3 芝 ・、 用 
本 
9 すす 条 2 の > る 
【 材 料 :4 人 分 】 【 作 り 方 】 
個 1 トマ ト は 芯 を 抜き マト は ヘタ を 取っ 
ミニ トマ ト ーー 12 個 て か ら 湯 むき する 。 トマ ト は 食べ や すい 大 き 
1 付 7 一 8 本 ) さ に カッ ト す る 。 


7ー8 本 


オク ラ は 塩 で こす っ て 産毛 を 取り 除く 。 ガク 
の 硬い 部 分 を くる り と 径 いて 、 側 面 の 一 辺 を 
削ぎ 、 1 分 半 ほ ど 茹 で る 。 

ベビー コー ン を 2 分 ほど 茹で る 。 


の ょ ら 


WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
providing you various content: 
回 田 brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satsfacton one low price 
Cheap constant access to piping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users' satsfacton 


All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 
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で し せき っ で SM  K て く ハ キミ 


に さい よこ と 


っ 一 電 届 駅 eG 全 ” 宙 絡 中 年 
マーKHNINAKG 尼 握 畑 中 和 革 


手 押 庄 苫 り せ " 包 橋 琵 お きっ 7 や GS いい" 把 区 G 皿 征 圧 wo WS 田 せ 必 で 区 で じい 

由 づつ 公 つ 中 呈 っ トト へ A 唱 乾く SIN ト TK ト ィ ニコ HP 和 や だ NeK ャ マー 私 似 朝 G せ "キト ホー し め 十 中 中 じ WONG 介 

必 由 ユー で っ ン 0 公 NeT RINHSS ーー 如 や "探訪 相 )) ず コロ を CO" 汗 辱 や AN ミ 人 お 人 さ で 

に 所 緊 じ 画 層 相 レーー テ ャ AX 昌明 企 潮 つ 案 ” 三 記 人 こ ヘー 誠 甘 代 ざっ っ 斗 品 立 抱 を こ ふ ー 届 組 窟 ” こ 

トド ー ロ つや や キキ ユール 打 部 凶 臣 先 の 飲 G 恥 対 代 定 仙 表 っ 7 忠 IIN2H NR や AK や し S 代 ンマ” SN 

で 廿 や TI つじ て てく ヘー 人 SG 人 S 鎌 。 健 守 | 祥 き づつ" WS 代 猿 耶 め 板 利 ピー コー へ AKAw 中 くだ じ 和 8 つつ も 

ー 田 由 選 で や" つい しめ 普 で ete で 2) ざ 人 SS ン 悪 を 人 し 角 去 ” 福 つ 堤 ロ pm 坦 ロ め に AT" 疾 制 田 革 
トト 


だ ささ は いい だ と :E さ oc2 よ さい 
中 W 隔 っ 舞 思 代 公 で 得 人 の 愉 な で 
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田 せ 候 Hh で S (SI ト YK ユ ー ) 


に よさ いよ 2 よさ っ よさ くだ ママ 旬 中 刻 K ヤ 一 私 選 棒 つ で し " 


SWEEIS 


モ | ラ ピ 
お ド 。 や 
8 
8 1d ーー * 
ゝ bzlj 『 
帳 て AN て ーー 
SS ー】 
人 いり US る やく F 
を 内 5 
を み ざき K き で N 1 
8 各 1 。 
ヽ SS し コ ゴネ ド 
下 尽 AN 季 し 0 ゃ 
【 状 じ トト 肉 づ 先 
に m さ チ 
で ps 
3 きま る の 
3 じ 。 人 区 貞 代 
= で を ちい コピ 
生 舌 疾 こ 寺 や 鉛 
aa へ お ます 
生還 つら 1 店 1 
に コ ロロ 〇 ネ お 全 一 。 し 
円 N さ 8 ふ ども 
に sa きゃ P 欠 
や SR WAN ロ 机 り 
TS1S 
NE SAASIS 
1 ー eS 
デ に 得 
ヽ 1 上 
いい 
i まう 
上 選 
ュー EAINSI 
生ま よる ふせ ミ 昌 
加 | | こ ニ ゃ 
ま 1 ふ 葉 < を 
ーー EK 志和 A 控 医 
変 AK 中 A 志 
到 玉 1 玩 1 中 二 
ご 最 品 造 に ュ っ ギ 


鎌倉 の 暮らし に 学ぶ 。 


ーー ニー 


Profile 


た な か ・ れ いこ ノ 雑誌 
の 編集 を 経て お 菓子 作 
を り の 道 へ 。 カフ ェ な ど 
/ で 経験 を 積ん だ 後 フラ 
ンス 梨子 を 学ぶ 。 2002 
年 に 独立 。 著 害 に 『 お 
菓 子作り の 新 常識 』。 


POINT 


RECIPE #2 


不器用 で も 不慣れ で も 
失敗 し な い お や つ 。 


photo & tex : utsumi Hidaka 


カメ タ ンド 2 リー ム の " ザ ー ト 


e 
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【 作 り 方 】 


ボウ ル で 卵黄 、 砂糖 、 分量 内 の 牛乳 
大 さじ 1 と ふる っ た 粉 類 を 混ぜ る 。 
普 に 残り の 牛乳 と バニ ラビ ピー ンズ を 
入れ て 沸騰 寸前 まで 温め 、1 の ボウ 
ル に 入れ て 混ぜ 合わ せる 。 

再び 綱 に 戻し 、 中 強火 に か け て 泡 立 
て 器 で 混ぜ な が ら 一 気 に 炊 き 上 げ る 。 
と ろ み が つい て も 手 を 止め ず 、 鋼 の 


ょ 


g 


中 心 まで ボコ ポコ 沸騰 する ま て 火 を 
入れ る 。 焦げ な いよ う 注 意 。 

火 を 止め て パタ ー を 加え 混ぜ 、 清潔 
な バッ ト に 移し 、 乾燥 し な いよ う び 
っ ちり ラッ プ を し て 急冷 させ る 。 
冷め た ら バ ニラ の さや を 取り 除き 、 
ボウ ル に 移し て ゴム ペラ で よく 練っ 
て フル ー ツ と 合わ せ て 器 に 盛る 。 
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My Favorite Thi O 活気 し 拉 で も ズ " 仔 で 届 くき で じき 6ww SD6 7 由 り AN 
PP ーー ea き こう る) Ri 袖 問 ぐ * 到 で ぐせ JC し G 上 古人 で ぷ ビン @ JJ" 


in Kamakura 


Q さ で つつ 尽 鍋 地代 SQ Ge 咽 や や し jp 代 っ tp" 


証 |) R 公 年 導 列 つっ 


〈 漠 ③ 泥 くく マキ 〉 。 」 


FR′ 王 お ト 沈 江 G 祭 公 押 愉 さり 人 6 の 
つ で) 加 さ や と w り の" 東 早 全 RNM を ペー 政 
き 失 書 人 る 上 壮 S (くく マキ) 呈 合 提 か 
基 か 類 GWS 堆 還 展 篤 谷 2" りり や 
も 人 の で て た て さこ に よこ に さぶ 
| 円 主 次 ※ 定 人 せ wGQN 2 や SNーX 
ハ 全 0 叶 つ つ 提 閑寺 党 G Kー や ′ 軸 拓 
に 居 で よー リ 0 計 たこ に で いつ ピコ 
本 人 3′ 反 絡 旋 い で て ハ つ 人 で の 星 ざ や コ つ 一 
料 や ロコ つ ー SG*・ 間 GWS 
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File 1 


[ MY FAVORITE THING ] 


鎌倉 の 暮らし に 学ぶ 。 


2 
1 


人 IN で WAAS 
区 上 王 問 党 つ いふ っ A テ 
| 己 上 理夫 る や 2 や 泥 Sen ニー リー" 
ES Gls 境 和 党 S 同 号 宮 科 S 康 記 補 挫 宮 SS 富 
回 さ ロ NN と の 王 翌 握ら の 家人 2 りく @ 
Em つ | 選 剛 四 や 限り Oo 人 RoR wwSNEo 「 キ 謝 じ 
中 2Q 3 く 2N さ AN を 」 SS ローwN 人 SSoN そっ 8 さ 
Hi 員 さか と 人 昌 再 @ 拉 つ "京王 加 無 王 叶 う SS 
信 BLEND #Sayhomeー キ ロ "「 くさ 作 き 時 
を NN KK で ネー スー 弓 さ や き | つや ド St 
Bm KIwG 要 や ぐ " 品 末 RG て ーー と りこ くき さ 
蔵 四則 さや 時 7 駆っ 上 ポキ トー つ RNS AN を 生 幸 ら つ の ト ssS 1 
束 記 G 当 導 特 語る ご 表 到 吉 喘ぐ 用 上 2ses ea( 輸 SNS 還 | …. 
雷 信人 球 宏 く " 呈 や 圭 ヨ ww や と いで 本 
Nm り OopSS ン SS っ" 思 つ 三谷 県 2 # R 3 
や ご 層 癌 的 や 人 氏 失 人 N 衣 
ゃ りゃ さ ン pm ゃ っ Qoo ポ ms で て 活 在 G 玉 直人 Es 
所 人 人 ′ 近 っ 畑 つじ つ wen' Kー ミ ー k 時 1 
す 揚 暴 取 の 人 王 光 や や 拓 久生 まま 計り 5 る 
時 りく NNm 王 4 計 加 や 人 る つ ン ゃ - 同 放 
愉 つ っ" y り や 折 才 い お くね で y 尽 9 1 届 癌 
いこ だ る と すこ の ANCCYOO 旨 間 間 間 間 間 間 WWRRRRRRJJWO00、。。 ぅ ろ = ここ ぷ ぉ 。 ぉ ぁ # EEERENIIIEEEーーーー ビ 
間口 ロ K る や 2 の G 穫 やき ン 弧 全 四 ー 
MaofemSP 8 = rs 時 
ね る 提 世 の 窓 @ 選 つじ ろ o 改 叶 拓 き ョ 人 当 全 
や ロ w7 凌 相 や 展 Q 20 還る チ 。 朗 か N ヽ ロ 提 ご 持 雪 仙 S ポ SOV 装 H 語調 - 
ささ 生態 つい り 下 暫 つ SR 半生 に に 9 よう ドリ お まで と 
還 m で い 縮 ふつ りら or つろ 叶 羽 昌 っ 補 の で | VS 韻 加 きき っ 
2 つ 者 腰 つろ て 6 人 近 ま 符 
的 り AA < た だ りー に を 作 あ だ ルー た こと ツマ こ すこ ロロ 3X 。 
ほほ 村 和 に と IN 
1 E ES 汐 人 な 案 へ G SG 鹿 下 ロ 泊 
まま する 人 ぷ 計 ご ツー つ で る ら 普 G 仁和 人 る つ 
さ 便 時 間 ミ は 昌 本 と Ag 
き 6 ミ や せり トモ っ つっ" 絶 か eG つ や トー 下っ 所 
ま SWSEDp 骨 ポ 全 荻 ン 入っ の 箇 で 穫 人 ちら つい き -m 
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Wh Sianddard 


所 2 で G 失 起 Y ね うつ り 入野 人 泊 
な SS (BHA トマ ー ふ へ) だり 郵 GN 
ANK ペ ホーKJUNSAS 人 SYO 公路 足り 詳 
還 吉 想 選 父 叶 爾 で や 糧 的 生 マ つ ー つ 
他 2 丸 2" る 呈 ふ 占っ 0 で 〈 梁 人 O) 
必 人 SG で ロト で KN ネー スネ ウー 
To - で さく だ ぶよ マー 
や es も" aosnxSop 下 選出 上 台 多 宮中 ご 所 
て 人 牌 "wwG 賠 所 Nm Ao 人 SWQS 介 
っ つめ や で to ( 居 生 季 o)* 
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NM Standdar 


で ペ = ト GS 宮 球 粘 齋 吐 王 く N ヘ ー ド AN 
> 装 父 電 の センツ 客 ヨ SK 一 ミー 
ト り だ - に お 上 - だ そこ いた さ 】 
くさ ツ キー へ か Ne 人 8 へ ぬら ら 
NN や Q 思 Poem りや 守 較 ′ 谷 


ら っ つ ント で QA 史 う っ 補 SS NT ャ A 


ヤー KN 下 の ミーKAS SBKn NN 
で 由 り SN n ュ ーー 喝 介 填 科 で 
ふ ゃ ト 下 現 G 谷 つっ 叙 定 全球 店 守 ち 記 パ 
りや 人 る の で へ ト 送 つ 守 宏昌 補 " 
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吉 や WS トー ホリ P 全 で り で 選 千 ゴ 濁 
尊 反 人 業 全 か 講 語 っ っ h や っ や 会 
さぶ マ で や 半 震 全 接 く * NANA て 5 愛 
舞 生 迷 い 蘭 SS 立 球 IN ト 和 ホ "トート 全 対 
に に と 2 く だ セー どこ いそ コ 
PSQ" NKN つ の 丸 0eG くさ つの 
さ ゃ eS 症 相 っ 中 の 提 で 
己 る モー ジン SQ *  O 汰 各 諸 つゆ 
ネ 語 ロ つ りら 2@ り つつ 史 半 天 GS 症 貴人 る で 邊 
で や っ 2" 


カフ ェ ロン ディ ー ノ と 


BIRD MOUNTAIN 


言 志 る こ 店 


納 
(御成 通り と 小町 通り ) 


横須賀 線 の 線路 を また い : 


ご それ ぞ れ の 通 


だ 


好き な お 店 を 見 つけ て お く 。 どちら 
も よく 満席 に な る が 、 回 転 率 が いい の も 
地元 民 に 愛さ れる 理由 。 


り 6 


タン ト テ ン ポ (華山) 
由比 ヶ 浜 か ら 融 子 海岸 へ 、 海 汽 い を ドラ 


イブ し な が ら 葉 山 まで 足 を 延 ば そう 。 ス 


る は ず 。 


食材 と 出会え : 


お 絵かき 教室 よ だ か の 星 工房 
( 北 鎌倉 
円 党 寺 側 の 線路 沿い の 小道 を 小 人 人 方面 


へ 歩き 、 洞 窟 を くぐっ た と ころ に ある 自 


宅 兼 アト リエ 。 毎年 、 夏 に 鎌倉 で 展覧 会 


を 開催 し て いる 。 


(御成 通り ) 
鐘 倉 駅 か ら 御成 通り を 由比 が 浜 大 通 り へ 


向かい 、 最 初 の 交差 点 の 左 に ある 小さ な 
セレ クト ショ ッ プ 。 洋服 


ご け で な く ア ク 


因 


セ サ リ ー や 小物 も 充実 し て いる 。 
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[ MY FAVORITE THING ] 


鎌倉 の 暮らし に 学ぶ 。 


に 1 ニード - イ っ | 


と ユ o】ー ル イニ ヒコ ニル ン 


ゴン の 


胡 王 結ぶ 電導 中 SS 区 で 公 際 
信 塵 全 ′ 押 を か ン し っ ゃ 基 ン ヨロ 燃 
さら っ で 凌 相 ロコ ンー さわる" 作 四 釘 PG 党 
トル こい いり 放 ー ド よさ いり に さて 
や 媛 也 つ リ ロン SS 忠 居 人 20 や マン 
の 直り SO" 人 ト 系 で へ A 征 箇 個 埋め の 
で で つ 正 生 当 ポ さ SS 2" 反 穫 ちい n 
GSF 詞 車 GOh AN ミーK 公 剤 レレ マン の 
S さ P2" 條 SG 国 呈 汗 湖 SNhs 


品 つつ mn (ホーN で AP 守ら 合う" 
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File 72 


し た 青春 時 代 を 
に っ 


振り 返っ て 思い 出さ れる 


illustration : Taku Bannai 


鎌倉 の 夜 
鎌倉 育ち の 作家 ・ 鈴 木 涼 美 さん 。 
観光 地 と 住宅 街 が 共存 する 歴史 ある 土地 で 


「 住 む 人 」 と し て 過 


| 写 で 時 狐 か 所 *G 論 」 


誠 で" 線 誠 幸い 名 三 
な つい や もせ る 全 演 ふ ロ mn 前 へ 
に 東吉 8 持 GN で マー 千昭 つつ wo 
革 A 守 思 全角 2" 補 の 記入 球 yo つ 


KS の 史 球 交 県 窓 軌 っ 其 林 る ペン だ っ 


に っ ルー: まこ に YY 
ズ 湖 ゃ ミー つ で る っ 補 @ 敬 下 つ 窟 党 邊 
DSvo" 胃 44G 補 時 さ いら Q 拓 せ や で 
叶 す 四 人間 公 際 や や を ロ G 員 G 辿 


で っ 2G 窟 や っ ] 蘭 補 飲 宰 ぶ つ ン " 要 ブ 


ヤー 導い さこ ) よび ここ Y こ 4 
で 再 男 と 三 東 装填 唱 県 じ 全 mA 
mAG テ AN セ SS の のり 幼 全 で @ 宗 舞 人 押 者 全 
ざさ 滞 や ー 宜 写 人 や で ぐつ つろ い 演 うら 請 滴 
福 や 仰い ′ 基 慎 ささ さ 氷上 や つやの 光生 ト 
"を 購 へ 製 定 っ G 埋 丈 式 宮 つ 旭 S@ 送 だ 
館 全 2 つる つ wG 選 で か や ゃ 正 軍団 
人 回 いじ っ o コ い 守 想 坦 斑 G 旭 才 っ 2nG 
人 SO winon 「 垢 お 6 く @ 枯 和 本 」 や 
加代 近代 " 神 玉 ポ マ と ロ 緒 @ ぐ つい S 憶 寺 
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じ わ る な 妹 に な り た い 』 が 好評 発売 中 。 


年 生ま れ 。 慶應 義 項 大 学卒 、 東大 大 学院 
修了 。 日 本 経済 新聞 社 記者 を 経て 作家 デ 
ビュー。 近著 可愛 くっ て ずる くっ て い 


すず き ・ す ずみ / 作 家 、 社会 学者 。 1983 


Profile 


[ MY FAVORITE THING ] 


鎌倉 の 暮らし に 学ぶ 。 


つ 直 介 人 下図 G ゴ や 等 氏 坦 つり 2SS” 瑞 


計 さ で で り 混 で 参 公 畑 (へ 拓 つ " 


演 @ 也 人 5wG 還 和 S 史 興 っ 忠 つ ” 塞 求 WS 
細い あま た と っ: さく と こさ こ すい 
人 競い 人 剛 否 史記 ツン wo" 

で の っ 幻 共 りり G 交 康 人 終 " mG 潜 
OS 所 叶っ 電 統合 症 選 G 押 や 更 さ や ろう 
いた まり づく る の よー シリ 
鹿 性 祭 前 選 さろ ぴー ロ 公 つい 
や と 浅 で さり つ mn いり つ 知人 8 0 0 の つつ 必 狗 
で OR 全 つ 訳 "| 咽 記 人 を 字 全 コン 束 o 
三 っ で 咲 一 泌 っ 部 @ つ い ロ 東 Q ら つ | 国人 
ン 天 人 呈 2 ゴ GK さ 人 め で めで 訟 一 時 2 午 
Sn や KK 遂 僚 つ ) 伯 や 丸 記 区 人 回 苦 
S コ ラン で 人 る 〇 守っ 反 祥 人 SO 交 2 党 人 る で 
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nG 人 深 問 宮 信 球 つい ロ 玲 人 S 泉 筐 
S 補 人 志学 己 党 区 や うー ロ 較 評 @ 牌 
Ap で "を 全角 虹 つ 並 @ 坦 で” 香 
に た だ さび こ が こく 
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内 藤 啓 介 


鎌倉 さん ぽ 


な ん と な く 海 の 近く に 住み 始め て 、 気づけ ば 10 年 。 

"ちん か め " で お な じみ の 写真 家 ・ 内 藤 啓 介さ ん が 

ふら り と 散歩 し て 、 友 人 に 会 っ て 、 ビー ル を 飲ん で 。 
と ある 日 の “鎌倉 ・ ち ん 散歩 " の 空気 と 風景 
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ユーS マ ペー 人 全編 っ 公記 全 則 人 9 


] に こる | た こり: さい: 才 に 補 | 
ーー 


NIRNININE ミ SS 陣 放つ で 注 夫 和仁 G ト ー 
還 し 1) な くく 
回 民 下 還 RS た ポー 宗 党 つり っ 
| 半 陸 人 に の に Yu いと リ 
5 思 語 還 還 いい 生還 > 補い 
Re 紀 軸 鹿 固 爾 量 >」 っ 地 で で の | 人 せ 
KK 馬 拓 寺本 計り て 昌 人 S" 守 
SSES 症 欄 上 や っ し 吸 ニ ゃ ツー ロ 
回 回 夷 請 守 内 間 ご この 器 


な いと う ・ け いす け / 雑 誌 、 広告 ビジ ュ 


アル な ど 幅 広く 活躍 。 雑誌 『smart』 の 連 
載 「 ち ん か め 。 は 22 年 目 。 7 月 3 日 ( 金 ) 一 
15 日 ( 水 )、〈TOKYO CULTUART by BE 


AMS〉 に て 民 ぼ 覧 会 「 ち ん か め presents L 
et's get naked」 開催 予定 。 
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LOLAL VOILES 


by KAMAKURA LOVERS 


/ マ ー 


め 〆 


リカ ・ ヴ ァ ネ ッ サ さん 

モデ ル ・ プ ラン ド プ ロ デ ュ ー サ ー 
29 歳 。 ドイ ツ 生ま れ 、 藤沢 育ち 、 
葉山 在住 。 モデ ル や プラ ンド プロ 
デュ ー サ ー と し て 活動 し て いる 。 
5 歳 の 男の子 の 母 。 旅 と 古着 、 音 
楽 を 愛し て や まな い 。 葉山 一 茅 ヶ 
崎 辺 り に 出没 中 。 


須田 純子 さん 
⑩00LLAHRA) 主宰 


す だ ・ じ ゅ ん こ / 鎌 倉 ・ 表 子 を 拠 
点 に 花 に まつ わる 仕事 を し て いる 。 
コン セプト は NATURE IS WOND 
ERFULI 植物 本 来 の あり の まま 

の 美 し さ を 生か し て 、 手 を 加え る 

の は 最小 限 に 。 2 児 の 母 。 


ロー カル 視点 で 鎌倉 の 良さ を ピッ クア 


5 


鎌倉 に ゆか り の ある 10 名 の 女性 に 、 様 々 な テー マ で 鎌倉 の 素敵 ポイ ント を アン ケー ト 取 材 。 
ロー カル な ら で は の 情報 に 、 鎌 倉 の 意外 な 一 面 が 見 えて くる 。 


日 谷 瞳 さ ん 
繍 作家 

うす た に ・ ひ と み / 葉 山 出身 。 策 
色 作家 の 母 の 下 で 修業 し 、 自 ら も 
素材 と 手 仕 事 の 世界 へ 。 計 と 糸 に 
よる 刺し 子 の よう な 文字 刺繍 や 、 
アン ティ ー ク リネ ン な ど を 使用 し 
た 作品 作り を し て いる 。 


黒田 慶子 さん 
会 社員 


くろ だ ・ け いこ / 宮 子 出身 。 鎌倉 
市 の 小 中 高 に 通う 。 大 学卒 業 後 は 
出版 社 に 入社 。 ファ ッ シ ョ ン ・ ビ 
ュー ティ の 媒体 で 営業 を 約 10 年 担 
当 。 2014 年 か ら は IT 企業 で 映像 配 
信 事 業 に 携わる 。 2 児 の 母 。 


平川 景 都 さん 


セル フ ア ウ ェ ア ネ ス ・ テ ィ ー チ ャ ー 


ひら か わ ・ け いと 鎌倉 出身 。 大 
学 時 代 を ハワイ と LA で 過ごす 。 高 
校 か ら 始め た ヒー リン グ の 勉強 を 
深め 、 セ ルフ アウ ェ ア ネ ス ・ テ ィ 
ー チ ャ ー と し て 自分 と の 向き 合い 
方 と 女性 性 の 歓 智 を 伝え る 。 


吾 郷 旅 生 さん 
写真 家 ・ 
(パラ ダイ ス アレ イ 
プレ ッ ド & カ ン パ ニー) スタ ッ フ 


あご う ・ り ょ お / 神 奈川 県 育ち 。 

13 歳 か ら 15 歳 まで ハワイ 島 で 過 ご 
す 。 言葉 の 壁 に 悩ん で いた 時 、 写 
真 に 出会い 、 し ゃ べら な く て も 自 
分 を 表現 で きる こと に 感動 し 、 カ 
メラ を 始め る 。1 年 前 に 鎌倉 に 移住 。 


百 木 静 音 さん 


レシ ビデ ベロ ッ パ ー 


も も き ・ し ず ね / ノ 鎌倉 生ま れ 。 大 
学 で ハワイ 鳥 ・ ヒ ロ に 住ん だ こと 


スイ ー ツ プラ ンド (GUGGA) を 展 
開 し て いる 。 


関 れ いみ さん 
(&her) 主宰 
せき ・ れ いみ / ア バレ ル 企 業 に 約 
10 年 勤務 し た の ち 独立 。 2017 年 レ 
ディ ー ス プラ ンド (&her) を 立ち 
上 げ 。 2020 年 3 月 、 篤子 に ショ ッ 
プ 上 ア トリ エ を オー プン 。 2 歳 と 6 
歳 の 男児 の 母 。 亜子 在住 歴 7 年 。 


大 谷 和 希 さん 

(PHILLO〉 デザ イナ ー 

・ わ き / 江 子 在住 。 オー 
クコ ッ ト ン な ど 自 然 に 運 る 
素材 や 国内 生産 に っ た オリ 
ジ ナ ルウ ェ ア を メイ ン に 、 自 然 と 
柚 和 し た ライ フス タイ ルプ ラン ド 
を 2019 年 に スタ ー ト 。 


ルー シー 恩田 さん 

アン ティ ー ク ディ ー ラ ー 
る ー レ ー・ お ん だ / 葉 山 出身 。 イ 
ギリ ス ア ンティー ク の 買い 付け と 
販売 を し な が ら 、 ア ロマ セラ ビス 
ト の 知識 を 活か し 、 野菜 や ハー ブ 
を 使っ た 料理 教室 を 逗子 で 開催 。 
使う 食器 は も ちろ ん アン ティ ー ク 。 


ilusration : Manako Kuroneko tex:Kei Kimura (Po-Green) coordinstion : Yukie Mori (BRISA). Reina Shirasaka 
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(パラ ダイ ス 4 プレ ッ ド & カ ン バ ニ ー 
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0.1 


Sudss Comment 


シェ フ の こだわ り が 
光る サン ドイ ッ チ 


っ 
(Lavie) の 
自家 製 パ ン の サン ドイ ッ チ 


若宮 大 路 近 く の 住宅 街 に ひっ そり と 件 む 
フレ ンチ レス トラ ン 。 自家 製 カン パー ニ 
ュ に 生 ハム 、 野菜 を は さん だ サン ドイ ッ 
チ は 食材 の 味 を 存 分 に 味わえ る 。 テイ ク 
アウ ト は 特製 スー プ 付 き 。 


0.2 


Ago's Comment 


好き な こと に 情熱 を 
燃やし て いる 姿 に 拡 か れる 


アコ 」 電 


と (人 北 処 商 店 ) の 
勝見 淳平 ん 


自家 製 天 然 酵母 パン 屋 く パラ ダイ ス ア 
レイ )〉 の 店 主 、 勝見 淳平 さん 。 いつ も 静 
か に 情熱 を 燃やす 勝見 さん と 話す と 、 不 
安 に 思っ て いた こと が いつ の 間 に か 解消 
され る 、 デ トッ クス 効果 が ある の だ と か 。 


テイ クア ウト で 味わい た い 
あの 店 の あの 味 っ て ? 


《 か か ん ) の 
麻 波 豆腐 


本 格 四川 麻 朱 豆 愉 が 楽し め る お 店 。 一 ! 
食べ た ら 忘 れ ら れ な い 、 後 引く 辛 さ に リ 
ビー ター 多数 。 テイ クア ウト は 持参 し た 
容器 に 入れ て くれ る の で エコ 的 に も 〇 。 
自宅 で 作れ る 麻 要 豆腐 の 素 も 販売 中 。 


お うち で も お 店 と 同じ 
本 格 麻 婆 豆腐 が 楽し め る 


Momoki's Comment 


Kuroda's Cemment 


好き な ケー キ を 買え た 時 は 
帰り 道 も ハッ ピー! 


デン ポン ター タネ アー ルード 


(POMPON CAKES BLVD.〉 の 
レモ ンチ ー ズ バイ 


元々 は 鎌倉 市 内 で ケー キ の 移動 販売 を し 
て いた 洋菓子 店 。 神出鬼没 な ケー キ 屋 と 
し て 口コミ で 評判 が 広まり 、 2015 年 より 
市 内 に お 店 を 構え た 。 酸味 と 程よい 甘 さ 
が 人 気 の レ モン チー ズバ パイ が 名 物 。 


Other Recommend 
(パラ ダイ ス アレ イ )〉 の 炭 入 り パ ン (リカ ) (一 花屋 ) の 一 花屋 井 当 (日 谷 ) (ENOTECA RONDINO〉 の ワイ ン ぁ 各種 江平 川 ) 和菓子 屋 は な ) の 太 巻 き (ルー シー) 


会 える 日 が 待ち 遠 し い 
鎌倉 の 名 物 店 主 た ち は ? 


ピール ア ラス を ャ リー 


(VANAVASA BEER + GALLERY ) の 


井伊 乃 士 さん 


クラ フト ピール の 量り 売り % ギ ャ ラリ ー 
と いう ユニ ー ク な お 店 を 営む 井伊 乃 十 
(だ いし ) さん 。 サー フィ ン や スケ ー ト ボ 
ー ド な ど が 趣味 で 、 リ ラッ クス し た 自然 


体 な キャ ラク ター で ロー カル に 愛さ れる 。 


リラ ックス 感 と 抜群 の 
セン ス を 持つ 鎌倉 らし い 人 


Suds's Comment 


Rikss omment 


いつ も 周り が に ぎ や か な 
みん な の ムー ド メ ー カ ー 


(オイ チイ チ ) の 
チュ ン さ ん 


食堂 ・ パ ー( オ イチ イチ ) を 営む 瀬木 暁 
(さと る ) さん 、 い く よ さ ん 夫妻 は 人 気 者 。 
特に バー タイ ム を 担当 し て いる 暁 さん は 
"チュ ン さ ん " の 愛称 で 親しま れ 、 彼 の 人 
柄 に 惚れ 込ん だ 人 が 足 繁く 通う 。 


ステ イボ 
お いし いも の を 食べ て 過ごし た い 
自宅 で 楽し め る 人 気 店 の メニ ュー を 紹介 
今 は テイ クア ウト で 楽し も う ! 


店 の 雰囲気 は オ 
料理 も 抜 培 だ けど 、 ま ず 会 い に 行き た く な る 
そん な 地元 民 に 愛さ れ て いる 
名 物 店 主 た ち が 鎌倉 に は た くさ ん 


ム の 時 間 で も 、 


(ミル コー ヒー& ス タン ド ) の 
カフ ェ ラ テ 
地元 民 の 悪い の 場 と し て 親しま れ て いる 
お 店 。 コー ヒー 豆 の * 豊富 で 、 自 家 
製 スイ ー ツ は どれ も 絶品 ! 鏡 廊 で も こ 
この カフ ェ ラ テ は 別格 と 評判 。 べつ ば ら 

ドー ナツ は 好 供 た ち に も 大 人 気 。 


海 か ら 近 い の で コー ヒー 
片手 に 海岸 散歩 が お すす め 


Suds'* Comment 


ナー の 個性 か 8 
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(SH00BED00DA) の 
の りさ ん 


由比 浜 大 通 沿い の 一 角 で ビス トロ を 
経営 する 高橋 規 仁 (の り ひ と ) さん 、 伊 
津 香 (いつ か ) さん 夫妻 。 常連 に “の りさ 
ん " と 呼ば れる 、 規 仁 さん が 淡々 と 料理 
を する 次 を 見 て いる だ け で 癒さ れる 。 


シャ イ だ けど 、 真 面目 に 
料理 に 向き 合う 姿 が 素敵 


Seki's Comment 


ロー カル 女子 が 選ぶ 
鎌倉 の ベス トシ ー ズ ン は ? 


0.3 


毎年 多く の 人 で に ぎわ う 鎌 倉 の 夏 。 若干 
の カオ ス 感 は ある けれ ど 、 様々 な エネ ル 
ギー が 交錯 し て 、 鎌倉 が 一 年 で 一 番 エ ネ 


Lucy's Comment 


Hirakawa's Comment 


海 の 街 が き 
すわ 5 月 の 鎌倉 は と に か く 


ル ギ ッ シュ な 時 季 。 太陽 で キラ キラ く する の は や っ ぱり 夏 ! 
海 は や っ ぱり 魅力 的 。 1 U y 4 風 と 光 が 気 持ち いい ! 
Usutanl's Comment 儀 倉 と いえ ば "あじ さい " で す が 、 人 で 
に ぎわ う 時 季 を 避け た 、 4 月 、 5 月 の 新緑 
近づく 冬 の 有 雰囲気 、 の 季節 を お すす めす る 声 が 多数 。 気 持ち 


少し 寒い 海 も また 良し いい 海風 が 吹く 海岸 を 散歩 し た り 、 段 高 


(だ ん か ずら ) の 夜桜 も この 時 季 楽 し め る 。 


20% 


初 奄 


3 


春 と 初夏 に 続い て 人 気 だ っ た の が 、 秋 。 
カラ ッ と 気持 ちの 良い 空気 感 と いっ た 意 
見 の ほか に 、 鎌 倉 と 山 の 匂 い が 漂っ て く 
る 季節 と いっ た ロー カル な ら で は の 意見 
も 。 紅葉 が きれ いな スポ ッ ト も 多い 。 


地元 民 だ か ら こ そ 知 っ て いる 
e 鎌倉 女子 の 好き な 風景 と は ? 


Suds's Comment 


砂浜 で 漁師 さん が 千 す 
ワカ メ は 新春 の 風物 詩 


海岸 に 天 日 干 し され た ワカ メ 


ロー カル だ か ら こ そ 知っ て いる 鎌倉 らし い 風 景 の ひと つが 、 


2 月 に な る と 海岸 を 埋め 尽く す ワ カメ の 天 日 干 し 。 鎌倉 滴 
で 収穫 され た ワカ メ は 、 売 り 場 に 並ぶ と すぐ に 無く な っ て 
し まう ほど の 人 気 。 目 と 舌 で 味わえ る 風物 詩 。 


Kureda's Comment 


鎌倉 住民 の 楽し み 
段 葛 の 夜桜 


段 葛 の 桜 並木 
玉岡 人 幅 宮 へ と 続く 参道 の 中 央 、 車 道 より 一 段 高く な っ た 


道 が 段 葛 と 呼ば れる 。 段 墓 の 両側 に は 梓 が 植え られ て いて 、 


桜の 名 所 と し て 春 に は 多く の 人 で に ぎわ う 。 人 通り が 落ち 
着い た 夜 に 、 この 桜 並 木 を 歩け る の は ロー カル な ら で は 。 


Other Recommend 


TELP: Eomment 


梅坪 の あじ さい は 
や っ ぱり 外せ ませ ん 


今や 鎌倉 の 代名詞 と な っ て いる 梅雨 の 時 
季 の あじ さい 。 や っ ぱり 良い も の は 良い 
と いう こと で 初夏 の シー ズン も 多く の 具 
を 獲得 。 真夏 の 海水 浴 客 で に ぎわ う 前 に 
ゆっ くり 鎌 廊 を 味わい た い 。 


し ゃ れ な 街並み と 自然 が マッ チ し て 
の 風 知 を 生み 出し て いる 鎌倉 
し か 見 る こと が で き な い 


風景 の 中 か ら 鎌倉 らし い 夫 面 を 紹介 


Ao Comment 


由比 ヶ 浜 を 見 渡せ る 
衣 張 山 の 山頂 


PE 


衣 張 山 山 項 か ら の 眺め 


衣 張 山 は 鎌倉 市 街 の 南東 部 に 位置 する 標高 121 メ ー ト ル の 
小高 い 山 。 ハ イキ ング コー ス に な っ て いて 、 姜 廊 市 民 に 親 
し まれ て いる 。 山頂 か ら は 鎌倉 の 街 と 由比 ヶ 浜 が 一 望 で き 、 


購 れ て いる と 富士 山 も 間近 に 見 られ る 絶景 ポイ ント 。 


逗子 か ら 材木 座 に 抜け る トン ネル か ら 見 える 景色 (日 谷 )/ 朝 の レン バイ (ルー シー)/ タ 焼け に 委 ま る 鎌倉 駅 前 ( 百 木 ) / 134 号 線 沿い の 景色 ( 関 )/ 八 幡 様 か ら ま っ すぐ 海 まで 続く 路 (大 谷 ) 


048 


鎌倉 の 暮らし に 学ぶ 。 
[ LOCAL VOICES 1 


報国 寺 の 竹林 


鬱蒼 と 生い茂る 性 か ら パ ワー を 感じ る 。 
訪れ た カッ プル は 結ば れる と の 噂 が あり 、 
近年 人 気 の 高 まっ て いる スポ ッ ト 。「 南 
の 日 の 濡れ た 竹林 も 美しい 」 (須田 ) 


清水 湯 ( 材 森 座 ) 


番台 の ある 音 な が ら の 銭湯 。 浴場 は 天井 
が 高く 開放 感 の ある 造り 。 ぴっ くり する 
ほど 熱い お 潟 な の で 注意 。 "私 の 疲労 回 
復 パ ワー スポ ッ ト で す 」 (ルー シー) 


Other Recommend 


0.5 


デー トス ポッ ト は 
どこ が いい 3? 
カッ プル で 訪れ た い 街 と し て も 人 気 


数 あ トス ポッ ト の 中 か ら . 
魚 倉 婦 子 が お すす め を ピッ クア ッ ズ 


Kurods's Comment 


っ 子ども の 頃 か ら 親 し ん だ 


一 条 恵 観山 荘 (大 谷 )/ 鐘 倉 


0htani's Comment 


訪れ た ら 、 


良い 気 の 流 れる 場所 


銭 洗 弁財天 
宇賀 福神 社 


言わ ず と 知れ た パワ ー ス ポッ 
ト 。 その 名 の 通り 、 境 内 に あ 
る 清水 で お 金 を 洗う と 倍 に な 
っ て 返っ て くる と 伝え られ て 
いる 。 ひん や り と し た 空気 か 
ら も 気 の 良 さ が 伝わっ て くる 。 


こ で 結婚 式 を 


挙げ たく な っ ちゃ う は ず 


古 我 邸 


100 年 の 歴史 を 持つ 洋館 を 利 
用 し た フレ ンチ レス トラ ン 。 
カフ ェ 利 用 や 挙式 に も 使う こ 
と が で き 、 シ ッ ク な 倍 ま い が . 
人 気 。 鎌倉 で 大 人 な デー ト を 
する な ら コ コ ! 


0.5 


行く べき 


パワ ー ス ポッ ト っ て ? 


歴史 ある 街 に は パワ ー ス ボッ ト が 点 在 


地元 民 が 選ん だ 場所 な ら 
その 信 悪 性 も 高い か も !? 


【 々 ある ハイ キン グ ト レイ ル (平川 )/ 鎌 廊 山 ( 関 )/〈PARADISE ALLEY〉 ( 百 木 ) 


材木 座 海岸 


由比 ヶ 浜 と 比べ る と ロー カル な 雰囲気 の 
材木 座 は ゆっ た り と 過ごせ る 。 材木 座 
ビー チ は 美しく て 穏やか 。 鎌倉 散策 デー 
ト に も お すす め 」 (リカ ) 


源氏 山 ハ イキ ング コー ス 
桜の 名 所 と し て 音 か ら 知ら れる 源氏 山 公 
園 。 30 分 ほど で 回 れる ハイ キン グ コ ー ス 
は デー ト に ちょ うど いい 。 「 源 氏 山 か ら 
見 る 鐘 倉 の 海馬 動 的 で す 」 ( 百 木 ) 


Other Recommend 江ノ電 で 鎌倉 散策 (ルー シー)/<le milieu 鐘 倉山 ) ( 関 )/ く UNIVIBE) ( 香 郷 )/ 裏 大 仏 ハイ キン グ コ ー ス ( 百 木 )/〈VERVE COFFEE) (平川 


鎌倉 えび す 


商売 繁盛 の ご 利益 の ある 本 覚寺 
と 1 月 10 日 に 行わ れる イベ ント 。 
し い 衣装 を 着 た 福 娘 が 出迎え て くれ る 。 
「 毎 年 お 正月 に 訪れ ます 」 (大 合 ) 


光明 寺 の お 十 夜 


持 年 10 月 12 日 か ら 15 日 まで 行わ れる 光 
明寺 の 十 夜 法要 。 "お 十 夜 "と し て 親しま 
れ 、 屋台 が 並ぶ 参道 は 人 で に ぎわ う 。『 光 
明寺 の お 十 夜 は 外せ ませ ん 」 (須田 ) 


Lucy'* Comment 


0.7 


lrFYo 人 0 鎌倉 イベ ント の 
バラ まつ り 

に お すす め は ? 
鎌倉 に ゆか り の ある 文学 者 の 

展示 を 行う 施設 。 バラ 園 で は 、 の 
全 倉 ゆか り の 名 前 が 付い た バ 一 年 を 通し て イベ ント が 目白 押し の 弥 訪 
ラ な ど 200 種 を 見 る こと が で 人 で に ぎわ う 夏 を 避け た 時 研 の 
き 、 春 の バラ まつ り は 、 桜 や イベ ント が 鎌倉 女子 に は 人 気 
あじ さい と 並ぶ 人 気 。 


Other Recommend KAMAKULA SHOW ( 理 委 ) 鶴岡 修 宮 で 偶然 出逢え る 結婚 式 (黒田 )/ 劉 花火 大 会 ( 百 木 )/ 光 明寺 の 観 本 ( 田 ) 


0.9 


最近 鎌倉 で 買っ て 
か っ た アイ テム は 何 ? 


こ 最 近 鎌倉 の ショ ッ プ で 購入 し た 
アイ テム の 中 か ら 、 
お すす め の 一 品 を 紹介 。 


良 
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アタ 2Y を 


「AYAKAWASAKI」 の 
ハン ド メ イ ド リン グ 
鍵 倉 に アト リエ を 持つ アー ティ スト 、 河 
崎 末 夏 さん の プラ ンド 。 手 作 業 で 作ら れ 
る 芋 小 物 や 指輪 な どの 数 々 は 鎌倉 だ け で 
な く 、 全 国 に ファ ン を 持つ 。 


の 
ー 


すべ て 一 点 も の の 
ハン ド メ イ ド リン グ 


Rika's Comment 


Kuroda's Comment 


息子 が 選ん だ お 花 で 
作っ た ブー ケ 


アッ タフ ラウ ー ス メタ ンド 


(CHIC FLOWERSTAND) の 
アレ ンジ メン ト プ ブー ケ 


2019 年 に オー プン し た 鐘 倉 駅 近く の フラ 
ワー ショ ッ プ 。 お 客 さ ん の イメ ー ジ を 浪 
み 取 りな が ら 作り 上 げ て くれ る ブー ケ は 
名 倉 女子 に 評判 。 


パタ ゴ ニ ア 」 の 
エー ニ マツ だ たこ ゆ / 
アウ トド アプ ラン ド 「 パ タゴ ニア 」 の 日 
本 国内 2 店 舗 目 が 鐘 倉 店 。 水はけ の 良い 
メッ シュ 裏地 の バギー ショ ー ツ は 海 が 近 
い 鎌 倉 の 街 と も 相性 が いい 。 


毎年 夏 の 定番 
ウォ ー ム や で ず ! 


Lucy's Comment 


0.3 


Ohtani's Comment 


毎日 の メデ ィ テ ーション で 
気持 ち を 整え る 


鎌倉 女子 の 多く が 生活 に 取り 入れ て いる の が メデ ィ テ ー シ 
ョ ン ( 忠 )。 在宅 時 間 の 長い こん な と きだ か ら こ そ メ ディ 
テー ショ ン を する 時 間 を 作っ て 、 ス トレ ス 軽 減 、 心 の スト 
レッ チ を する の も いい か も 。 


Kuroda's Comment 


バル コニー を カス タム . 
過ごし や すい 空間 に 


が 付い た 家 に 住む 人 も 多い 鎌倉 。 少し で も 在宅 
時 間 を 心地 よく 過ごせ る よう に 、 黒 田 さ ん は パルコ 
テー ブル & チ ェ ア 、 観 葉 値 物 な ど を 置い て リラ ックス スペ 
ー ス と し て カス タム 、 有効 活用 を 始め た 。 


2 ャ クラ トッ ーー 


「KAMAKURAT0-G0!」 


鎌倉 地域 で モイ クア ウト を し て くれ る お 店 を まとめ た Web 
サイ ト 。 テイ クア ウト で きる メニ ュー も 掲載 し て いる の で 
便利 。 地域 の お 店 の デリ バリ ー な ど を この 機会 に 利用 し 
た いと 思っ て いま す 」 (大 谷 ) 


2 


「BRISA」 


湘南 の ライ フス タイ ル を フィ ー チ ャ ー し た オン ライ ンマ ガ 
ジン 。 鎌倉 ロー カル の 方 が 多く 掲載 され て いる の で 、 会え 
な い 期 間 は 記事 を 読ん で 会 っ た 気分 に 。「 い ろ ん な 女性 の 
暮らし が 垣間見 えて 面白 いで す 」 (平川 ) 


「 白 ご は ん .com」 


手軽 に 作れ る 定番 ご は ん ・ お か ず の 作り 方 を 紹介 し て いる 
Web サ イト 。 レシ ピ を まとめ た サイ ト は 自宅 で の 食事 が 多 
く な っ て いる 今 、 重 宝 され て いる 。 "掲載 され て いる レシ ピ 
は 何 を 作っ て も お いし いで す 」 ( 関 ) 


STAY HO0ME 中 に 、 
鎌倉 女子 は どう 過ごす ? 


Usutani's temment 


興味 の あっ た 発酵 食品 
作り に チャ レン ジ 


今 まで 興味 が あっ た けれ ど 、 時 間 が な く て で き な か っ : 
と を 始め て みる 人 も 。 日 谷 さん は 興味 の あっ た 発酵 食 
チャ レン ジ 。 コン プチ ャ や バラ ダイ ス 酵 母 を 使っ た パン を 
焼く な ど 自 宅 時 間 を 楽し ん で いる 。 


Seki's Comment 


庭 の 草 を 抜い て 、 
苗 を 植え まし た ! 


自然 が 近く に ある 土地 柄 も あり 、 自 給 自足 な どの 考え に も 
柔軟 な 鎌倉 。 外出 自 族 で で きた 時 間 を 使っ て 、 ロー カル の 
販売 所 で 苗 を 買っ て き て 家庭 菜園 を 始め る 人 も 。 収穫 の 時 
期 が 今 か ら 待ち 知 し い 。 


Column 
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外 だ け で な く 家 の 中 で も 楽し く 
日 々 の 暮らし の 中 で 工夫 を し な が ら 、 
今 で きる こと を 満喫 し て いる 
媒 倉 女子 た ちの STAY HOME な 日 常 


Hirakaws's Lomment 


海 治 い の 散 歩 は 
毎日 の 日 課 で す 


自宅 の すぐ 近く で 自然 に 熊 れ ら れる の が 鎌倉 の 良い と ころ 。 
遠出 を し な く て も 、 近所 の 海岸 を 散歩 し た り 、 山 の 如 を 見 
る こと で 自宅 時 間 の スト レス 解消 を し て いる 人 も 多く いる 。 


Memoki's Comment 


最近 は 寝る 前 に 食べ る 
お や つ 作り に 夢中 


自宅 に いる 時 間 が 長く な っ た こと で 、 家 で 料理 を 作っ て 楽 
し む 人 も 多く な っ て いる 。 鎌倉 に は レン バイ と 呼ば れる 農 
作物 の 直売 所 も あり 、 お いし い 食材 が 手軽 に 買え る と いう 
と ころ も 家庭 で の 料理 を 楽し め ゆる ポイ ント 。 


STAY HOME で 活用 中 ! 
鎌倉 女子 が お すす めす る 
Web サ イト 3 選 


家 に いる 時 間 の 長い STAY HOME の 間 に 
重宝 する の が 情報 サイ ト 
今 だ か ら こ そ 役 立つ も の を 
ピッ クア ッ プ し て も ら っ た , 
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キマ 帽 葉 Sr 


古 汗 rr 症 弄 8 と wwG き の 騰 き 環 藤 /W 間 人 せ ( 枚 若 ら 沙 ま で 問 


。 吐 Ww 避 き H 士 > YU 寸 > 
wavmbEE「 き 右 千 」 の tyo 吉 き は % 科 mt 中 き 計 
。 は で 引当 笛 は ら 詩 黄 剖 放 ゆき へ O 出 画 着 短 S(( 
ざ 潤 (rt 下痢 せ v 放 甘い さき 水 思 8 豆 


Navigator 


ハナ エ 


名 倉 の 暮らし に あこ が れ 、 古 民家 を リノ ベー 
ショ ン し た 理想 の アパ ー ト を 見 つけ 移住 。 剖 
味 は 新店 開拓 。 そこ で 出会っ た 人 か ら ま た 新 
た な ホッ トス ポッ ト を 聞き 出し 、 日 々 巡る 。 


ハナ ユ 


鎌倉 生ま れ の 鎌倉 育ち 。 就職 の た め 一 度 鎌倉 
を 難 れ る も 、 古都 な ら で は の 落ち 着い た ムー 
ド や 、 暮 らし の リズ ム が 恋し く な り 、 再 び 鎌 
倉 へ 戻り ひと り 暮 らし を 始め て 数 年 経つ 。 


ノ 


に 
ノン 


。 と シル 選 党 Orok( 


> 首 光 v 放 者 へ O ざ 党 


培 つ っ 悪 生じ 
や 丈 婦 を 公 けり " 


< トロ 竣 無 GA ミコ っ 8 を 
いせ 疾 無 K” 時 求 庄や お 7 
粒 ぐ し レ っ we くり 0 し じ め 尺 る や 侍 っ 
いで いさ MO に 
避 玉 電電 牙 ロ 編 弄 tQ 學 介 福 けれ 
@J 代償 提 忌 搬 と ざっ 心 公 

< ミト 灯 交 恨 G 医 如 誠 杉 判 商 せ 
据 側 G コ 悪 G せ し せ 1G 囲 億 " 己 
EBI に EEYS い 3 こと いよ 
必 舞 画 つ "反共 G 父 させ 朝 
ロ 肢 で で じ っ 選 飲め や RW お さ つ じ " 
よ XA つ き ー 

<+ 角 ロ 覆 幅 人馬 財 選 人 代 cm 
郊 く 6 四 門 過 咽 中 や K 当 問 
ロ い うじ 「 骨 思 ロ 8 半 セ 」 ざ 前 人 
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EE た さく | さり 上 に さい 
SK 宮 堅田 瑞 所 政 側 つ し KKG 
虹 民 駅 むり st@ 了 を 出入 ロ っ っ 
ト - 。 『 よさ いい こ と で 
mecomwEp commENr ト ^ デ い バ ] AS に 3 
に と 半 坦 人 橋 公 直 田 収 じ 必 0” HG 
骸 際 杏 を 公太 赤 表 ” 了 K 凍 舞 科 で 


た そい 馬 6 つ っ 加 思 図 G 折 の 三 と し" 
人 人 導 リフト プ PCR SI いさ 
に 症 | 公証 0 人 N6re.6 

寺 MM <+ ト H 押 夏 め っ っ "リリ 皿 


晶 虫 郊 当 レ トト ー 詞 邊 由記 
ee や や 衣 届 本 0SRSW ン GS 
選 剖 を 貞 也 で 忌 WW4nwete? 交 鬼 G 角 
恒川 搬 選 加 ① 十 中 | 挟 剖 せ 田 抑 せ つ 7 
剖 記 WW ロ せ 6 の 8 っ 暗 医 一 


、 創 軒 当 時 の 事情 も 不明 な 部 分 が 
ステ リア ス な 大 仏 。 運 遼 と いう 鎌倉 
いる 。 育 中 が 丸く 、 償い て い 


時 代 初 期 の 仏師 と そ 


か ら の 影響 を 併せ 持ち 、 鍵 倉 時 代 ら し い 仏 
号 真 : 河 信雄 / アフ ロ 


集 と いわ 


ら な る 農 派 の 作風 と 、 宋代 中 国 の 仏師 た 


観光 名 所 と し て 有名 だ が 、 


まあ し に さい る 4、 和 あま さる 、 コ - そ か ド コン 


Es0 -Z50 95ed 


鎌 人 時 代 の 風情 を 感じ る こと が で きる 古寺 、 
党 園 寺 。 静か で 緑 深い 内 に 入る と 、 自然 
と 厳か な 気持 ち に 。 本 堂 の 薬師 堂 に 祀 られ 

る の は 業 師 三 尊 汗 像 と 呼ば れる 3 体 の 仏 様 。 
中 央 が 本 尊 の 薬師 如来 、 有 が 日 光 若 薩 、 左 

が 月 光 若 薩 。 怪我 や 病気 を 乗り 越え る た め 

の 癒し の 力 を 昼夜 問わ ず に あたえ る と いわ 

れる 、 鎌 倉 を 代表 する 名 仏 の 一 つ 。 


衡 
を 
修 
し 
い 
表 
箕 
み 
管 
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守 
る 


エ NaWwo っ ロ NaWWO つ っ コ ョ 


大 船 観音 寺 
( 大船 ) 


ふっ くら し た 顔立ち と 優し い 往 笑み を 浮か 

べた 表情 が 印象 的 な 臼 衣 (びゃく え ) 観音 。 
地層 が 弱い こと か ら 立 像 建立 が で きず 、 学 

像 も 検討 され た が 、 最終 的 に 胸像 と な っ た 。 
も し 立像 で あれ ば 奈良 ・ 東 大 寺 の 大 仏 の 2 

倍 も の 高 さ に な っ て いた と いう 。 胸 か ら 下 

は 左手 に 蓮 の 花 を 持ち 、 右手 は 五 指 を 伸 ば 
し 、 蓮華 台 で 注 し て いる と いわ れる 。 


DATA 生 師 尚 は ツア ー 形 式 で 案内 。 ⑨ 神 
奈川 県 鐘 廊 市 二 障 堂 421 谷 0467-22-1195 
①10:00、11:00、12:00 ( 計 日 祝 の み )、13: 
00、14:00、15:00 ※ 落 天 日 、4 月 27 日 、8 月 
1 日 て 31 日 、 12 月 20 日 1 月 7 日 は 拝観 休 
止 。 入山 科 は 大 人 500 円 、 小 ・ 中 学生 200 円 。 


DATA 琴 国 観音 を 建立 する た め 1929 年 か 
ら 築 造 、 約 30 年 を 費やし て 大 船 観音 が 完成 。 
災 除 病 の 仏 と し て 子宝 、 安産 、 子供 の 無 
病 候 災 の ご 利益 が ある 。 @ 神 奈川 県 氏 食 市 
岡本 1-5-3 全 0467-43-1561 Q①⑩9:00 一 
16:50 (11 月 て 1 月 は て 16:20) 


開い ほ き 


ーー 入っ き 泊 ] 


+Mawwo っ Mao っ aa 


( 北 鎌倉 ) 


本 尊 で ある 宝冠 駅 聞 如 来 は 堂 外 か ら も 見 え 
る ほど 大 きく 、 辺 り を 圧する よう な 感 風 を 
感じ させ る 。 通 形 の 釈 迎 仏 と は 異な り 、 髪 
を 頭上 で 大 きく 結び 、 な 宝冠 と 胸 飾 り 
を まとっ て いる 。 華厳 経 の 世界 を 説く 次 か 
ら 、 華厳 の 膚 穫 那 仏 (る し ゃ な ぶつ ) と も 
いわ れ て いる 。 頭 部 の み 鎌 倉 時 代 の 作品 で 、 
月 体 は 焼失 し た た め 江 戸 初期 に 補 造 され た 。 


入 田 加登 の \ 衝 湯 


の さき へ させ 甘 呈 茂 | 


恋愛 成就 の お 寺 と し て 人 気 で 、 鎌 倉 を 代表 
する パワ ー ス ポッ ト 。 成就 院 の 本 尊 不動 明 
王 は "縁結び の 不動 明王 " と も 呼ば れ 、 恋 
要 だ け で な く 、 仕事 の 緑 も 結ん で くれ る と 
いわ れる 。 厳し い 顔 や 次 を し た 不動 明王 が 、 
縁結び の パワ ー ス ポッ ト と な っ た の は 剣 を 
持っ て いる 右手 の 肘 の 形 が 、 恋人 と 腕 を 組 
むと き と 人 て いる こと か ら な の だ と か 。 


は うな トコ 


+Nawwo っ GNaw WO っ コ a 


に わ ぶ オ 1- ト 、1 


DATA 伏見 上 皇 か ら 贈 られ た 「 円 覚 興 聖 
禅 寺 」 の 燥 を 飾っ た 山門 、 仏典 の 天井 に 描 
か れ た 白 障 図 、 鎌 倉 唯一 の 国宝 建造 物 の 舎 
利 殿 や 洪 鐘 ( お お が ね ) な ど 見 所 満載 。 神 
奈川 県 鎌倉 市 山ノ内 409 な 0457-22-0478 
Q⑯8:00 一 16:30 (12 月 2 月 は て 16:00) 


DATA 類 悩 の 数 と 同じ 108 の 階段 を 上 っ 
た 山頂 か ら は 、 由比 ヶ 浜 を 一 望 で きる 。 境 
内 に は 不動 明王 の 御 分 身 、 子安 地蔵 ・ 子 生 
み 石 な ど が 安置 。 @ 神 奈川 県 鎌倉 市 楽 寺 
1-1-5 大 0467-22-3401 Q8:00 一 17: 
00 (11 月 3 月 は て 16:30) 


PPE 


明月 院 


( 北 鎌倉 ) 


本 堂 に ある 「 悟 り の 窓 」 と 呼ば れる 丸 窓 か 
ら は 、 手 前 に 枯山水 庭園 、 奥 に は 本 堂 後 放 
園 と 2 つの 庭園 が 眺め られ る 。 四季 の 美 し 
さ を 、 まる で 丸い 額 に 入っ た 絵画 の よう に 
切り 取っ て 見 られ る の も ポイ ント 。 あじ さ 
いや 紅葉 の 季節 な ど を は ず し て 人 の 少な い 
時 季 に 行く と 、 ゆ っ くり と 明月 院 な ら で は 
の 他 び 寂び を 感じ る こと が で きる 。 


DATA 「 あ じ さ い 寺 」 と いわ れる 明月 院 だ 
が 、 桜 や 紅葉 も 美しい 。 神奈 川 県 鎌倉 市 
山ノ内 189 大 0467-24-3437 Q①9:00- 
16:00 (6 月 は 8:3017:00) ※ 振 観 料 は 
大 人 500 円 、 小 ・ 中 学生 300 円 。 


佐助 稲荷 神社 


鎌倉 駅 か ら 徒歩 で 約 20 分 。 鎌 意 の 隠 れ 里 と 

呼ば れる 地 に ひっ そり と 停 む 佐 助 稲荷 神社 。 
社殿 に 向かっ て ずら り と 並ん だ 朱色 の 鳥居 

は 圧巻 で 、 幻想 的 な 光景 は まる で 別世界 へ 

の 入り 口 の よう 。 と ころ どこ ろ に 祀 られ て 

いる 白狐 も か わい らし い 。 源 頼朝 を 歴史 的 
快挙 に 導い た と いう 伝説 か ら 、 出世 開運 の 

スポ ッ ト と し て も 知ら れ て いる 。 


DATA 鳥居 を くぐり 階段 を 上 り 終え る と 、 
た くさ ん の お 狐 様 が お 出迎え 。 社務 所 で は 
狐 が 描か れ た お 守り な ども 買う こと が で き 
る 。 @ 神 奈川 県 鎌倉 市 佐助 2-22-12 合 04 
67-22-4711 Q①10:00 て 17:00 
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写真 ほ 上 2 枚 と も 明月 院 の 
様子 。 満開 時 に は 「 明 月 院 ブ 
一 」 と 呼ば れる 間 色 に 境内 
が 染まる 。 あじ さい の 時 季 で 
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DATA 1253 年 に 創建 され 、 安 国 論 寺 、 長 
勝 寺 と 並び 、 松葉 ヶ 谷 草庵 外 に 建て られ た 
回 中 寺院 と 伝え られ る 。 山頂 か ら は 市 街 地 
と 海 を 一 望 する こと が で きる 。 神奈 川上 
鎌倉 市 大 町 4-7-4 大 0467-22-5813 (9: 
3016:30 ※ 押 観 料 は 300 円 。 


DATA 境内 で は 春 に は 桜 が 、 夏 に は 蓮 が 楽 
し め る 。 10 月 に 行わ れる 「 十 夜 法要 」 で は 境 
内 に 嘉 店 が 立ち 並び 、 昼 夜 を 間 わ ず た くさ ん 
の 人 で に ぎわ う 。 神奈 川 県 鎌倉 市 材木 座 
を 17-19 合 0467-22-0603 ①6:00-17: 
00(10 月 15 日 ご 3 月 31 日 は 7:00 一 16:00) 


PT 


妙法 寺 


PET 


浄 智 寺 


(大 町 ) 


( 北 鎌倉 ) 


境内 に 昔 に 覆 わ れ た 石段 が ある こと か ら 
「 閣 寺 」 と 親しま れ て いる 。 保護 の た め 立 ち 
入る こと は で き な い が 、 木々 に 囲ま れ た 昔 
の 石段 は 、 風情 の 中 に 神秘 的 な 美 し さ すら 
も 感じ させ る 。 4 月 5 月 に は シャ ガ の 白い 
花 が 咲き 、 い つも と は 違う 表情 を 翼 か せる 。 
眺め て いる だ け で も 心 が 

息 つ く こ と が で きる だ : 


浄 智 寺 か ら 始 まる 葛原 岡 ・ 大 仏 ハイ キン グ 
コー ス 。 大 自然 が 広がる 山道 の 途中 に は 、 

境内 に 居 を 構え た 日 本 画家 ・ 小 倉 遊 急 (お 
ぐら ゆき ) 邸 の 門 が あり 、 その 背後 に ある 
トン ネル の 先 に は 映画 監督 ・ 小 津 安 二 郎 邸 
が あっ た 。 さら に 、 山中 に ひっ そり と 位 む 
「 宝 庵 」 と いう 非 公開 の 茶室 も 見 る こと が 
で き 、 趣 を 感じ られ る コー ス だ 。 


光明 寺 称名 寺 
( 材木 座 ) (今泉 ) 


材木 座 か ら の 潮風 が 香る 光明 寺 は 、 海 が あ 
る 古都 の 鎌倉 を 感じ る こと が で きる 数 少な 
い お 寺 。 鎌倉 に 現存 する 最大 の 門 と いわ れ 
る 高 さ 20 メ ー ト ル の 山門 を くぐる と 、 そこ 
に は 開放 的 な 境内 が 広がり 、 重厚 惑 の ある 
本 堂 が どっ し り と 伯 む 。 さら に 本 富 裏 手 の 
山 に は 展望 台 が あり 、 材 木 卒 海岸 か ら 由比 
ヶ 浜 まで を 一 望 す る こと が で きる 。 


本 堂 近く の 陰 隅 の 滝 に は 、 男 溢 (お た き ) 
と 女 港 ( め た き ) と いう 大 小 の 准 が ある 。 
の 周辺 は 空気 の 窓 度 が 濃く 、 深呼吸 を す 
る と 心身 が 浄化 され た よう な 気分 に 。 地層 
が くっ きり と 確認 で き 、 自然 を 楽し め る ポ 
イン ト の 一 つ だ 。 滝 奄 ま で 近づけ る 女 港 は 
水量 が 適度 な の で 、 手 を 清め た り 、 顔 を 洗 
っ た り で きる 。 ※ 飲 み 水 で は あり ませ ん 。 


DATA 国史 跡 の 名 禅 寺 。 本 尊 は 県 の 重要 
文化 財 に 指定 され た 木造 三世 仏 座 、 境 内 に 
は 鎌倉 七福神 の 一 つ で ある 布 装 東 が 祀 ら れ 
て いる 。 @ 神 奈川 県 氏 市 山ノ内 1402 谷 
0467-22-3943 ①9:0016:30 ※ 押 観 
料 は 大 人 200 円 、 小 人 100 円 。 


DATA 称名 寺 の 元 と な っ た 今泉 不動 は 、 
1.200 年 以上 前 に 空海 に よっ て 開か れ 


近く に は 鎌倉 清 が あり 、 鎌 倉 の 自然 を 満喫 
で きる 。 @ 神 奈川 県 負 倉 市 今泉 4-5-1 全 
0467-45-1774 ⑩⑯8:30 一 17:00 


国内 最大 級 の 観音 様 を 祀る 長 季 折 々 の 花木 を 楽し 
むこ と が で きる 「 花 の 寺 」 と し て 親しま れる 、 鎌倉 屈指 の あ 
じ さ い の 名 所 。 40 種 以上 、 約 2.500 株 の あじ さい が 咲き 乱れ 
る 眺望 散策 路 は 、 360 度 に 絶景 が 広がり 思わ ず 目 移り し て し 
まう ほど 。 さら に 上 まで 登り きっ た 先 で は 由比 ヶ 浜 の 海 の 景 
色 と 共 に あじ さい の 花 を 眺め る こと が で きる 。 


DATA 「 長 谷 の 折り 」 な ど 珍 
し い 品 種 も 鉢 楠 え で 展示 し て 
いる 。 神奈 川 県 鎌倉 市 長谷 
3-11-2 な 0467-22-6300 

① 夏 時 間 (3 一 9 月 ) 8:00… 
17:00、 人 冬 時 間 (10 一 2 月 ) 8: 
00 一 16:30 ※ 拝 観 料 は 大 人 
400 円 、 小 ・ 中 学生 200 円 。 


あじ さい の 種類 カ 、 満開 に な る 時 季 は 
ば ら つ き が ある た め 、 長 い 期間 楽し な ご と 
が で きる の も 区 旋 の 寺 ?。。 さく 
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光則 寺 


(長谷 ) 


さま ざま な 鎌倉 の 寺社 の 中 で も 境内 の 草木 の 種類 が 圧倒 的 に 
多く 、 隠れ た あじ さい の 名 所 と し て 知ら れる 光則 寺 。 境内 に 
は 約 200 種 、600 鉢 の あじ さい が 所 狭し と 並び 、 そ の 一 つ ー つ 
の 鉢 に は 花 の 名 前 や 種類 の 解説 が 書き 込ま れ て いる 。 特に 全 
ら 集 め ら れ た 織 細 で 気品 の ある ヤマ アジ サイ は 美しく 、 
あじ さい と いう 花 の 奥深 さ を 感 じ る こと が で きる 。 


DATA 大 通り か ら 肝 道 に 入 
る と 、 赤い 山門 が 見 える 。 入 
リロ に は 季節 の 草花 を 紹介 し 
た 「 花 マッ プ 」 が ある 。 神奈 
川 県 鎌倉 市 長谷 3-9-7 04 
67-22-2077 QB8:00 一 17 
00 ※ 振 観 料 は 大 人 (高校 生 
以上 ) 100 円 、 小 ・ 中 学生 無料 。 


瑞 泉 寺 


( 二階堂 ) 


鎌倉 随 一 の 花 の 寺 と いわ れる 。 春 は 梅 、 夏 は あじ さい と 美 募 
( ふ よ う )、 秋 は 秋明 菊 、 紅葉 、 冬 は 水仙 と 、 四季 の 花 が 楽し め 
る 。 特に 鎌 廊 で いち 早く 春 を 告げ る 梅林 、 最後 に 萌え る 爺 の 
扉 風 の よう に 広がる 紅葉 が 有名 。 初夏 に は 梅林 の 道 の 朋 に あ 
じ さ い が 咲 く の で 、 散 策 し て みる の も お すす め 。 一 年 を 通じ 
て 途切れ る こと の な い 美しい 花々 で 、 季節 の 移ろい を 感じ て 。 


DATA 谷戸 、 歴 史 、 花 々 、 景 
観 、 仏 ( 禅 ) と いう 5 つの 要素 
を 併せ 持つ 数 少な い 寺 院 。 鎌 
但 に 唯一 残る 鎌 含 時 代 の 岩 許 
も 見 所 。 岩 に 掘ら れ た 天女 洞 
や 学 福 窟 の 景観 は 厳か 。 神 奈 
川 県 名 廊 市 二階 堂 710 04 
7-22-1191 Q①9:0016:30 


英勝 寺 で 必ず 見 た い の が 仏典 の 奥 に ある 、 一 段 高い と ころ に 
広がる 竹林 。 春 か ら 夏 に か け て は 周辺 が 緑 に 染まり 、 趣 の あ 
る 次 を 見 せる 。 初夏 に は その 竹林 へ と 向かう 仏典 や 階段 の 有 
に あじ さい が 咲き 誇り 、 歩 いて いる だ け で も 清々 しい 気 持ち 
に な る 。 白藤 や あじ さい 、 彼岸 花 、 格 (ひいらぎ) な ど 、 四季 
折々 の 花 が 一 年 中 、 境内 を 鮮やか に 彩る 。 


DATA 鎌倉 に 残る 唯一 の 尼 
寺 。 1636 年 創建 時 か ら 現 存 す 
る 建物 が 多く 残る 。 主要 な 建 
物 で ある 山門 、 仏 敗 、 鐘 楼 、 
堂 (し どう )、 詞 堂 門 は 国 の 重要 
文化 財 に 指定 。 @ 神 奈川 県 氏 
倉 市 選 ガ 谷 1-16-3 佐 0467 
-22-3534 ①⑩9:00 一 16:00 


+Nawwo っ QNO つっ コ ョ 


杉本 寺 


(二階堂 ) 


3 体 の 十 一 面 観音 様 を ご 本 尊 と し 、 数 多く の 仏 様 を 祀 る 鎌倉 
最 古 の 寺院 。 趣 深く 美しい 苔 の 階段 と 、 ず ら り と 並ん だ 白い 
替 納 旗 が 荘厳 な 雰囲気 を 醸し 出す 。 冬 か ら 春 に か け て は 、 真 
っ 赤 な 椿 が 階段 を 彩る 。 色 鮮やか な 鼻緒 が 可愛 い 「 わ ら じ 守 
り 」 は 、 足腰 を 丈夫 に する ほか 、 下半身 の 怪我 に も ご 利益 が 
ある そう な の で 、 ス ポー ツマ ン に は 特に お すす め 。 


DATA 間近 で 見 られ る 仁王 
保 は 一 見 の 価値 あり ( 左 が 叶 
形 像 、 右 が 阿 形 像 )。 @ 神 奈川 
県 鎌倉 市 二階 堂 903 人 0467 
-22-3463 Q⑩8:00 一 16:30 
楽 入山 受付 は 16:15 ま で 。 拝 観 


中 学生 200 円 、 小 学生 100 円 。 
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鎌倉 宮 


(二階 堂 ) 


数 ある ご 利益 の 中 で も 、 特に 魔 除け や 身代わり 、 厄除 け で 有 
名 な 鎌倉 宮 は 護 良 親 王 ゆ か り の 真っ 赤 な 獅子 頭 守 が 特徴 的 。 

獅子 頭 は 古く か ら 「 厄 (悪い も の ) を 食べ 、 幸せ を 招 く 」 と い 
われ 、「 厄 除け ・ 幸 運 招来 ・ 交 通 安全 ・ 身 代わ り 」 な どの 願い 


を 叶え る も の と され て いる 。 獅子 頭 守 は 見 た 目 も 可愛 らし く 、 


大 切な 人 へ の 鎌倉 土産 と し て も 人 気 が 高い 。 


DATA 美しい 島 居 が 特徴 の 
鍵 倉 宮 は 、 明治 天皇 に よっ て 
護 良 親王 を 祀る た め に 建て ら 
れ 、 地元 で は 大 塔 宮 (だ いと 
う の み や ノ / お お と う の み や ) 
と も 呼ば れる 。 神奈 川 県 鎌 
倉 市 二階 堂 154 人 0467-22 
-0318 Q⑩9:0016:30 
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料 は 一 般 (高校 生 以上 ) 300 円 、 
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ー 中 時 きい 証 包 河 


見 て いる だ け で ほっ こり と し て し まう 、 素 朴 な 可愛 らし さ が 
ある 「 に ぎり 福 」。 1 日 1 回 握る だ け で も ご 利益 が ある と いわ 
れ て いる こと か ら 名 付け られ た 。 一 つ ー つ 手作り され て いる 
の で 、 表 情 や 彩色 が 衝 抄 に 異な っ て お り 、 同 じ も の は ほか に 
な い 、 ま さ に オン リー ワン の お 守り だ 。 愛 、 健 、 財 、 学 、 福 の 
5 種類 あり 、 好み に 合わ せ て 選ぶ こと が で きる 。 


DATA 鐘 廊 幕府 開幕 の 際 、 
専 府 の 融 門 と し て 現在 の 山 
門 が ある 場所 あたり に 夷 堂 
(えび す どう ) を 建て た の が 始 
まり 。 鍵 倉 福 神 の 恵比寿 様 
一 ma が 礼 ら れ て いる 。 @ 神 奈川 県 
鎌倉 市 小町 1-12-12 人 0467 
- 二 -22-0490 間 時 拓 可 能 


号 真 : 石 井 正孝 / アフ ロ 
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190 - 090 s5ed 


上: 葵 正 / アフ ロ 


記 ガ 谷 の 奥深 く 、 化粧 坂 の さら に 奥 に 他 む 
海 蔵 寺 は 、 境内 の 赤い 和 傘 に 風情 を 感じ る 
小さ な お 寺 。 「 底 脱 (そこ ぬけ ) ノ 井 」 な ど 鎌 
倉 で も いわ れ の ある 井戸 を 有 し て いる こと 
か ら 、「 水 の 寺 」 と も 呼ば れる 。 手入れ の 行 
き 届 いた 美しい 境内 は 見 事 に 自然 と アー ト 
が 調和 し 、 あじ さい は も ちろ ん 、 一 年 を 通 
し て さま ざま な 花々 を 楽し むこ と が で きる 。 


DATA あじ さい の ほか に も 
4 月 に は カイ ドウ 、 9 月 に は ハ 
ギ な ど 、 季節 ご な る 表 
情 を 見 せる 庭園 は 、 何 度 訪れ 
て も 新鮮 さ を 感じ る 。 神奈 
川 県 廊 市 記 ガ 谷 4-18-8 

人 0467-22-3175 ①9:00 一 
16:00 ※ 拝 観 料 は 100 円 。 


写真 : 和 時光 基 / アフ ロ 


写真: 市 川 記 元 / アフ ロ 


御霊 神社 


( 坂 ノ 下 ) 


江ノ電 と あじ さい の コラ ボレー ショ ン が 有 
名 な 御霊 神社 。 鳥居 の 前 を 江ノ電 が 横切る 
光景 を 求め る 、 多 く の 参拝 客 
見 せる 。 地元 で は 「 権 五郎 (ご , 
ま 」「 権 五朗 神社 」 と 呼ば れ て 親しま れ 、 平 
安 時 代 に 鎌倉 の 地 を 治め て いた 武将 の 鐘 倉 
権 五 人 郎 景 正 公 、 鎌倉 江の島 七福神 の 一 つ 、 
福 禄 寿 が 祀 ら れ て いる こと で も 知ら れる 。 


DATA 時 折 、 電車 が 通る 音 

が する 以外 、 開 静 な 広い 境内 。 
樹齢 400 年 に も な る 御 神木 の 

タプ ノ キ は 高 さ 20 メ ー ト ル に 

達する 大 き さ で 、 鎌倉 市 の 天 

然 記念 物 に も 指定 され て いる 。 
の 神奈 川 県 鐘 廊 市 坂 ノ 下 4-9 

9:00~17:00 
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DATA 1253 年 に 日 本 初 の 本 格 的 な 神 款 再 


門 の 道場 と し て 創建 。 
麻 学 像 な ど 見 所 も 多い 。 神奈 川 県 鎌倉 市 
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DATA 浄 妙 寺 /@ 神 奈川 県 鎌倉 市 浄 明寺 


人 0467-22-8851 


8-31 鶴 0467-22-2818 (①⑩9:00 一 16: 
30 ※ 振 観 料 は 大 人 (中 学生 以上 )100 円 小 


学生 50 円 石 落 ガ ー デ ン テ ラ ス ノ @ 神 奈川 
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YA や や 和 NATRー ト A め 失せ じ 7 
を 的 つ 必 っ 到 壮 て 尽 陣 せ 上 ロ 搬 
を "IINK 角 じ GS ら S 豆 )) つ じ 
ぐに AW38 填 購 己 肛 い し 台 NG* 
ミト 昌代 了 G せ レト N ふ 座 下 
エー ぜ ざ じ 舞 共 坦 愉 介 で じ 央 功 っ つっ" 
嗜 県 丈 牙 臣民 劇 ロ 信じ っ じ "* 
ミト 回 ピ 也 へ 弥 急 也 公 人 0P" 
想 縦 め 番 公 補 つ " 芋 妹 と ぐっ 色 ぐ く 
いい だ よろ 3 上 ささ) こさ 3 
AU て さい 

ミト 日 朴 時 " 夏 攻 ごく 型 人 G 押 区 ロ 
の ( 括 個 導 久 琴 攻 の ロー 込 3) 
S ド ー ト へ つ お 1 パ 代 で 

ミト ロー いら ー の 革 ロ 語 胃 つ し つ 
お (中 長 拉 三 臣 財 県 祝 皿 舶 北 
無 ) 人 中 ロー トミ つ お で 選 尽 " 
ミ ・ ロ SDT AHG 柏 他 じ SNG 投 燃 
人 く G 臣 無料 川 公 員 計 つづ 月 時 公選 
や で SG 6 館 せ じ 心 つっ" 
< ト H 時 作 避 中 で じ っ Aetn 
mmete 未 記 公 中 へ ” 硝 代 0 
臣 さ ロ 握 G 札 怪 っ し 宣 早 やつ 
ミト ロー の ロー 江 KATRTNR 
NH ポー ト ハ つじ "ご 聖 燥 GA へ 
ミレ いら ー ご 必 了 や レビ つ が で 
に ドナ て よ コ だ 2 まさ いい 
GBS で 8 さ 補 づつ" 仙 明 | 弄 北 笠 
競っ st@ JW せ 装 で 秩 一 


6 Se 鐘 倉 の 神社 と お 寺 MAP 
交 多 別 | 姜 /y FROM THE LOCALS 
クラ クタ 2 人 市 の 友 史 る 有数 の 神 社 と お きか ら 、 


ニニ 生 深く て 欠か せな い 、 
ち お ち つ く 25 の 寺社 を 。 


REcOmMEND で OWEN 


法 堂 の 天井 画 、| 
| 「 寺 薫 較 ] は 追 力 清 点 ! | 


REcOWEND で OWN 


建 長寺 2 月 の 夜間 拝 級 が で きる ms 
PP.62 ーー 「 義 会 」 ぁ 特別 | 
PP.53 | 初夏 は 新 閑 に 囲ま れ て | 


] 清々 し い 境 内 | 


REcOmmEND と OWENT 


| パワ ー ス ポッ ト と し て も | こ 瑞 泉 寺 
| 名 高い 、 ザ ・ 凌 倉 名 所 鎌倉 宮 PP.59 


13X3 リ 
の 
PP62 


寺 


鶴岡 八幡 宮 


bP.63 


REcOmmEND で OWEN 


| 民家 が 立ち 並ぶ 奥地 の | 駅 か ら 基 宮 大 中 の 直 を | 
] ひっ そ 9 感 が きら に O | ーー 


歩い て くる の も オス ス メ [ 


RE で の Wa どの mWET 


< 江島 天 夫 屋 の 
の 太 引 ーー 時 お いし い 


了 時 
RSC きる ん PP53 
隔 祭 食 江の島 七福神 の 
ーー eu ーー 明月 院 
< 
軸 ecowwewp cowmenr 
の フォ ト ジ ェ ニッ ク な 
sas | 
と 
シ 、 海 蔵 寺 
き 
PP.e1 
E 
き 


佐助 稲荷 神社 う ケ : 


PP54 


RE で OWEND で OM WE 


何 度 で も 訪れ た く な る 
「 鍵 倉 と いえ ば ココ 」 


高徳 院 


LP.52 


- タ 90 s5ed 


市 役所 通り 


由比 ヶ 浜 を 一 望 で きる 
ャ ウル 


M*cheri 


土 と 風 の 植 物 


+N=WwO つ っ ロ NaWWO つ コ ョ 


+Nawwo っ aNamwo っ =a 


EE っ 】 上: 


もみ も は 


すさ 刻 S 志 滑 Sw 詳 


お 花 専用 の UV レジ ン 液 (紫外 線 硬化 樹 后 ) 
を 使っ て 、 生花 や プリ ザー ブ ド フ ラ ワ ー を 
加工 し た ハン ド メ イ ド アク セ サ リー の レッ 
スン を 開く (M*cherl)。 その まま だ と や わ 
ら か く 壊 れ や すい あじ さい も 、 加工 すれ ば 
長く 楽し むこ と が で きる 。 ビア ス や イヤ リ 
ング に すれ ば 、 


さり げ な くも 可愛 らし い 。 


DATA は じ め て の 方 向け 
「 業 隅 花 の アク セ サ リ ー 体 験 
レッ スン 」 は 6 月 末 ま で キャ 
ン ペ ー ン 中 。 現在 は オン ライ 
ン レ ッ ス ン も 開催 。 問い 合わ 
せ は ブロ グ よ り 。 ameblo.jp/ 
m-cher-flower 


見 に 行こ うと 思っ て いる うち に あじ さい の 季節 が 過ぎ て し まっ た ら 。 


ライ フラ ワー や 小物 で 、 自 宅 で あじ さい を 楽し む 方 法 を ご 紹介 


スワ ッ グ ・ ド ライ フラ ワー 専門 の オン ライ 
ン シ ョ ッ プ ( 土 と 風 の 植 物 園 ) で は 、 パリ 
エー ショ ン 富 な あじさい の スワ ッ グ が 人 
気 。 自分 で 束ね て いく 楽し み を 味わっ て ほ 
し いと 、 スタ ッ フ が 東 ね た スワ ッ グ だ け で 
な く 、 手 作り キッ ト の 販売 や 作り 方 動画 も 
公開 。 自宅 で 楽し なの に ぴっ た り だ 。 


DATA 自社 で 生花 か ら 丁 寧 
に 加工 され た ドラ イフ ラ 
は 発色 も 美しい 。 ドラ イフ ラ 
ワー アレ ンジ キッ ト ( 挟 隅 花 
・ ネ コ ヤ ナ ギ ・ ス イー トピ ー) 
4.900 円 。 人 き 086-436-9030 
tsuchikazeJp 


maano 


イイ ダ 傘 店 


「 葬 か な 件 まい の 中 に ある 、 強い 生命 力 と 美 
し い グ ラ デ ー シ ョ ン に 募 か れる 」 と 、 あじ 
さい を 使っ た リー ス を メイ ン に 販売 する オ 
ン ラ イン ショ ッ プ (maano〉。 HP に は 加工 
され た あじ さい の 色 サ ンプ ル が ある の で 、 
希望 や イメ ー ジ を 伝え れ ば オリ ジ ナ ル の リ 
ー ス が で き あ が る だ ろう 。 


DATA 写真 は 補 夏 の グリ ー 
ン & カ シワ バ あ じ さ い を イメ 
ー ジ し た 、 爽やか で みず みず 
し い 「 グ リー シリ ー ス 」( サ イ 
ズ 直 径 23om)。 価格 は 花 材 や 
オプ ショ ン に よっ て 変動 。 m 
aano.ocnk.net 


個人 オー ダー の 季 屋 く イ イダ 傘 店 ) で は 、 

傘 作 家 の イ イダ ヨシ ヒサ さん が 日 傘 ・ 雨 人 
を 生地 か ら 一 本 一 本 手作り し て いる 。 た く 

さん の あじ さい が 咲い た 小道 を 想起 させ る 
よう な テキ スタ イル の 雨傘 「 あ じ さ い 」 は 、 
雨 の 日 で も 気分 を 上 向き に し て くれ る だ ろ 
う 。 色 展 開 は ミド リ 、 アオ 、 オ レン ジ の 3 色 。 


DATA 店 舗 は 持た ず に 、 受 
注 会 で 全国 を 連 回 し て いる 。 6 
月 以降 の 販売 イベ ント の 開催 
に つい て は HP を 確認 の ほど 。 
雨傘 「 あ じ さ い 」 ( ア ォ ) 29.0 
00 円 (参考 価格 )。 ida-kasat 
enjp 


きき 湯 症 


NsQNS ま 員 


合せ さき ロ S 習 


ミ さ Np キャ NS と G 光 


と 


エ N= コ wo っ GN コ WO っ コロ 


エ N=wwo っ qN コ WWO っ コ a 


は コミ に さあ ます 2 か ドコ オン 


990 sBed 


ee 
ァ ティー ペア 


NOW 
ON SALE 


CHECK 


全国 の ファ ミリ ー マ ー ト で 
4 月 先行 販売 スタ ー 


preducedby 


了 
makte アバ 王 
ET ィ ナ ミ / Ta46a/ 6 
スチ ま 
な タク ァ 
で 藻 定 。 2 フレ ー バ ー と も に 、 1 本 160 円 。 中 栄 
ド 屋 乳業 お 客 様相 談 室 な 0120-373-589 https://hanako.tokyo/ 


NEXT KHMHKURH&SHONHN ISSUE 


鎌倉 & 湘 南 で や る べき こと 。 


鎌倉 通 や 地元 民 が : 


目 す る スポ ッ ト が 、 ま だ まだ この エリ ア に 登場 し て いま す 。 


最高 に お いし い グ ル メ や 新しい 魅力 を 発見 で きる 宿泊 施設 な ど 、 そ の 文化 は ます ます 加速 ! 


EETTTTE 泊 な 


クー クチ シン ツイ スネ タダ オ 
Shonan Soy 
Studio Inc. 

0463.79.8484 大 時 


ご ] 憶 り 物 に も ピッ タリ \600- 
| 大屋 ショ ー ル ー ム で は 試論 も 


売上 の 一 部 を 利用 し 、 食 を 通じ て 居 
会 格差 を 晒 正 する 国 承 的 な 取り 組み 
[Bite for BiterW に も 基 画 


L_L_ nw ME 


か まく 5 く 5 きり ょ う 


鎌倉 倶楽部 
茶寮 


合 0467・32.1000 
の 西 氏 


・CHECK IT OUT・ 


職人 や 作家 が 手持 


けた 逸品 も 扱い あり 


お 酒 や お つま み の 
ッ メニ ュー も あり 


cuse< き 


楽市 楽座 my 反 


人 0467・33・6160 
9 由比 が 浜 


・CHECK IT OUT・ 


" 生 " と " 焼 "で 


楽し む 鎌倉 の 旬 


2-3 階 に 宿泊 施設 
(B&B) も 開業 


と っ て お き の ス ポッ ト を プラ ン 


2 
| 


#StayHome の 食 章 に アク セン ト を 


大 豆 を 使っ た 新しい 日 本 の 伝 読 食 を 提供 する こち ら の お 店 。 
直 板 商品 の 「SOYFFEEYWJI は コー ヒー 風味 が 楽し め る 大 豆 の 
発 本 廊 品 で 、 サ ラダ や デザ ー ト の 付け 合わ せ と し て も オス ス 
メ 。 ヘ ル シ ー な 発 本 食 生活 を 始め よう ! 
119.1 本 人 金 - 士 1:00-17:00 (shonansoystudio 男 オ ン ライ 
ン シ ョ ッ プ は Instagram の プロ フィ ー ル より (Shonan Soy Studio で 検索 ) 


日 常に すこ 


れ た ら 、 日 本 の お 茶 で ほっ と 一 


日 本 人 に 古く か ら 親 し まれ て いる も の の ひと つ 、「 お 茶 」。 こ こ で は 、 お 茶 本 失 
の 香り や 流れ て いる 時 間 を 感じ な が ら 、 お 茶 を 楽し むこ と が で きる 。 ぬ くも 
り に 満ち た 空間 と 、 季 節 に 合わ せ た 折 々 の お 茶 う け 、 丁 寧 な 手 仕 事 で つく ら 
れ た 道具 た ち が 、 お 茶 の 味わい を 一 層 換 沢 な も の に し て くれ る 。 物 も 情報 も 
溢れ か える 現代 だ か 、 そ っ と 足 を 留め て 肩 の 力 を 抜く 時 間 を 大 切 | 
た い 。 中 市 1040.50 ⑳11:00 一 19:00(18:30LO) @ 炎 ・ 水 ⑮ 洒 モ 
ノレ ー ル 「 百 隊 倉 駅 ] よ り 徒 歩 2 分 9teahouse@kamakura-club.com 及 teahou 
sekamakuraclub kamakura-clutrcom/teahouse ( 囲 償 宮 で 検 索 ) 


お うち に 帰っ て きた よう か 心地 で 鎌倉 の 恵み を 満喫 


昨年 11 月 オー プン な が ら も すでに 訪れ る 人 を トリ コ に する 炉 鐘 居 漆 屋 。 こ こ 
で は 、 と れ た て の 鎌倉 食材 を 電 能 で きる 。 日 替わり で 提供 する 「 地 魚の 刺身 」 
の 歯 を 押し 返す よう な 天 力 や 、「 交 倉 野 菜 」 の ヘル シー な の に 舞 縮 され た 皆 
味 な ど 、 そ の 食 米 の ちか ら に 感動 ! さ ら に 炉 氏 で じっくり と 火 を 通せ ば その 
味わい も また 変化 。 ふ っ くら と し た 食 短 、 條 に 抜け る 香り 、 注 れ 出 旨味 の 
ジュ ー ス ! ダイ レク ト に 鎌倉 の 名 を 味 わ せ て くれ る 。 鐘 食 市 由比 ガ 浜 3 
12.29 ⑳11:3015:00/17:00-23:00 年 中 無休 @「 由 比 ガ 泊 駅 」 よ り 和 上 
4 分 ④⑳16 席 @ 共 夫 rakuichirakuza.owstjp ( 奈 市 革 産 由比 ガ 王 で 検索 ) 


に 加え て 、 人 鎌倉 & 湘 南 を 満喫 し て みて 。 


| きゃ ピッ ルス BE 


まく ちや きい こう 


鎌倉 野菜 工房 


人 で 0467・55・9628 


9 き ン エ 


季節 の 旬 が 楽し め る 鐘 食 野菜 の ビク ルス ! 


ミネ ラル 草 富 な 鎌倉 の 地 で 育っ た 力強い 味わい の 鎌倉 野菜 を 、 
性 布 だ し の ピク ルス 液 で 仕上 ぼ た や さ し い 味わい の ピク ルス 。 
人 鏡 倉 な ら で は の 野菜 が 1 年 を 通し て 楽し め ま す 。 オ ン ラ イン で も 
販売 開始 し まし た ! 雑食 市 年 ノ 下 1-8-36 多 屋 ビル 1F2 往 


アル し た カフ ェ 併 設 の お 店 
で は 、 コ ー ヒ ー や 錠 茶 ショ コラ ・ し そ 
ジュ ー ス ・ 梅 ジュ ー ス も 販売 し て いま す 。 


"0:00-17:00( 語 の 人 業 は 土 * 晶 * 補 の み ) ⑨「 旦 人 駅 」 齋 口 より 
系 8 分 www.kamakuraryasalLnet (嬉野 間 工房 検索 ) 


店 内 に 足 を 足 み 入れ る と 、 姓 か み の ある 銀 震 の カウ ンタ ー が 迎え て くれ る 。 二 
十 因 節気 の 穏 い が 込 め ら れ た お 茶 を 頂き な が ら 、 心 ゆく まで リラ ックス し て 。 


凍 ・ 抽 ・ メ イン の コー ス 仕立 て で 凌 供 する 「 ラ ンチ 」\1.580 一 は 休日 の 硫 人 
み に も 活躍! 灯り ご た つ 完 備 の 空 財 で 世代 を 問わ ず ゆっ た り と くつ ろ げ ます 。 


NUNOHSSUHIXBNBX 1X ヨ N 


ョ mSSIl 


aa weegiwom 


レッ 


テル フト ロ ボリ タン カマ クラ 
HOTELMETROPOLTAN 
KAMAKURA 


全 0467・60・1m1 
9 か 町 


泊まれ ば 気付 く 、 古 き 良 き 街 の 新た な 魅力 


魚 食 市街 に 初 の シテ ィ ホ テル が 誕生 ! 駅 徒歩 2 分 の 立地 に 、 観 光 地 へ も 
好 ア クセ ス 。 そ の 和 機能 住 は も ちろ ん の こと 、 寄 室 に いな が ら 古 孝 多 倉 
らし さ を 存 分 に 味わえ る と 評判 で す 。 な か で も 閣 岡 人 橘 喜 ・ 二 の 鳥居 を 
臨む 景色 は 、 ほ うっ と 息 を の む 美 し さ 。 そ の 剖 や か さと や すら ぎ は 、 ま る 
で 列 荘 に 訪れ て いる か の よう 。 こ こ を 採 点 に 、 夜 の 絶品 料理 や 朝 の 産 神 
体験 な ど 楽し み 方 も ぐっ と 広がる は ず 。 日 帰り だ け じ ゃ も っ た いな い 、 
まだ 見 ぬ 鎌 倉 時 間 を 満 冊 し て 。1 室 1 名 (素泊まり )\17.500 一 。 P 休 人 
市 小町 1-8-1 WIN15:00 一 OUT11:00 年 中 無休 「 人 人 駅 」 課 口 より 
作 歩 2 分 遼 有 ( 売 全 予約 制 ) kamakurs.metropolitan.jp (ホテ ル メト ロ 
ポリ タン 細 食 で 検索 ) 


*CHECK IT OUT・ 


4/24 鎌 倉 駅 に グラ ンド オー プン 


目指 し た の は 、 自 宅 の よう に 
以 くつ ろ げ る 鎌倉 の 別邸 


鎌倉 初出 店 と な る (Cafe&MeaL 
MUJD と (MUlcom) を 俳 設 
ん 本 の ぬ くも り 感 じ る ロビ ー、 そ こ か ら 見 える 中 族 な ど ゆ っ た り と し た 時 則 の 湊 れ に 族 の 破れ も 意 さ れる 。 BLC.1 朋 に ほ は メイ ンダ イニ ング と 
な る (Cafe&MealMUJI) を 併設 。11 陸 以降 か ら は 一 最 利用 も 可能 新館 な 人 野 革 や 地元 食料 を 仁 用 し た メニ ュー を 清 内 で きま す 。 


全 
カマ クラ ホテ ル 
KAMAKURA 
HOTEL 
人 な 0466・50・8040 


の 折 成 町 IL 胃 UI 
1 1 TU 


6 月 に 誕生 する 新 名 所 で 、 鎌 倉 カ ルチャ ー に 抱か れる 旅 へ 


湘 向 の ピー チカ ルチャ ー を 体感 で きる 癒 泊 施 設 (8hotel) を 手持 ける 油 
南 レ ー ベ ル 発 の ニュ ー プ ラン ド が 登場 ! 伝統 的 な 旅館 の 情 諾 と 現代 的 
な ホテ ル の 感性 が 融合 し た 奏 泊 施設 だ 客室 は 17 室 に 限定 し 、 滞 在 中 
は 全員 が コン シェ ル ジ ュ で も ある スタ ッ フ が 、 ま め 細やか な サー ビス を 
提供 。 地 産 食材 の 料理 や お 洒 、 地 元 作家 に よる アメ ニテ ィ な ど 、 滞 に 女 倉 
の 文化 に 触れ られ る 柳沢 仕様 と な っ て いる 。 朝 食 の お に ぎり ・ お 味 汁 
演 物 は 、 竹 筐 風 ボ ックス で も 提供 し て くれ る の で 、 そ れ を 持っ て 鐘 衣 
策 へ と くり だ そう 。1 室 1 2 名 \20.000-( 予 価 ) 。 じ 測 レー ベリ 会 
全市 成 困 1227 (⑳IN1500-OUTT1:00 年 無休 [村人 より 和 2 分 
回春 有 kamokuiaholeUjp 還 吉 は 全 17 次 (kamakurahotel 希 宙 レ ー ベ ル で 村 ) 


・CHECK IT OUT・ 


6/19 鎌 倉 駅 徒歩 2 分 の 好 立 地 に 
グラ ンド オー プン 

コン シェ ル ジ ュ が も て な す 、 

それ ぞ れ の 鐘 食 の 楽し み 方 


で しか 体 成 で まき ない 
オリ ジ ナ ル ア メ ニテ ィ が 溝 載 


本 ニニ ーー 和 


杉本 合 の 石鹸 や 人 信 山 の 際 芸 家 ・ 同 崎 佑 の カッ プ や ソー プ デ ィ ッ シ ジ ナ ル ア メニ ティ を 完 人 本 倉 の 写 真 
表 ・ 村 山 泰介 氏 ら に よる ガイ ドブ プッ ク 「LOCAL FOCUS」 も 。 て ラウンジ で は 抽 吉 一 の 池村 の 「 天 青 ] を は じ め 画 才 の お 漂 が 境 う 。 


夫人 の 全 は 


、 は 名 


eC774 の (47 の の の 8 錠 人 の すす る 店 で 初 和 を 過 と (ませ ん か ーー 


富 


Souvenir 


鎌倉 旬 粋 


季節 の お 菓子 が 豊富 に そろ う 駅 ビル みや げ 店 
地元 銘菓 か ら オ リ ジ ナ ル ま で 揃う 鎌倉 みや げ 店 。 お すす め は 地元 
産 フレ ルー ツ が 入っ た 「 旬 粋 ゼリー」。 涼 し げ な 見 た 目 が 可愛 い 
テイ クア ウト の 大 判 焼き 「 鎌 倉 花 紋 」 も 人 気 で 、 定 番 の あん こと や 
ハム た ま ご 、 季節 の 味 な ど 気 分 に あわ せ て 6 種類 か ら 選べ る 。 


人 0467・33・5077 

* 鎌倉 市 小町 |-|-| CIAL 鎌 倉 IF 
①9:00~20:00 ※ テ イク アウ ト は 9:30--19:00 CIAL 鎌 倉 に 準ずる 
の あ 鎌 倉 駅 東口 直結 旬 粋 ゼリー270 円 、 鎌 倉 花 太 200 


info 


観光 帰り に 立ち 寄り や すい 駅 ビ 
ル に ある た め 、 お 土産 を 選ぶ の 
に 便利 。 普 段 使い で きる 食卓 品 
や 地元 銘菓 も ある た め 、 地 元 民 
も よく 利用 する と か 。 


Caf 


鎌倉 茶房 茶 凛 


隠れ 家 和 カフ ェ で 癒し の 日 本 茶 タ イム を 


湾 れ た て の 日 本 茶 と 季節 の 上 生菓子 を 楽し め る 和 カ フェ 。 茶葉 は 、 
日 本 茶 ソ ムリ エ で ある 店 主 が 全国 の 茶 処 か ら 仕 入れ た も の を 使用 。 
湯量 や 温度 な ど 、 そ れ ぞ れ の 茶葉 に 適し た 光 れ 方 で 1 杯 ずつ 丁寧 
に 提供 し て くれ る 。 店 主 の お 茶 愛 に あふ れ た 小話 も 楽し い 。 


人 0467・38・7710 

* 鎌倉 市 筆 ノ 下 |-6-28 Q①|:00 一 I8:00 人 ⑳ ぷ 水曜 
つ 」R 鎌 倉 駅 東口 より 徒歩 5 分 

⑯ 上 生 馬 子 と お 茶 の セッ ト 1.200 円 


nfo 
抹茶 、 玉 露 、 、 ほ うじ 茶 、 
番茶 な ど 、 幅 広い ライ ン ナ ッ プ 


の 日 本 茶 が 揃う 。 季 節 の 上 生 菓 
子 は 見 た 目 も 美しく 、 日 本 茶 の 
味わい を 引き 立て る 。 


PR 


eq744 た 7 の 4 


人 客 
restaurant eXDerience studio 
Light House 鎌倉 彫金 工房 
産直 の 美味 し い 牡 妨 と ワイ ン を 長谷 で 気軽 に 自分 た ちの 手 で つく る 世界 に 1 つの 結婚 指輪 
改修 工事 中 の Cocomo の 人 気 料 理 ( 牡 端 料理 や 釜 揚げ シラ ス の パス タ * 地 結婚 指輪 や 婚約 指輪 を 手作り で きる 体験 工房 豊富 な デザ イン と 
物 サザ エ や 地 魚 の カル パッ チョ ・ ム ー ル 貝 の 白 ワイ ン 蒸 し 、Fish&chips 素材 を 組み 合わ せ 、 オ リ ジ ナル 指輪 を 作る こと が で きる 。 毎日 使う 
な ど シ ー フ ー ド 料理 ) が 長谷 ・ 坂 ノ 下 の Light House に て 厳選 され た ワイ ン も の な の で 、「 シ ンプ ブル で 永く 愛せ る デザ イン 」 が コン セプト 。 お 
と 共に 楽し め る 。 レン タル スペ ー ス と し て 貸切 も 可能 。 (1h>/3.000 円 ご) 互い を 想い な が ら 作る 体験 が 、2 人 の 仲 を より 深め て くれ る は ず 。 
人 0467・53・9730 合 0467-55・9388 
* 祭 倉 市 坂 ノ 下 |3-|7 ①|30~ て 1600(|5:00LO)、18:00~-22:00(2I:00LO) の 無 休 * 療 倉 市 御成 町 6-| (①9:00 一 |7:00( 要 予約 ) 人 ご 無休 
江ノ島 電鉄 長谷 上 よ り 徒 歩 5 分 ⑱ 三 郎 丸 の 釜 揚げ シラ ス の ペペロンチーノ ( ド リン ク 付 る JR 伴 廊 駅 西口 より 徒歩 5 分 ⑯ 結 婚 指輪 手 作 リ コー ス 80.000100.000 
ラン チ セ ッ ト ) |.300 円 、 生 牡 類 450 円 /| 個 、 角 ハイ ボー ル 500 円 、 ゲラ スワ イン 700 円 ~ 円 ※ デ ザイ ン に より 変動 
info info | 


店 前 に オプ ジェ も ある ロイ ヤル 専門 スタ ッ フ が 完成 まで 丁寧 に 
ソフ トク リー ム は 味 が 濃厚 で 一 サポ ー ト し て くれ る の で 、 工 作 
度 は 食べ た い 人 気 商品 。 珈 琲 や 細か い 作 業 が 苦手 な 人 で も 
と 共に テイ クア ウト し て 海 まで 安心 。 デ ザイ ン に よっ て は 、 当 
散歩 する の も いい 。 日 持ち 帰り も OK。 


※ 価 格 は 原則 的 に 税別 表示 で す 。  ※ 掲 載 施設 の 営業 状況 は 各 施設 へ 直接 お 問い 合わ せ 下 さい 。 


嘘 の つけ な い メ ー カ ー が 作っ た トリ ー ト メン ト 。 


サロ ン 専 売 品 


限定 ヘア サロ ン の み の 取 扱い / 髪 の 内 部 まで 浸透 で きる アル マダ 電子 トリ ー ト メン ト アル マダ スタ イル QA 


希望 小売 価格 M3.5(200mL) 〆P4.3(200mL) \3.300( 税 込 ) 
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M3.5-P4.3 
electron treatment 


armada style 
for Salon Professionals 


時 
| 


 」 1 二 較 還 還 あ 


“ 海 " と “ 陸 " で は 似合う ファ ウシ ョ ン も 達 つ で くる 。 そこ で 、2 タ イプ の スタ イル を 提案 。 


フェ 


Welcomie to 
KAMAKURA! 
あな た は 海 派 ? 陸 派 ? 


鎌倉 を 満 箕 する な ら 、 海 で 遊ぶ ? それ と も 、 寺 社 仏 開 を 巡る ? 


ン モ ー ド & マ スキ ュ リ ン モ ー ド 、 あな た は どちら を セア ピク ト す る ? 


Photo : Ryosuke Yuasa syling : Masashi Sho 
hair & make : Tomokazu Akutsu (using davines product / ORE INSIDE) 
model : NATANE (LIGHT management) cext& edi : Mayu Yamamoto 


シフ ォ ン 素材 の 涼し げ な 
シャ ツ ワ ン ビ が 主役 ! 
足もと は 砂浜 に マッ チ す る 
サン ダル を 合わ せ て 。 


ら 尼 人 


ワン ピー ス 87.000 円 (アク 末 罰 トゥディ オ 
ズ | アク ネス トゥ ディ オズ アオ ヤマ g03- 
6418-9923)/ 中 に 着 た カシ ュ クー ル 33.000 
円 パンツ 25.000 円 (共に フュ ニー | フィ 
ニー g03-6407-8503)Z9 ラ タル 27.000 
円 (ビュー ティ フル ・ シ ュー ズ | ギャ ラリ ー 
オプ. オー セン ティ ラク 0355808-7515) 
ノ ト ー ト バッ ク 12.500 幅 2 ァ | テンペ 
ア トウ キョ ウ 03.3405-5278)/ ビ アス 32. 
000 円 パン グル 41.000 円 ( 基 ほ オー ル ブル 
ー ス | エド スト ロー ム オフ ィ ヌ 03-6427- 
5901) 


nANAKGO 
STYLE 
NG 20 


ドレ ッ シ ー な ムー ド の 
ネイ ビー ドレ ス に は 
ミリ タリ ー ジ ャ ケッ ト と スニ ー カ ー で 
抜け 感 を プラ ス し た い 。 


AD 了 


古人 4 買 D 


ワン ピー ス 63.000 円 (スタ ジオ ニコ ルソン 
1 キー ロ 人 03-3710-9696)/ タ ンク トッ プ 


0135)/ ス ニー カー 19.800 円 (ワク ワ )、 手 に 
持っ た ファ ティ ー グ ジャ ケッ ト (ピン テー ジ 
| 共に アナ トミ カ 東京 anatomica jp)/ カ ゴ 
バッ グ 33.000 円 ( ア エ タ | アル ファ PR 人 03- 
5413-3546)/ パ ング ル 25.000 円 、 リン グ 11 
000 円 (共に アダ ワッ ト トゥ アレ グ | アダ ワ 
ッ ト トゥ アレ グ 合 050-5218-3859)/ 腕 時 
計 は スタ イリ スト 私 物 


075 


ご 


ポリ ュー ミー な バル ー ン バン ツ に 
赤 の ボー ダー! 
海辺 に 映え る の は 、 

や っ ぱり マリ ン ル ッ ク 。 


ら 尼 人 


カッ ト ツ ー』7.000 円 ( ウ テ ィ | ウ テ ィ outl- 
Yelements.com) ノ タン クト ッ プ 10.000 円 、 

手 に 持っ た ポー トシ ュー ズ 15.000 円 (共に ヤ 
ング アン ド オ ル セ ン ザ ドラ イク グッズ スト ア 
| ダー ニー PR g03-6441-2142)/ バ ン ツ 45 
000 円 (スタ ジオ ニコ ルソン | キー ロ な 03- 
3710-9696)/ ハ ッ ト 18.000 円 (カム ズ アン 
ド ゴ ー ズ | アル ファ PR 右 03-5413-3546) 
ノシ ョ ル ダ ー バ ッ グ 33.000 円 (トゥー グッド 
メチ ャ コリ | ワ グ イン ク 全 03-5791-1501) 


076 


nANAKGO 
STYLE 
NG 20 


収納 力 抜群 か ペスト は 
手ぶら 好き に ぴっ た り ! 
デニ ムシ ャ ツ と ショ ー ト バン ツ で 
軽 供 に カッ コ よ くき め る 。 


古人 4 買う 


ペスト 32.000 円 (シュ タイ ン | スタ ジオ ファ 
プ ワ ー ク な 03-6438-9575)/ シ ャ ッ 25.000 
円 (アナ トミ カ パ イ ピッ ク ヤン ク | アナ ト 
ミカ 東京 anatomicajp)/ シ ョ ー ツ 12.000 
円 ( ザ ・ ノ ー ス ・ フ ミイ ス バー プル レー ベル 
| ナナ ミカ 代官 山 枯 03.5728-6550)/ サ ン 
ダル 16.500 円 (ビュ ー テ ィ フ ル ・ シ ョ ー ズ | 
ギャ ラリ ー・ オ プ ・ オ ー セ ン テ ィ ッ ク 本 03- 
5808-7515)/ サ ング ラス 33.000 円 (アヤ メ 
1 アヤ メ 03-6455-1103)/ タ ンプ ラー は 
スタ イリ スト 私 物 


077 


ヾ ざく 史 昌 ざく 日 一 半 


EATETI 


Hanako Beauty ご 


dn-33 も TA 


onoo oi BUGs oleul un[: onoud 


ix Ii っ noueuueA nznS : 18POti (3 つ Y ヨ d auM1) で JeAIlnd ゃ 聞 : 9YPLH 全 Ji 


3 
器 
| 
ニッ トビ ドス ト 22000FB、 ス カー bi IATIVE VILLAGE 03-5422-8044) 078 
の ゴリ レグ 12000 アル スタ ラン ダー ドク ロー ジン グ | フィ ルム 人 03-5413-4141)/ そ の 他 スタ イリ スト 各 物 


Lip 
唇 の 中 央 だ け に オレ ンジ を 
仕込 め ば 絶 妙 な 立体 感 が 。 


ラメ 感 の ある B を 上 下 の 辱 の 中 央 に 指 で つけ る 。 次 に 
D の トレ ンド 感 の ある プラ ウン リッ プ を 直 塗 り し 、 指 
で 全体 を トン トン と 軽く た た いて な じ ま せ る 。 ほど 良 


Point 


Eye 
オレ ンジ の マル チカ ラー を 
上 下 ま ぶた に ポン ボン 。 


B を 指 に と り 、 上 下 の ま ぶた に つけ る 。 上 まぶた は 二 
重 の 上 を 少し 濃い め に つけ る の が ポイ ント 。 次 に A の 
中 央 の 色 を ブラ シ に と り 、 上 下 の 目尻 の キワ 


い ツ ヤ 感 が 出 て 、 立体 的 な 唇 に 。 この 色 を に も 使う と より や さ し し 雰囲気 に 。 


Cheek 


血色 に 近い 赤 を 
ほん の り 類 に な じ ま せ て 。 
類 の いち ば ん 高い 位置 か ら こ めか み に 向け て 冬 め に 橋 
円 を 播 く よ うに 、B を 指 で 薄く な じ ま せ る 。 次 に C を 


少量 指 に と り 、 ポン ポン と な じ ま せ る よう に し な が ら 
血色 感 が 出る まで 少し ずつ 重ね づけ を 。 


さ ク ン イ す -。 し マ オ け 顔色 な こ 、。 の に だ っ し 好 今 使 色 。 を ク ず ら が 
いで スク ご 抜 て ス 全 | ら の に く と チ ポ も けた と た き 日 っ の 最 提 コ さ の 旬 ヨ 
! 出 タ は くけ ` カ 体 ガ れ パ 深 ^ で | イ 仕 で す 藤 メ な は て 和良 近 系 ス ん 連 の 3 
- て ラ 自 好感 椿 ラ の ニニ る | みち ` ク ン 込 な レ 原 イオ そ み さ の し メ “* 載 女 
仙 い は イ 分 き と を と や ッ マ ツ も よ ょ 全 や ト ん く ン さ ク レ ん た や オ て を 藤 “ 優 避 
| る プ で ! 透 取 ア さ ク ル を 出 う 体 り リ "で ` ジ ん を ン な く 色 Il く 使 原 今 に 
条 つ の も 明 ら イ レコ チ 選 せ ど に ツ い チ の “レジ 中 な 合 ガ れ っ リ 回 旬 品 
四 で と よ オ 感 な ラ い スカ ば まい 続 プ る | マ B ま の か る い 二 また カ の の 所 
ん た ぜ ま きく レ の い イ 印 メ ラ ず すい ーー の の クル の し ア ら も が ッ し ワ さ モメ 放 
と ひな す ン あ で ン 象 の | `、 " ラ 感 下 が と チ ` た イ ` の 進 ク た シン ん デイ の 
見 どる ジ る 仕 は に 鬼 が 指 こ メ が 地 今 リ カプ" テ す が 化 コ * ト が ルク ア 
て は ん を メー 上 ブ プ 合 力 多 で ん 感 出 に 回 ッ ラ ラ ム ず いし ス | オ は を | 
み 自 で 使 イ げ ラ わ で い 自 な が る も の プ | ウ を ちっ て メ ン | 山 す テ 
て 分 すっ ク た ウ せ す の 申 ふ 出 だ 仕 メ の を ン 中 や ば い は メガ 之 る イィ 
く メ "た で “ ン て ね も に うぅ て け 込 イ 下 目 が 心 ん いて ~^ イニ 内 こ ス 
内 紀 イ 区 や 全て で お 必 季 雪が か が さや クッ す ち ト 
Use Items 
Hair & make Model 
有 g 
衣 原 リカ < 山之内 すず ge ss si 時 


ふじ わら ・ り か ノ ヘ ア & メ イク アッ プア ー テ 
イス ト 。 日 本 アロ マ 環 境 協会 アロ マテ ラビ ー 
アド バイ ザー。 広告 、 女性 誌 、 テ レビ な ど 多 
く の メ ディ ア で 活躍 中 。 女優 、 タ レン ト か ら 
の 指名 も 多数 。 子ども の 頃 か ら ア トビ ピー 作 皮 
虜 炎 に 悩み 、 肌 に や さ し い 化粧 品 や 食事 で 克 
服 し た 経験 を も つ 。 国内 だ け で な く 、 海 外 の 
オー ガニ ッ ク コス メ に も 詳し い 。 


や ま の うち ・ す ず ノ タレ ント 、 モデ ル 。 恋愛 
リア リティ ショ ー『 オ オカ ミ く ん に は 騙さ れ 
な い ⑦』 の 出演 を きっ か け に 、2019 年 に 芸能 
界 デビ ュー。 日 本 テレ ビ 系 
『 ヒ ルナ ン デ ス ! 』(11:55 
て 13:55) に 、 毎 周 水 曜日 
シー ズン レギ ュ ラ ー に て 出 
演 中 。 


A 洗練 され た 眉 に 。 セル ヴォ ー ク イン ディ ケイ ト アイ 
プロ ウ バ ウ ダ ー 07 3.500 円 、B. 生 や か な 質感 。 セル ヴ 
ォ ー ク イン フィ ニトリ ー カ ラー18 3.200 円 (共に セル 
ヴォ ー ク 人 03-3261-2892) C. リ ッ プ や チー ク な ど 
に 。 ナ チュラ グラ ッ セ タッ チオ ンカ ラー ズ 01C 3.200 
円 (ネイ チャ ー ズ ウェ イ 佐 0120-060802) D. し っ と 
り し た つけ 心地 。 キュ アパ ザー ルー ジュ サテ ン ボ へ 
ン LS08 6.400 円 (フォ ル テ 人 0422-22-7331) 
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4 ん Tese 


[第 20 回 ] minnade miraio 


米ぬか 酵素 洗顔 クレ ンジ ング + ク レイ 


国産 椿 全 身 用 スキ ン ケ アオ イル 


ダブ ル 洗 顔 不要 の クレ ンジ ング に クレ イ を プラ ス 。 洗い 上 が り は し っ と 
り 。 米ぬか 酵素 洗顔 クレ ンジ ング + ク レイ 50g 3.500 円 。 国産 棒 の オイル 
を 使用 。 全身 の 肌 や ヘア 、 デリ ケー ト ゾ ー ン に 。 国産 椿 全身 用 スキ ン ケ ア 


オイ ル 28m 3.800 円 (フロ ム フ ァ ー イ ー ス ト 全 06-6206-3310) 


ロー ズ の 保湿 カ で 
肌 が 喜び に 満た され る 


Jurlique 


パイ オダ イナ ミッ ク 無 農薬 有機 農法 
を 用 い 、 オース トラ リア の 自社 農園 
で 、 原料 の 多く を 栽培 。 植樹 な ど 、 
環境 保護 活動 に 注力 する 。 ロー ズ の 
香り と みず みず し い 三 が 心地 よい 化 
粧 水 。 ロー ズ バラ ン シ ン グミ スト 
100m4 4.600 円 (ジュ リー ク ・ ジ ャ 
パン 人 0120-400-814) 


Apitherapy cosmetics 


みつ ば ちと 共存 で きる 豊か な 自然 環 
境 を 目指 し 、 国内 外 で の 植樹 活動 
蜂の巣 型 属 車 の 設置 や 子ども た ち へ 
の 環境 教育 を 行う 。 ロー ヤル ゼリー 
エキ ス や スク ワラ ン な ど 、 美 容 液 成 
分 を 殴 沢 に 配合 。 薬用 RJ UV プ ラス 
SPF50+・PA++++ 35me 3.800 円 ( 山 
田 養蜂 場 0120-83-2222) 


Hanako Beauty / 


9re つ JTS 


(3NO 1gnOd) IMn53Mi : oxoud 


urzeyl onA xen sae 人 kl oolokl SuGs| 


xwAHS 


が 


s 還 昌 は さき 


Editor's Pick-up! 


エ シ ジ シカ ル な コス メ 


自分 が キレ イ に な れる 

だ け じ ゃ な く て 

環境 や 社会 に 貢献 も で きる 
注目 コス メ を 紹介 し ます 。 
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杉 べ くり SA へ AN 
レベ 臣 呈 ミー 
人 
K せ AA ふ に 玖 條 さり つや まま 
棚 散 時 や ふき で 
| まま た ま まお 
0 人 き K 計 放 や AA 
ー ど ご 時 選 @ 飛 栄和 や の つっ の 6 ロワ 9 生還 四 つ く SN 昌 
に いさ 
放さ ふる 8 号 き SRSS 放せ KRPA 
三 陳 や 来 品 心 更 お や で Sa Y つ 革 じ YYHA 
二 還 じゅ ぐっ し つた SW 所 ド 現 つ 衣 ANAN 
で 枯 て て 記 ざっ SC 
で る し じ ハ ら ゅ 正 開 選 。 
を 本 相 覚 選 陳 つっ HAN で さ 人 年 0 じ っ ね " 慌 せ NNSP 業 うじ 1 マ 
AR さ 穫 HIKX 打 W じ っ ne 苫 人 か " GS ロ 次 @ 塚 人 譲 人 じ jp っ 相 下 衣 旬 きり NE 。 
し じゃ 東 蛇 代 屋 や 豆 じ 付加 才 人 。 G 電 人 定 抽 衣 ロ 出 介 各 和 再 っ 財 で R 丘 っ 因 間 や や や お | P 
KR っ に っ 
っ い oNINA 篤 Sre" SNEK 避難 CPpWNSP" 臣 つ 須 半 幸い かー 皮 合 セ モ ーー 
ミュ GSS し SA っ 男 G 語 属さ 。 加 才 押 っ 対人 昌 SOS 閲 
に に で っ っ 、 ご ー ご 戻せ 中 名 計 の 名 所 相 


「 選 時 丘 ロ 中 人 直 6 玉 り 7 


NeG" に K 肛 や 号 公 的 慌 っ 革 や じ 


と で 環境 が よく な る アイ テム 作り を 目指 し 、 2010 年 に 


誕生 。 2014 年 か ら カ ン ボ ジア で 始め た “ 森 の 吉 知 プロ ジェ クト ~ も 高く 


ファ ア ワード エ シ カ ル 部 門 」 な どの 賞 を 受賞 し て いる 。 


評価 され 、 2017 年 「SDGs ビ ジネス アワ ー ド 大 賀 」、「2017 年 グッ ドラ イ 


使っ て 生活 する 


6 由 G 層 名 舞 著 つ つい 負 団 コ K せ へ A よ KK て さ ロ 大 生 つ ら 5 。 を RS 
つじ 尽 S レ こら ご 汗 ボ や ズ 色 糧 人 じ っ W" oNUDNYS 理 RIK 人 到 生れ 】 
本 机 析 ね うず SS で NTK を N ホ ヤーG 看 上 に た は まお 
し さぐっ 、 選 やり 生 で Ph" 信じ っ ne で し 5 RNN 月 
請 罰 部 中 炒 全 肛 析 志 馬 N で 録 べ 砂 ン NYI ト NG 吾 o Itt< 
ふ AAAN、 し つ " 往 お HH 来 合 。 p 識 W め 科 人 NGN ロ ヘッ p 下 : 提 衣 た も も 
で る 崩 人 6 補 お いさ 拓司 に 泊 や 引 殺 区 所 ロ 昌 交 宣 ス ユー 公 9 回生 ASPNA 
駅 し 語 弄 つ ン " つ 公 p 米 号 和 ね O 。 teD つ 公 織 相 " っ 
ささ コリ 代 YESY ささ りさ 2 
6 手 で Ne 因 手 三 人 W 補 さて ロ じ WONG R へ 素 入選 畠 三公 暗 括 号 公 W 
で しゃ 」( ト ロコ トト ー ャ ーー 所 いっ me 釘 庄 へ K 江 ト し じゃ" 皿 弄 1 3 
拉 坦 ・ 攻 本 和 0 く ) 6 ズ ロ NT し p 表 較 パ 机上 克 

外 終 剛 和 人 @ 和 立 HH 陸羽 仏 許さ つ じ 更 訟 つも っ や 
つ ” 志 人 Q) リ レ マ くせ pe 妖 螺 6 っ 心 X ス トー 寂 准 " 呈 作 し ゃ 7 
し 閣 つ と ue 細 STKX せ KJ 束 必 や 公 天 わ 理 民 じ 也 BK ン きる ささ 「 ト と 
ホー 人 国共" ME で 前 の 拍 振 科 。 く SQSNG つ 時 じ 医 貢 日 も に ます: 
NT ト さ 生葉 むしっ" で 屋 公 計 WM やじ 上 人 到 下り SKK き 
「R へ 稚 代 し せ 虹 話 G 思 人 る 必至 N ぐ ロ 必 村 を 対 條 6 っ お 周 の で 導き 
守 洋 も" 楼 苦 G 健 る へ 公 層 京 要 量 晶 括 号 ロ X ヘ トー 人 お で や 況 了 つ 0 > 半 A h 
ロ 和 0 じ っ Yeh" Ni し 弄 水 も やせ 穫 っ つ 7 吉 和 6 や で" 記せ 本 . 問 き RSNI 
慌 っ 時 いじ 介 hie * 様 @ 改 。 持 社 人 PNGUD つ 入隊 括 G 旧 隊 り は あれ を も 


Brand Profile 


年 N ロ AH ヘイ て 、 区 青玉 づつ 選 " K 
史 坦 に 掛り つじ 医 弄 じ 皿 載 も 
1@ く ー ト 角 塊 " WG<ー ト 公 ぐ 臣 
で 名 砂 TKx ロ 居 つ じ っ 6 
” 凹 尾 じ せ "回 三 臨 翌 納 斗 画 G 表 
競っ 己 血 直 te 要 6 環 的 弄 レ K ャ 


や い 亜 Ste、 り っ 心 髪 図 9 還 ei) 
や 公 。 一 ら ご の 結 宮 @ 来 栄和 te の 過 
選 じ っ jim" FSS レ で っ WW、 7 
SJ0 Gi トミ トーK” WS 昭 ⑯ 
TK ス 包 団 の つじ ホン マロ 人 往 つ 
しめ zQete いで つっ し セ 」 


081 


パン ラボ ・ 池 田 浩明 連載 


ーーーーーー ーー 一 一 ーー 


で で る せき る 8 
BAKERY し ロ 言 人 る 5 馬 史 っ 
に 立 導 ? 人 ン B 
rotE sy | きち きき や 1 人 訟 で 他 や く へ 認 剛 量 G 
NO 0 | SS* 者 る りき きき YS KKw QMS つ fe" 
M SS まま も pr つ まき つつ 
約 躍 咽 へ 3 さや 基き ーー、 ます 所 所 ち で 3" 公 い で コン WO 相 
46 は ま 上 お が 本 員 | た お を 全幅 =" ( 々 ー せ AN・ 玉 ユー 
: * 中 主 AD) 
0 8 AN | 計 き きさく き こく 恒 加 茹 まま ハ か ・ く さり ャ ) 所 邊 若く も. 財 
2 半 全 必 に 作り トー まり S「R ヘ て ニー ト ユ トン 
ヽ 凸 uH ie で 京 ? ID さき 
お SA キー 志 選 ーー AA る の で OL 渦 当 0 い ロ 代 RG 
ーー る や ぶさ マン っ 守 合 要 ら 


w ロ ASA" や 公 ” 指 田 や SG 
個 つ も せ 狂 OS 人 る で 7 

「 遇 甘 令 公 稼い し "を ユ 刀 っ りり 
や 弁 0 到 旨 お 」 

や で SWYouTube し 嘱 6 トト 
ペド 較 尋 時 ミト ハー 
ュー) Gu"「 皿 終 手 を GD 人 
u リ ヒビ だ 0 に に の だ 3 う さい 
っ 」 い ペロ AA く へ WeG 和 人 
で " 臣 つ 居 " 遼 搬 る 所 り ヨ n? 
Ia 人 W 肛 っ " 商 畑 G 甘 三 態 暴 
人 や 拉 羽 屋 塊 や 占 W せ つ 人 合羽? 
怪 馬 6G っ とめ 6G 如 圭 ン SHm 団 ? 
っ 6 HGNeH6t0 ろ マン 人 NSP” 骨 G 
聞 さ ーー いら 氷 想 各 や や じ っ n" 

層 せ ふじ 里 表し E 応 私 じ WW 
Ne (CK・ 尼 ミー ロロ)》" 晶 蘭 G 
ふ K て INA し へ 史 癌 っ し っ む 
汗 | KG" 南米 宏 く E 
で 竹 角 友人 ら ロ 人 帆 令 公 疫 
周 所 代 シス 収 ロ "「 に へ 画 者 つ 刀 
ee 和 を で 」 ざ っ 心 好 人 G 揚 窯 葉 
つや で" 避 凶 つ り DOKE 応 * 

人 8 季 も で りつ つっ うこ へ 机 く 
POD で しめ ぐっ や っ "No 守 
に で さこ ささ こさ さ に WO 放 (3 
PMTC 人 EN いい 
や で お っ リ で し め 友 のり? 拉 代 で 
ヤン te 揚 め 暗 棟 こ へ S ユ "畠中 
こく へ 坦 さ リポ ー ミ K ふ ー" ロ ロト 
恒 届 塞 せつ S 妃 昭 飛 ホ ヤー ロ カ 
「 民 忘 」S し WW じ っ re 
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バネ ・ ポ ル チ ー ニ 


PANE PORCINI 


[ 大 阪 府 大 阪 市 ] DATA 大 阪 キタ の 路地 に ある "ポルチーニ 村 "。 イタ 
リア ン か ら は じ ま り 、 ベー カリ ー、 パン 飲み バー、 シャ 
ルキ ュ ト リー と 系 列 店 が 連なる 。 者 フォ カッ チャ 、 も 
ち パ ン 、 ク リー ム パ ン な ど 、 食欲 を そそ る “ずる い バ 
ン " が ずら り 。 通 販 サ イト (porcinlthebase.In) で パン も 


珠 行 自家 製 シャ ルキ ュ ト リー も 取り 寄せ られ る 。 大 阪 府 
玉 列 大 阪 市 島 区 福島 5-10-29 な 06-6451-8001 (OB: 
00 一 21:00 ( 金 土 一 24:00) 全日 休 、 ほか 不定 休 あ り 
の の 
バ 先 
ン に 
を あ 
お る 
取 
」 り 
( せ 
e 


お まかせ パン セッ ト 3.240 円 (税込 送料 別 ) 。 左上 か ら 時 計 回 り に 、 者 フォ カッ チャ 、 メロ ン バ パン 、 レ ンコ ン と チキ ン の フォ 
カッ チャ 、 ほ うれ ん 草 カ レー、 ベーコン エピ 、 ソ ー セ ー ジ カレ ー の フォ カッ チャ 、 も ち パン 、 野 菜 の フォ カ ッ チ ャ 。 撮影 時 に 
は ほか に も 10 種 の パン が 同 森 され て いた 、 超 お 得 な セッ ト 。 食 事 パ ン だ け で な く 、 具 材 入り の パン が 入っ て いる の も うれ し い 。 


ベー キン グ ・ ガ レー ジ ・ ハ リマ ヤ 


BAKING GARAGE HARiMAYA 


[和歌 山県 和歌 山 市 ] 


DATA 完成 まで に 3 年 を 要 し た 、 西 海岸 スタ イル の 
「 カ ント リー プ ブレッド 」、 自 家 製 稔 の 小 粉 を 使っ た 「 全 
粒 粉 100%」 な ど 、 小 実 の お いし さ を まっ すぐ に 表現 
し た 食事 パン は 、 焼 きこ ん で いる の で 日 持ち し 、 数 日 
か け て 食べ られ る 。「 こ の パン と いっ し ょ に 何 食べ よ 
うか な 」 と 、 料理 欲 を 刺激 する 。 通 販 の 告知 は Instagra 
m (@hayatotabita) で 。 @ 和 歌 山県 和歌 山 市 者 屋 5-7- 
58 全 073-460-7825 ①11:0019:00 人 日 月 価 


。 テ NHNSV> 刷 千 


の で 弄 へ oO 罰 短 8 涯 ご 


オス ス メ セ ッ ト 2.750 円 (送料 別 )。 左上 か ら 時 計 回 り に 、 有 機 チ ョ コ プ リ オッ シュ ベイ ザン ヌ 、 カ ント リー プレ ッ ド (アメ リ 
カ 西 海岸 モエ ント ラル ミリ ング の 小 論 共 な ど )、 ク リス ピー トー スト (北海 道産 ゆめ ちか ら 、 キタ ノ カ オリ )、 カ ル ダ モ ンロール 、 
キタ ノ カ オリ 全粒粉 100% (北海 道 の 自然 栽 生産 者 ・ 中 川 諾 場 の キタ ノ カ オリ を 自家 製粉 )、 ク ロワ ッ サ ン 。 
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瓦 避 つ ツマ 信 NN や キー「K ル で ミ れ 1" 


舞 十 | 回 で * か ww tb く と Ve ヤ ど 衣 全 て 6 昭 っ 信 提 0 お さ ANP つ お 
や 人 元 屋 到 中 む レ ビン の G つ せ " 


Se AS 
ey 0N D - 


加 @ 介 抽 っ 心 ず ” 選 つ や や ヤー 
っ Q く 時 人 畑 公 玉 お "JJG「K ル マミ 
MK よ ト て ] 4 照 っ 跡 公 くべ RS 民 っ せき 
心 じ か "の 届 選 時 選 揚 唱 回 つね さ へ 
や 性 @ 培 時 は きじ っ no 明 四 K ル で ミ 
0 く " 4⑭ の せ マ くさ S 選 乱 征 0 レン 
n じ っ otn ひじ し かち * 

洒 上 せ く ペ ー 坦 で 待っ 記 @4 届 料 補 
柳 中 せ M 必 8 る る 代 マ "「 | 里 忌 ) や 揚 
し NN サーG さ AMRS 人 SO 8 
つっ くつ キ 謀 っ 公共 」 つり 照 0 8G 勾 臣 
SC 人 やむ しか" お 8 ひっ 0 8 ト 中 d 
N ミ KG 鍋 畠 中 せ ” 親骨 時 下 SS せく ミ 
ハー 拒 忌 G く GS の G ざ っ 仙 ら "「S さ 
拉 さ 所 っ つき っ くし つき 」 つ 照 
じ レス っ KG の 館 じ つ お ね? 

記名 年 @ 現 G 3 押 中 せく ペーG ギ 皿 
曲 ざ つ じじ S ツ ” 己 @ 昌 粗 直 人 る つ ” 理 


の CO と 168 SN モ 倫 下 GA 導 っ 
喝 人 る Q 宮 っ つっ ざい 令 つ e り 人 太 0 じ 単 に な 間 きる そう 人 導電 
過 トラ R 畠 つ 半幅 百合 半 。 SOT の や 
づつ っ ざっ 心 昭 っ 公 富 ツマ 夫 やつ お " て 芝 WSG 四半 aa ざ 家 当 km レ で 
まう 21S きく 
人 っ Q つ っ KN で さや せる ざり の 全 計 社 持 時 持 計 時 も が 
と まっ! 1 SE 6 M 
4@ 選 さ 上 耶 し 半 人 OSP 語 時 > 当 さと JYR ゃ 本 さき 8 き 98 さ TS 
1 < っ ど コ > 人 
に 2 人 間 捉 て : 全 すす まや 所 半 さ じ セ さ 
G” 選 仙 6 1)J を 中 押 G 本 寺 の 敬 垣 っ 祥 皇 周 き パ を 路 き 史 人 境 ざさ 表 尽 へ nm ィ や 
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Checki 


地 つ 刀 " 守 十 鳳 賑 G へ や キー ユ ヽ AWS 王 
押 任 SGN ト キー コツ つ レ | 晒 路 己 納 理 か 
GSK ル て され 0 く し" 中 忌 せ お 選民 
っ 融 じ 畠 っ 己 補 や GA や さ 侍 NN キー 
し つむ 到 させ る 0 ささ つ な し じ れ 
恵 つっ "JE 必中 る くね GS K セ 
で ミド ルー ふ NN エー ロ つ じじ 褒 6 届 り っ 
必 ト マト トド つね " 

野 @ 培 加 せ "中 革 次 所 國 " 器 和 を 
KNー ハ 志 博 0 じ " MS る の る つも 0 鍋 
し ′ きく さい の 吾 っ 赤 加 " 6 じ G 
加 侍 Q 生 伴っ 人 る R っ っ XNGNN キ 
ー し つ お 。 っ Q 革 さく 思 多 市 GS し で ・ 
KS FI こ に も. だ まく 

堀 史 JJGK ル で され ぐ 公 KK ス 又 " 

せつ 信じ ふせ ー 電 詞 っ ね ざっ 愉 選 を 7 
坦 昌 人 0 さ 公 0 っ れ 0 食 6 中 1 さ ざ | 音 半 
0 お さっ 避 漂 の ね ツ 0 く 斑 06 つね" 

韻 GWP 届 hmTAWO や et 避 B 持 で 
せ GE/ 方 字 GS 人 る Q 了 っ ね トマ ) ト トレ 
"へ 属性 交 堪 レン 0 お 所 
| 決 ロ " 半 や つじ ね や や キーG し 


っ が 


相称 ピュ 
ニニ S 医 や 
SE 四半 
| きき ぶ ピ 
) Ax 上 oO 
と と っ 
EN : まま 
eS 
日 島本 衝 
G B き 意 門 さ 
に を: 
ら ざる k 
に 拓 さす ョ 2 


いい 


シ 


りり LGSGK ル で さく SG っ 羽 “ 


な め ら か に 乳化 させ る の が ポイ ント 。 顔 の 表情 は お 箸 と スプ ー ン で 。 


生地 の ムダ が 出 な いよ うに 抜き ます 。 


材料 が シン プル な の も 特徴 で す 。 


一 手間 が 大 切 。 


粉 を ふる う 


チョ コ に くぐら せ て 髪形 を 整え る 。 


[材料 ] 5cm の 丸 型 12 枚 分 


K ル て ミコ ロー トト ふせ ー 


し WQ お 下 法 民 品 細 的 っ Q っ W 皆 つ 語 お 
や っ 心 羽 呈 尽 や じ 巡 8 ト さ AA 緊 GK ド マミ 
斗 否 せ 刀 や や お 代 G じ "足し GR の 


ビー ナツ 7 パター 


く な る まで さっ くり 混ぜ る 。 
3. ラ ッ プ を 敷い た 上 に 生地 を 取り 出し 、 め ん 


1. ポ ウル に A を 入れ 、 泡立て 器 で な め ら か に 
棒 で 7mm 厚 さ に 伸ばし て 丸 型 (な けれ ば コッ 


な る まで よく 混ぜ る 。 
2. 薄 力 粉 と 塩 を ふる い 入れ 、 へ ら で 粉 気 が な 


プ な ど で も ) で 丸く 抜く 。 竹 率 や スプ ー ン で 


[作り方 ] 


並べ 、 160 度 の オー プン で 
25>30 分 、 よい 焼き 色 が つい て 、 真 ん 中 を 押 


顔 を 描く 。 天 板 


し て みて 固く な っ て いれ ば 焼き 上 が り 。 冷め 
た 後 、 好み で 溶かし た チョ コレ ー ト を つけ る 。 


0 さく" 
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MONTHLY 


REPURT 


ハナ コラ ボ パー トナ ー が 話題 の スポ ッ ト や 


旬 の イベ ント を いち 早く 体験 取材 。 
その 魅力 を 余す と ころ な く お 伝 え し ます 。 


Tr 
1 
ハナ コラ ボ 公 式 Instagram ! 
@hanako_lab | 
ハナ コラ ボ の アカ ウン ト で は 、 バ パー 1 
トナ ー の 活動 や イベ ント レポ ー ト な | 
ど を 公開 中 。 イン スタ ライ ブ 以 外 に  ! 
も 、 フ ィ ー ド で は 「# ハ ナコ ラボ の お 。 | 
うち 時 間 」 で それ ぞ れ の 過ごし 方 を 。! 
紹介 し て いる 。 今回 の 外出 自重 期間 
に 合わ せ て 始め た この イン スタ ライ 
プ だ か 、 今 後 も 不定 期 で 開催 を 予定 。 
詳し く は アカ ウン ト を チェ ッ ク ! 


が 
も 
お 
業 
し 
み 
5 


で 
楽 
じ 
い 
で 
す 
と 
主 
時 
PS 
内 
後 
の 
ラ 
ィ 


1. 第 2 回 。 細川 美美 さん (@humihosokawa) に よる ライ プク 
ッ キ ング 。 赤ワイン に 合う 大 人 な ナポリ タン を 教え て も ら っ 
た 。 事前 に 公開 し た 材料 を そろ えれ ば 、 一緒 に 料理 に 挑戦 で 
2. 第 4 回 は 、 谷 興 由 起 さ ん (@05yuki13) が オプ ラー ト 

アー ト を レク チャ ー。 ロゴ を 転写 し た 特別 な トー スト が 完成 。 
3. 児 島 麻 理子 さん (@mariccokojima) が 登場 し た 第 7 回 で は 
"お うち パー" を 開店 。 簡単 に 作れ る カク テル で 乾杯 。 4. 時 に 
は トー ク も 。 前 田 紀 至 子 さん (@ki45m) か ら は 美容 の お 話 。 


きる ! 


THEME: 


イジ スタ ライ プ ブ で 
お うち 時 間 を 共有 ! 


家 に いる 時 間 が 長く な っ た 今 、 
ハナ コラ ボ バー トナ ー の 得意 分 野 で 
素敵 な 過ごし 方 を 教え て も らい まし た 。 


科 こ ら 


分 の 。 も 生 ラ 説 マ 香 了 チ え い 酒 に 
* 厚 区 イイ 活 イ や ス さ アア で て な に よ 
音 さ め ン す プ ク ん ダ も を さ 詳 る 
段 を て 有 タ る テ お で か ン ら ん し ラ 
よ 実 ハビ 羽 1 う も ら サ っ に い イ 
り 感 ナ ュ 村 マ ちか 簡 | た は 児 ブ 
た し ヨコ | 萌 は 時 わ 単 と "お 島 ク 
くま ラ し さ 幅 間 い スレ し 運 酒 麻 ツ 
さ し ボ た ん 広 の い ト て 動 の 理 キ 
ん た バ パ "に く 美 ヘレ 活 不 楽 子 ン 
会 ! | は 開 容 ア ッ 曰 足し さ グ 
話 ト 現 催 ト ア チ し 対 み ん の 
で ー ナ 地 "| レ の た 人 策 な ` ほ 
き 対 | の 海 ク ン 講 加 に と 伊 か 
る 一 の 様 外 な ジ 座 藤 は を 藤 
の な 大 子 で と ど 解 も 妥 教 ひ お 


phoro : Takashi Yamaguchi (SIDE-B COOKING) rexr : Mo Tokai (REPORT, TOKYO. KANSAI. TAIPEI), Renko Arakawa (HAWAII) 


Navigator 


土屋 志 織 


つちや ・ し お り ノ ハナ コラ ボディ レ 
クタ ー。 ステ イ ホ ー ム 中 に 30 代 に 突 
お うち 時 間 に も 才能 豊か な ハ 
ナコ ラボ パー トナ ー ズ に 側 激 を 受 


入 ! 


け 、 女 っ ぶり に 磨き を か ける 日 々 。 


三 半 き ーー 


で 中 出 評 菊 再 や wt 河 洒 


ユ 寺 由 メ ー\ 。HH 否 美 石 湾 相生 ゆす 
EE に か 、 だ 3 たり) だ たり 


sir(i の て 温 放 穫 部 Mi 
さ AY へ 人 姓 叶 剛 け 8ー ふ NT ヽ 


由 叶 NN ロン mt へ せき は テア VRS 
選 吉 tu し 未 き 伴 井 古 信 一 キ ーー 


結 NNH サ と の 9 閉 口 計 9t0K9t 
7 。(e 計 習 前 滞 さ 券 帆 普 。 皇 9 ご 


W み と 半周 きり 台 そ NX へ MI 
届 足 琴 語 注 避 四 (( 語 時 8 区 


全 盟 決 古 隅 其 


。 隊 星 両 トー 出光 


EN 


1VNIO「 5] OBueH 


| 0207 | 


020'10A 


1VNNO「 8] 9】eueH 


0207 


020'10A 


LOOKIN6 


料理 は し た いけ ど 、 楽ちん な の が いい ! 
そん な 女子 の も う 一 面 (SIDE-B) の 願望 を 
叶え る 簡単 レシ ピ を 、 細川 美美 さん が 紹介 


THEME : 
缶詰 が 織り な す 、 
夜 更 か し の パエリア 。 


大 き な 声 で は 言え な いけ れ ど 、 
「 風 味 」 を 操 れ ば 缶詰 は 堂々 と 使え ます 。 
バエ リア だ っ て 、 ち ょ ちょ いのち ょ い 。 


細川 美美 


誠 認 ほそ か わ ・ ふ み ノ フー ド デ ザ イナ ー。 
ロケ 弁 プ ラン ド や レシ ピ 提 供 、 メ ニ 
ュー の プロ デュ ー ス を 手がけ る 。 


CHECK 
ーー oo ま 油 大 さじ 1/2 を 引 
き 、 大 根 を 焦がす よう に 炒め た ら 取 

Hanako.tokyo と も 連動 ! り 出 す 。A と サラ ダ 油 を 入れ て 香り 


web 限 定 の レシ ピ も チェ ッ ク 。 を 出し 、 水気 を 切っ た 味 付 缶 の いか 


と 赤 躍 、 酒 、 番 油 を 入れ て 炒め る 。 


湯浅 望 


Actom 


Namake_lh 女性 らし く フ ァ ッ ショ ナブ ル な イラ 
@ 


スト で 、 国内 外 か ら 注目 を 集め る 。 


可愛 すぎ る イラ スト 動画 は 必見 ! 


水彩 絵の具 や 万 年 筆 を 使用 し た イラ スト が 人 気 の 
湯浅 さん が 、 YouTube チ ャ ン ネ ル を スタ ー ト 。 下 
描き か ら 仕上 が り ま で 、 一 つの 作品 が 完成 する ま 
で の 制作 プロ セス を 紹介 ! 花 や 果 物 を 組み 合わ 
せ た ミ クス トメ ディ アア ー ト は 圧巻 で す 。 


練習 方 


【 材 料 】 


A [ね ぎ (みじん 切り )…1/2 本 、 生姜 (みじん切り) 
いか ・ 赤 上 員 の 味 付 缶 … 各 1 缶 、 大 根 ( の 目 切り ) …5om、 酒 ・ 番 油 … 名 大 さじ 2、 米 …1 合 (と が 
油 … 適 重 、 サ ラダ 油 … 適 重 、 九条 ね ぎ …1 本 、 し し と う …4 一 5 本 、 お ろ し 生姜 …500 円 玉 サ イズ 、 白 ご ま … た 


10 円 玉 サ イズ 3 枚 、 に ん に 


【 介 9 カニ ーーーー 


1 の 大 根 と 水 を 入れ て 玩 騰 し た ら 、 
米 を まん べ ん な く 振 り 入 れ 強火 で 9 
分 、 筋 火 で 12 分 の 順番 で 炊く 。 最後 
まで フタ は せ ず 、 触ら ず 、 じ っ くり 
待つ 。 これ は 混ぜ な い の が お 約束 。 


ゆあ さ ・ の ぞ み ノイ ラス トレ ー タ ー。 


深夜 の オン ライ ン 
飲み の お 供 に ! / 


ニー 


小口 切り に し た し し と うと 南 め 切り 
に し た 九条 ね ぎ 、 ご ま 油 (適量 ) を 強 
火 で 10 秒 到 炒 め て ボウル に 移す 。 お 
ろ し 生姜 と 白 ご ま を 和え た ら 、 2 に 
の せ て 完成 | その まま 食卓 へ 。 


ハナ コラ ボ パー トナ ー の 
最新 の 活動 情報 を 
編集 部 が レポ ー ト し ます 。 


広野 愛 


ひろ の ・ あ い ノ デザ イナ ー。 文化 服 
義 学院 卒業 後 、 衣装 デザ イナ ー を 経 
て 、 自身 の プラ ンド を 立ち 上 げ る 。 


と っ て お き の 一 着 が 見 つか る か も 。 


広野 さん が 手がけ る プラ ンド 『AIHIRONO」 の オ 
ン ラ イン ショ ッ プ (aihirono.katalok.ooo/ja) が オ 
ー ブ プン! 長く 着 られ る 上 質 で お し ゃ れ な ドレ ス 
や パン ツ 、 快適 に 過ごせ る ラウ ンジ ウェ ア な ど が 
そろ いま す 。 お うち 時 間 に ぜ ひ ア クセ ス し て みて 。 


トナ ー の パー ソナ ル に 
スポ ボッ トラ イト を 当て た 新 コ ー ナ ー。 
普段 は 見 えな い 素顔 に 迫り ます 。 


Vol.03 : 


前 田 紀 至 子 


旅 と 美容 を テー マ に し た 記事 が 人 気 の 
前 田 紀 至 子 さ ん 。 楽し く 仕事 を する 
た め に 大 切な こと を 聞き まし た 。 


ライ ター と し て 独立 し た 頃 は 仕事 が あま り 
な か っ た の で 、“ な ん で も 引き 受け ます !" 状 
態 。 そ ん な 中 で し た 仕事 の 一 つが 明 馬 
コラ ム の 執筆 で し た 。 そ の 記事 が きっ か け に 
な っ て 、 競 馬 の ド バイ ワー ルド カッ プ を 取材 
させ て も ら っ た こと も 。 

旅 の 記事 を 書く と き は 、 な る べく 同 世 代 の 
女性 に 綿 く よう に 、 そ の 土地 の ロー カル な 鬼 
力 や 気分 を 盛り 上 げ る ファ ッ シ ョ ン の こと な 
ど に 触れ て 書く こと を 意識 し て いま す 。 そ う 
し た こと が 積み 重なっ て 、 だ ん だ ん と 観光 局 
や 航空 会 社 、 ホ テル な どか ら 旅 に 関す る 取材 
依頼 が くる よう に 。 ま た 、 も と も と 美容 が 大 
好き で 、 旅 を 重ね た か ら こ そ 気づい た 、 頼 リ 
に な る スキ ン ケ ア や コス メ の 情報 も 発信 する 
よう に な り ま し た 。 記事 を 書く 上 で 大 事 に し 
て いる の は ライ ター の 視点 と コン シュ ー マ ー 
の 視点 を 両立 する こと 。 旅 の 取材 は 移動 も 多 
く 、 過 密 ス ケ ジ ュ ー ル に な る こと も 。 ハード 
な 日 々 で も 体調 を 崩せ な い の で 、 自 律 神経 を 
整え る た め に サウ ナ に 通い 出し た と ころ 、 見 
事 に ハマ リ ま し た 。 サ ウナ に 入る と 睡眠 の 質 
が グン と 上 が っ た ん で す 。 

旅先 で 多様 な 文化 に 触れ 、 美 容 や 健康 に つ 
いて も より 深く 考え る よう に な り ま し た 。 こ 
れ か ら は 今 ま で 以上 に 物事 の 本 質 を 問わ れる 
時 代 。 こ れ ま で の 経験 を 通じ て 、 エ ッ セ ン シ 
ャ ル な 情報 を 発信 し て いけ た ら と 思い ます 。 


Profile 


まえ だ ・ き し こ / 大 学 在学 中 に 光文社 『JJ』 で 読 

者 モデ ル 、 ライ ター と し て 活躍 。 独立 後 は 旅 と 美 

容 を 軸 に 執筆 する ほか 、 ブ プランナー と し て も 活動 。 
Hanako.tokyo で 連載 中 の 前 田 紀 至 子 の BEAUTY 

トラ ベル 』 は 第 2、 4 水曜 日 更新 。 


心強く て 大 切な 相棒 、 

グロ ー プ ・ ト ロッ ター。 
大 きい サイ ズ は 長期 の 海外 取材 用 。 
中 サイ ズ は 3 一 4 泊 、 一 番 小さい サイ 
ズ は 国内 旅行 用 、 と 使い 分 け て いる 。 
"軽く て 丈夫 な グロ ー プ ・ ト ロッ タ 
一 は 色 違 いで そろ える 楽し み も 」 


ん ル 年 


前 田 さ ん を つく る 3 つの こと 


整え て くれ る グッ ズ 。 


こだわ り が 詰まっ た 旅 の 美容 アイ テ 
ム 。 「 ス キン ケア 用 品 は 小包 装 で は な 
く 、 現 品 の プラ スチ ッ ク ボ トル タイ 
プ が 軽く て お すす め 。 ミニ ボトル の 
香水 も 欠か せま せん 」 


いち ご の サウ ナハ ッ ト で 
サウ ナ 時 間 が さら に 楽し く 。 


キュ ー ト な いち ご の 形 を し た サウ ナ 
ハッ ト は 熱 か ら 髪 を 守っ て くれ る ア 
イ テ ム 。 「 ス パ ラク ー ア と SAUNA H 
AT FACTORY の コラ ボ で 、 発売 当日 
に 並ん で ゲッ ト し まし た !」 


Phoro : Narsumi Kakuco text: Mariko Uramoro 
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東京 、 関西 、 台 湾 、 ハ ワイ の ハナ コラ ボ パー トナ ー た ちの 
イン スタ グラ ム か ら 日 常 を の ぞ き 見 ! 


INSTA PICK UP 
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」 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
| 
1 
! ト 」 へ 。 昨年 、 安 全 上 の 理由 で 圭 希 永 さん 日 く 、「 形 は いび つ だ けど 、 
1 され て し まっ た ん だ と か 。 また 旅 味 は お いし か っ た 」 そう ( 笑 )。 お 
| 行 に 行け る 日 が くる と いい で すね 。 うち 時 間 に 作っ て みよ うっ と 。 
O # お うち で 旅 気分 # 手 作り 
と 
1 
さ 安原 谷 香 高橋 時 人 
O @reika_yasuhara 『 @rika05181 ! 
| 安原 さん の 愛犬 、 ポメ ラニ アン の ある 日 の お や つ は 、 水 出し 紅茶 で | 
! ぽん 子 ちゃ ん は 元気 いっ ぱい な 女 作っ た フル ー ツ ティ ー。 馬 に 冷 、! 
| の 子 。 この 日 は 、( ミ スタ ー ド ー ナ 水 を 注ぎ 3 時 間 ほど 抽出 し た ら 、 1 
| ツ ) の 「 ポ ン ・ デ ・ リ ング 」 を イメ は ち み つと キウイ 、 プル ー ペ ベリー、 | 
1 た 写真 に トラ イ 。 まん 丸 の リ ん ご を 入れ て 完成 高橋 さん は | 
| 可愛 い 腹 が 魅力 的 | 一 購 で ぼん 水 の 代わ り に 冷凍 し た レモ ン を 入 | 
! ちゃ ん ファ ン に な り ま し た 。 れ た そう 。 写真 映え も ば っ ちり 。  ! 
| # ボ ポメラニアン # お うち カフ ェ H 
1 1 
I 1 
1 伊藤 智 亜貴 田中 泰子 H 
天 プ @chiapumig 細 @yacococo ! 
大 阪 府 高槻 市 で 毎年 春 に 開催 し て 近所 の 花 必 に ある モッ コウ バラ を | 
と いる "こい の ぼり フェ スタ 1000」。 失 共 する の が 好き な 田中 さん 。 毎 | 
テー 残念 な が ら 今年 は 欄 び に 行け な い 年 さま ざま な 表情 を 見 せ て くれ る  」 
た め 、 昨 年 提 影 し た 写真 を 見 て 行 そう で 、 昨年 は 花 が 天然 の ハー ト  ! 
の っ た 気分 に 。 青空 を 泳ぐ 1.000 匹 形 に 隊 い て いた ん だ と か | この 1 
と の カラ フル な こい の ぼり は 圧 巻 ! 春 も 色 鮮やか な イエ ロー の 花 が 滴 | 
デ 来年 こそ は 行け る こと を 祈っ て 。 開 。 写 真 も 春 ら し く て 素 重 で すね 。 | 
1 # ボ ー ト レー ト 部 Rg コウ 6 
1 1 
1 う ェ イル シュン ュー アン 1 
| 時 各 和 度 愉 安 1 
= @waawei @milliototo ! 
ココ 台湾 を 中 心 に 活動 する シン ガー ソ ライ ター の ロ さ ん の イン スタ グラ  」 
co ング ライ ター、 ウェ イ さ ん 。 この ム に は 、 食 べ 物 に 関す る 記事 が た 1! 
日 は 、 日 本 発 の 高級 食パン 専門 店 くさ ん 。 こち ら は 、 レモ ン や プラ 。 i 
ミ (SAKImoto bakery〉 へ 。 店 内 で ム 、 梅 な ど フ ルー ツ を 漬け た お 手 
> は 食パン を トー スト し て 食べ られ 抽 の 果実 酒 。 自分 で 作っ た お 洒 は 1 
る そう で 、 ウェ イ さ ん は お 持ち 帰 格別 | さま ざま な 形 の ビン は 並 
ビー リ 用 も 購入 し た そう 。 ん で いる だ け で 可愛 いで すね 。 ! 
1 # バ パン 活 # 果 実 酒 H 
1 1 
I イレ シャ テ E 1 
1! 。 Shaylen Chang 夫人 Mindy Koenigsfeld H 
1 
エ < も eshayyylen 替 @mindykoenigsfeld  ! 
ハワイ で 5 月 1 日 は 「 レ イデ ー」 と オア フ 島 東側 に ある 「 ハ ロナ 潜 吹 1 
コ よ ば れ 、 お 花 の レイ を 作っ て 贈り き 穴 」 は 、 ミン ディ さん の お 気 に | 
ミ 合う 習慣 が あり ます 。 今 年 は イベ 入り スポ ッ ト 。 波 が 荒い の で 、 泳 1 
ント な ども キャ ン セ ル に な っ た け ぐ と いう より フォ トス ポッ ト と し 上 
ア ど 、 シ ェ イ レン さん は 友人 と バー て お すす め 。 外出 制限 され て いる 1 
に チャ ル ・ レ イ ・ メ イキ ング ・ パ ー テ いま は 、 写 真 を 眺め な が ら 次 に 行 | 
ーー イ を 企画 し た と か 。 楽し そう ! く と き の 計 画 を し て いる そう ! ! 
1 1 
1 1 
1 1 


斉藤 アリ ス 
@cafeali 


最近 は 旅 の 思い 出 写真 を 見 て 、 気 
分 だ け で も 楽し むと いう 斉藤 さん 。 
ベト ナム の ハノイ で は 、 寿 の 路地 
を 電車 が 走る 「 ト レイ ンス トリ ー 


# バ パー チャ ル パ ー テ ィ 


徳永 早希 
@tokusaki_golf 


作っ て みた か っ た フル ー ツ サン ド 
に 挑戦 。 イチ ゴ に キウイ 、 パ ナナ 
が カラ フル で フォ ト ジ ェ ニッ ク ! 
いま の 季節 に ぴっ た り で すね 。 徳 


# ハ ロナ 潮吹 き 穴 


未来 の あたり まえ を つく る 。 


GREEN ぁ ceeAe 


イベ ント で 楽し む フ ー ド の 容器 を 
「 捨 て る 」 か ら 「 還 す 」 へ 


便利 で あり な が ら 環 境 負 荷 を 減ら す 
DNP の 「GREEN PACKAGING」。 
私 た ち は 環境 に や さ し い 容器 の 開発 と と も に 、 
リサ イク ル の 仕組 み づ く り も 進め て いま す 。 


美しい 地球 を 未来 に つなぐ 大 日 本 印刷 株 式 会 社 


160 aBed / 。ww 府 へ で 湊 . へ で 其 吾 騰 生 と IOA SSqS oeueH 


に と の cx 


で の 。、 
1P た 生ま 1) 
[ ハナ コ と 考え る SDGs 第 2 弾 ] 


了 球 に 優し く 、 
楽し く 生 きる 。 


最近 よく 耳 に する よう に な っ た SDGs (Sustainable Development 
Goals) と いう 言葉 。「 持 続 可 能 な 開発 目標 」 と 訳 され 、2030 年 まで に 
“ 誰 一 人 取り 残さ な い " より よい 世界 を 目指 し て 17 の 国際 目標 が 掲げ られ 
て いま す 。 そ れ は 政府 や 企業 の 頑張 り だ け で な く 、 私 た ち が も っ と 意識 し 
て 毎日 を “変え て " いく た め の 課 題 で も ある の で す 。 そ こ で ハナ コ は 、3 号 
連続 で SDGs に つい て 読者 の みな さん と 考え る 特集 を 企画 し まし た 。 第 2 
弾 の 今回 は 、 環 境 問題 に つい て 。 目標 13 「 気 候 変動 に 具体 的 な 対策 を 」、 
目標 14「 海 の 豊か さ を 守 ろう 」、 目 標 15 「 陸 の 豊か さも 守 ろ う 」…、 地 球 
に と っ て 深刻 な 課題 と な る 中 、 私 た ち が で きる こと っ て 、 な ん だ ろう ? 
そこ で Hanako は 今回 、 地 球 に 優し く 、 で も 自分 も 楽し ん で いる 人 た ち に 
アン ケー ト を 依頼 。 今 すぐ に で も 始め られ る アイ デア が た くさ ん 集まり ま 
し た 。 大 切な の は 、 全 部 で な く て も 、 楽 し そう だ な と 始め られ そう な こと 
あっ た ら や っ て みる こと 。 そ の 小さ な 一 歩 が 、 未来 へ と つなが り ま す 。 
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究 す 日 こ 温 人 っ な マ の 心 Timk te Earth! # す 

の 常 の 瞬間 て どの 窓 を 礎 

第 と 生ま 化 の き ` 漁 に 彰 林 き 

一 話 活 ま は 生 て な 拓 テ め 火 を 

人 る を きも S 人 を 見 アモ コム ト の * つ こも ゝ 
で は 半 議 特 る か 減 を 、 和 失 

あ いし 気 し に 時 。 つ 貼 台 わ 

る 日 ^ 温 て 消 因 当 た っ 出れ 

山本 う が ほ 費 は た 二 た 対 た 

本 の つ 上 し 行 豊 り ュ り 和 集 コ 

で すま お の こと を 知る 
に ディ が 2 

さ 問 ま 続 問 進 優 が を に め の トー O 
ん 題 い け 題 め 先 変 聞 サ て 命 

* 研 ま | る の わく ン 家 に 


猛暑 、 巨 大 な 台風 、 森林 火災 、 

少し ずつ 違和感 の ある 変化 を 感じ る ここ 数 年 。 
それ は 私 た ち 人 間 の 活動 も 原因 に な っ て いる 。 
その 積み 重ね が 続い た 未来 は どう な る だ ろう ? 
! 今 」 の 地球 を 、 ま ず は 自ら 知る 時 。 


北極 園 グリ ー ン ラン ド で 1 カ月 に 
数 千 億 トン の が 解け 、 ホ ッ キ ョ ク 
グマ が 絶 減 の 危機 に 。 海面 上 昇 で 
島国 ・ ツ バル の 水害 が 深刻 化 。 


W 


2019 年 末 の 大 南 で アフ リカ に 
バッ タ が 大 量 発生 。 数 千 億 匹 も の 
大 詳 が 諾 産物 を 食い 荒らし 、 

中 東 諸 国 、 中 国 まで 大 移動 。 


熱 波 で 日 本 近海 の サン マ が 激減 。 
また 、 光 合成 を 行う サン ゴ も 

自 化 が 進ん で いる 。 

それ に より 海 の 生態 系 に 大 打撃 が 。 


電力 消費 や 自動 車 の 排ガス 、 
石油 燃料 の プラ スチ ッ ク の 
使い 捨て な ど で C0: を 排出 ずる 
人 間 の 生活 が 、 温暖 化 の 原因 に 。 


E60 - 60 s5ed ノ 。 ゅ 演 wr み と Ao 往 合 ざ ノ 。 の w 伴 へ で 欠 。 へ で 区 吾 問 年 プ と "1oA SSQqS oeueH 


に 1 


め で 用 る た られ 因 レ つ : 心 が いて 落 | だ 号 。 流 大 の ば は を れ の 出 で 生 の し ジ 
の 紹 る 今 し 。- も する を ジ の ? 地 で 地 に 続 し に さ “ そ も 台 量 つ も 温 地 ば よ す ` 産 一 て 装 温 
一 介 心 日 て り の . 服 断 袋 環 を は 球 な け て は い に も 変 風 が と ち 了 球 うる Cc 時 つ は の 了 
歩 し づか 再 ユ を リ を る を 境 そ よ 乗 号 る れ し 限 * 乗 そ わ な 増 反 ろ 化 に そ に "0 と " 捨 使 化 
を て か ら び |」 シ デ 買 。 も 保 の < 組 全 し ば まり 皇 っ も り ど えん の キ の 地 こ : ご 石 て い は 
痢 いい で 資 ス エ ュ う リ ら 攻 と ヒ す 員 体 " ^ い が 軸 て ` `、 “た 、 影 | 毛 球 の な み 沼 る 捨 ・ 
み < " き 源 に 。 ア | こ フ わ の ン る と に 汚 手 まあ 舶 い 私 生 海 こざ 海 響 プ 布 の ガ ど 処 や ` て プ 
出 の こそ を に "すろ ス と ュ な 合 ト た し 関 れ 宙 す り で る た 態 水 と = 面 は し も 周 ス の 理 石 と ` ラ 
し で れ う す 回 る に な | い 言 は め て わ ま 舶 " ` す ` ち 系 温 で 台 水 て 厚 り は 温 さ 炭 い 過 ス 
て いか な る 収 な " ど ズ な 葉 "に ` つ す は 誰 使 か と は も 度 起 見 位 気 し く へ 眉 守れ が っ 剰 チ 
み 環 ら "リシン シド と いで に と っ R で 地 て "ご か いら 者 。 骨 がき の 温 ま な "に 効 る 原 た に ッッ 
102y っ 2 :4 で き 刺 王 み が すま れ 上 る 盆 丘 が うり ガ な 生 ど 料 、 こ 南 ク 
は 保 こ 来 イ ヶ 再 な ご 長 ご R 始 る 号 る 人 で ご ぎ エ て 軸 て が 大 償 衝 上 " ^ ス リガ き の と 品 製 
? 護 の へ クム 利く みく み - まこ の 先 の いみ た ネ み 舶 し っ 雨水 や が 太 が ` ス の 製 も を 品 
の 特 つ ん を 用 な を 着 の に る と 乗 す 行っ を ら ル て 地 ま て や 蒸 ' る 陽 増 毛 を 両 品 原生 や 
初 集 な と 利 す っ 減ら 原 " 4 は り ど 動 ば 捨 上 ギ < 球 う 海 巨 気 干 の 熟 え 布 排 方 は 因 産 レ 
NN 


この まま だ と 気温 が 約 10 年 後に 1.5 で 上 昇 。 0 


温暖 化 に より 、 国内 の 気候 も 
気温 上 昇 、 素 雨 、 強 大 な 台風 が 
極端 な も の に 。 埼玉 県 熊谷 市 で は 
今 の CO 排出 量 が 続け ば 、 早 く て | 55 カ カ国 以 上 が 「2050 年 まで に 温室 2018 年 7 月 に 41 て を 超え た 日 も 。 
2030 年 に は 産業 革命 前 に 比べ て 気 | 効果 ガス 排出 ゼロ 」 を 目指 すこ と 
温 が 1.5(C 上 が る 予測 が 。 た か が | に 。 コ ペン ハー ゲン は 2025 年 、 ロ 
1.5'C と 思う な か れ 、 これ は 健康 | ンド ン 、 オ スロ は 2030 年 まで を 目 
や 食料 不足 に も 関わ る 非常 事態 ! | 標 に 、 早め に ガソリン の 潤 廃 、 自 
2016 年 に は 世界 全体 で 気候 変動 を | 然 電力 へ の 移行 な ど を 進め る 。 日 
食い 止め る た め パ リ 協 定 を 発効 。 本 は 、 東 京都 や 京都 府 な ど が 参加 。 


さら な る 気候 変動 を 引き 起こ す 。 


@ 1.5 て 上 が る と 海面 が 最大 77cm 上 昇 し 、 世 界 で 1000 万 人 が 水害 に 。 
@ サン ゴ 礁 が 7-9 割 死 減 。 生態 系 、 漁業 へ の 影響 が 予想 され る 。 
@ 干ばつ や 洪水 で 農業 に 支隊 が 。 食料 確保 が 難し く な る 予測 も 。 


1850~1900 年 を 基準 と し た 地球 温 隊 化 (て ) 


| 現状 の 上 昇 が 続く 場合 
7s| | 20302052 年 の 間 に 1.5 


(201810 月 8B 公 義 ) 
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1 ント ー 
Di 2017 年 時 点 で 約 1 で 上昇 | 
tm 
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環 上 人 「 バ リ 志 定 に 基づく 成長 路 と し て の 生 基 中 ()( 楽 ) に つい て 」 より 作成 
(抽出 され た 気 油 化 び 和志 出山 JPCC SRI 5l FlgSPM1a) 


国連 環境 計画 と 世界 気象 機関 が 設立 し た 機関 IPCC が 、 世 界 中 の 研究 者 と 
協力 し 、 2018 年 に 将来 の 平均 気温 を 予測 。 今 と 同じ 量 の CO を 排出 し 続 
ける と 、2030 一 2052 年 の 間 に 平 均 気 温 が 1.5(C 上 が る と 予測 され て いる 。 


2019 年 9 月 以降 、 干 ば つ 、 強風 、 
気温 上 昇 が 重なり 、 半 年 も の 間 
オー スト ラリ ア で 森林 火災 が 
続い た 。 コア ラ た ち も 犠 牲 に 。 


環境 工学 研究 者 
山本 良一 


や ま も と ・ リ り ょ うい ち / 東 京 
大 学名 誉 教 授 。 専門 は 材料 科 
学 、 エ コ デ ザ イン 学 、 環境 経 
営 学 。 日 本 エ シ カ ル 推 進 放 議 
会 名 準 会 長 。 著書 に 『 気 候 危 
機 』 (岩波 ブッ クレ ッ ト )。 


か ら 、 自宅 で も 食料 は ムダ に し な い ! ッ ク コ ッ ト ン 農場 を 訪問 し た 時 の も の だ 


フー ドロ ス 解 決 に この 服 は どこ で 作ら れ た の ? 当 
創造 カ で 楽し く 真 献 。 背景 を 知る ツア ー を 企画 。 名 
食べ られ る 食材 が 多く 捨て られ て いる 日 本 。 詳 服 の 生産 状況 を 知る た め 企画 し た 「 め ぐる 旅 』。 が 
フー ドロ ス の 菅 蒙 の た め ク ッ ク バ ッ ド が 主催 \ 洋服 に 興味 を 持つ 参加 者 と 、 年 2 回 の ベース 2 
( で イン ド 、 ス リラ ンカ 、 タイ 、 バ ング ラ デ シ て 

ュ な ど を 視察 。 写真 は カン ポジ ア の オー い 

る 

と 


鎌田 安里 紗 


か まだ ・ あ りさ / 1992 年 生 
まれ 。 モデ ル 。 環境 省 「 礎 
里川 海 プロ ジェ クト 」 ア ン 
パサ ダー。 衣服 の 生産 か ら 
廃棄 の 過程 で 、 環境 や 社会 
へ の 影響 を 意 議 す る エ シ カ 
ルフ ァ ッ ショ ン を 発信 。 


oo 

生ま れ 。 ハ ナコ ポ パー ト 

ae 合 【 1 ナー、 写 真 家 。 世界 中 に 撮 
0 


匠 影 に 出かけ る 機会 が 多い 。 


共著 に 『 イ ンス タグ ラム 商 
あ 品 写真 の 撮り 方 ガイ ド 』( 技 
本! 靖 評 請 社 )。 


意識 し て みる 。 


日 常 の “普通 " が 本 当 に 環境 に いい の か 、 少 し 意識 を 
向け る と 見 えて くる 、 新 し いこ と 。「 自 分 も 地球 も 気持 ち が 
いい !」 を 、 楽 し みな が ら 始め て いる 4 人 の 暮らし の トー ク 。 


マイ 箸 も 欠か さ ず 持ち 歩く 。 
中 学 時 代 か ら マイ 箸 を 持ち 歩き 、 今 で も 出先 


や 公園 で 納豆 を 食べ る た め に マイ 箸 、 水筒 、 
エコ バッ グ は マス ト 。 荒廃 が 問題 視 され る 人 竹 


脱 ペ ッ ト ボ トル & ビ ニー ル 袋 。 
林 の 救済 と を プラ バッ ク を 減ら す た め 、 竹 を 容 
碧 に し た 納 盛 が 開発 で き な いか 、 取り 組み 中 。 


1993 年 


\ ( “ 
谷本 英理 子 
に も と ・ え リ 


た ( 


ナー。 東京 医科 歯科 大 学 医 


学部 医学 科 卒 。 医者 の 卵 と 


し て 、 健 康 と 食 を クリ エイ 
ティ ブ な 目線 で つなぐ 商品 


開発 や 情報 を 提案 。 


内 
さ 
モ 
避 
n 
あ 
で 
1 
電 


ター ジー の CaO 放 
生産 者 さん か ら 野 菜 を 買う 。 
週末 に 行わ れる 青山 ・ 国 連 大 学 前 の ファ ー マ 
ー ズ マー ケッ ト で 、 生産 者 の 方 か ら 話 を うか 
が っ て 野菜 を 買う の が お 気に入り 。 食べ た 野 


藤 や 果実 の 種 を 庭 に まい て お いた ら 、 12 月 だ 
と いう の に スイ カ が 収穫 で きた そう ! 


Hanako SDGs vol.2 / 民 癌 頭 つ ン " 如 つと 電 w 


ーーWSNMS  HTH ハ AR さい 
トト 私 A 相 へ 旭 連 て KO)) ロ いっ し 
加 つ じ っ @ マ べく" HITS りき 選 破 演 
多 代 で 他人 友 8 
北田 本 金 や ぐ (ヒビ ′ 閉 田 ) 巡 
に てい に で りこ で すく そる デコ 
や 公 中 人 トミ G 出 舞 似 つじ 選 SS 生じ 
PE さ ざ JJEk さ うつ 1 い コ 
に | ささ だこ 、 に ささ こぶ く だ で やっこ 
ちゃ 尽 " 日 昌 公 晃 親 衝 WwP 日 替 尽 
や で 代り け 公 め 中 e 喜 っ 7 路 
公 故 で で NO の ロ 坦 定 で 
で ゃ や ( 塚 )" HIT ロ 由 手 @ り っ 
仁 狼 6 つる" 恒 G 考 中 STNINS ふ 
か や 久信 に 恥 繕 じ 属 くっ 大 更 
尺 じ W じ " (《 リ ー ト ミユ ー) 慰 
日 吸 め 四 器 つじ" 民 @ 
りや 和 を 思っ つじ っ ズ ロ 細 還 信人 っ 公 
QR ロロ 6 し り 社 で じ っ teNINA 
よい いり 3 の 導 、 だ で ここ で 
玉生 0 玉 め G 多 服 で 台 剖 人心 天 栖 
に キュ よさ こい よく 2 還 いい だ いい 3 
丈 所 や っ” TNINA ホ ー ツ つじ で お 
さや つじ っ re しゃ? 

ら ーmー ぐ ( ペ に "ーー) 
WS ぐ や 記せ KAmA で ピ 
心 や っ で や 全 ” 内 て 得 pNyn い SS で 


で っ 


1 た いさ ミ 


NeG で 一 っ り 処 虹 頼 さい 8" 困 尽 
WWG 欧 避 セ つじ 比 誠 ロ つ せ ユ ( 孝 )* 
1 切 js)) っ " 幼 郡 に : ( 飲 ) 

の ーー 6 礼 寺 てく QNOG ロ 邊 じ 
に 2 だ さこ いい だこ さ とり 
長 で で つ 7 直り) 褒め の 師 もつ ) 
コー 背 虹 heG 愉 入 め つっ" 

和 導 祝 購 四 必 で ( ポ ヒ 7 独習) で 
信 NO" 記 め 帆 く の 下 K 記 聞 補 友 
Q 引 W | 貴 唱 WWP つ Men 1) 愉 
旬 思 や や ひじ っ 心 や で "歯科 北 瞭 元 
せ 了 区 の 詩 や SN6 も りり 愉 ン 剤 乱 邊 
て ポラ っ ー 民 名 トト ー ド ジーKP 
ー よ トト て の 公 し ” % じ 取る つじ し 直 
てく で で 紫 右 胡 の G 表 で や さ " 
台 つじ HH 刀剣 を で いじ っ te で 
つ を ン マレ” 苦 つ っ 到 QW や で 史 刷 札 
つじ し っ で も しゃ" 

希 共 牛田 由 人 で ( ペ ヒ に 編 代 ) 加 
や ー ロ 7 o こ 私 へ 共 年 困 提 候 く ke 
YO 導く | に いで の よさ くい に) | 
せっ 0 や 介 C PA ( 売 )7 人" HT 
hhKA 人 AAG 六 所 交 り に 

っ や Q っ しゃ ち " 記 ちび 
心 NK ト KN トト RAmAP 刻 / 肛 い 
や を in で や か? 

閉 田 NKK て N ト SAA 血 蘭 祥 
眉 っ いじ で むつ を きっ 本 心 ぐし じ ち " 
訪 @ っ つっ の GSte つ "取っ 公 Q い 
し NM で きっ ぐっ SD ロン も で 
万 いじ 人 血 じ じ つ れ 璧 の 公 w 避 っ 心 
に ささ コー に で 
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電 ト PATH 。。 
汗 了 福 HH ら 叶 
本 3 を (1 
生ま 絆 
共生 章 1 や "時 時 0 朗 同 AIN 。 ら ーmー 刀 つ 上 ロ 嘱 ご 折 ETO の 
る ゃ 3 で 回 Kー@ 陵 拉 想 列 つ 記 り 人 RS 人 SL" ・ っ で せっ Se 
oy 証 | 4 時 りり で 1) 京 所 二 や 得 仙 団 生じ 季 。 編 攻 企 擬 じ っ NeH INHGFL 和 A キ 


へ や 牙 ン きじ 地 尋 和 人 Q 男 本 し 衝 
ミ ふ K ふ ユー ハレ ト ユ ハー つじ " 現 
聞 各 っ や 璧 ロ つ ke" 

衝 性 で っ っ じゃ も 足 一 明和 ふ ロ 
を エ 記 三 " いそ と エレ し 路 公 下 tG 回 史 
づつ で 忠 的 コロ ーK′ お で ふさ te 
AAK ト コ 賠 寂 品 じ 6" マロ 
いし 路 を 帆 ロ っ ン パ 8 朝間 各 や で で 
OS で / NN で 電 需 民 SNOS で / 押 
装用 々 穫 人 る Q” 皿 公 人 G 現 っ っ うり 
本 ete 所 っ っ Q つ 反 つじ 也 怠 ピ 
っ 季 刀 っ 守 " JJ も” の 三 の 親 
堪 じ や の の Go ル 昌 9 っ 璧 帆 抑 祭 
に な よ コ ッ ピ い 導い 
に いい いび まそ くだ さい で 
閉 田 つぐ SxI ト Y ト に 圧 さ や 
ふっ じ " 統 G" 違 愉 認 味 信 ン や 
り リロ っ じゃ GS 回 解 的 ヤキ トト し 
te 経 直径 約 N0O レ っ 避 G せ hs) リン 
っ っ パ 足 " 記 " RAINTAT77HIl 
いい エコ いこ だ いで よく ルト こい コリ ルコ 
四 峰 稀 や MeG め 牙 つ っ " 

飲 寺 政 じ せり 余っ 商 0 
te べく 到 っ SS 公 D で うつ し めい 代 
で MeG せ の その S 民 し せ 補 4 で " 酸 
弓 や St )W 四 示し 臨 くじ 給 臣 
し we ン パ っ 6 し せ 膨 工 つ し 唱 是 か 
et 璧 ロロ つ PteP in っ 人 避 G や 栓 
te16」 ン っ GS つい る っ 発つ じ ? 
失 災 つ っ 和信 つ じ 絹 思 hteG せ K 
坦 じ も や SS" で し っ で 将 和 7 
に てこ こい に よぶ ご ゴ こ だ で コ 


ーー 


Clothes _ 
meSst Robe 


洋服 や 小物 を 扱う (ネス トロ ー ブ )。 
植物 繊維 や 裁 ち くず 活用 の コッ ト 
ン を リサ イク ル し 、 ボ タン まで 、 

土 に 還る 具 や 植物 の 種 を 材料 に 。 

晴れ の 日 は 太 論 電力 で 工場 を 動か 
す 、 畠 環 型 の 製造 を 行う 。 


大 好き な あの ブラ ンド も 
取り 組ん で いる 。 


デザ イン に 甘 か れ て 持っ て いた プラ ンド も 
実は し て いた 、 環 境 へ の 心 づか い 。 
知っ たこ と で も っ と 好き に 。 
そし て 、 また ここ で 買い た く な る 。 
お 気に入り プラ ンド も 、 も う 動い て る 。 


何 と 
僅 き 
に 

も 使 
引 ぅ 
き と 
き 
げ の 
て 気 
< 持 
れ ち 
電電 
き 
ぅ 
と 


宮 等 と 肖 の SS 頭 紀 次 て 


慎 爾 訳書 


人 選 豆 の 中 某 英 Cr 半 さ 


さき 吾 て と こり 1 ツ 和 は 旭 直 At 


誤 滞 w で 沙 占 滑 1S 「 一 中 WWA で 落 


記 」, 生 と 頭 ③ 2 薄 濁 の e 古 生 注 


YuiASN 。 の まで 能 NTS ご 革 
で て 義 此 紀 , 立 J 内 き デ YM 届 
SV 0wYu 澤 枚 ご さ ざ 未 宙 


。 か さき ク 尊 | 


“いい "も の は 続け る ほど に 
シン プル ライ フ を 教え て くれ る 。 


生産 時 も 洗い 流す 際 も 、 環境 負荷 が 軽く 地球 に 優し い 

素材 に こだわ っ た シャ ンプ ー。 少し 高価 で も . 
続け る ほど 髪 が 健やか に な り 、 メ ン テ ナ ンス が ミニ マム に 
過剰 な ケア な と 無駄 が そぎ 落と され 、 整え られ て いく 


ノ 。 の 叶 許 へ で 潤 / へ で 頭 吾 愛生 プ と "1oA SS ら QS oeueH 


ドナ 


zeo - 9eo s5edq ビ 


Hair care 
YO 


ロー ズ マ リー や ユー カリ の エキ ス な ど 、 
天 近 成 分 だ け で で きた ( 余 [yo]) の シャ 
ンプ ブー は 、 髪 の 土壌 で ある 頭皮 の 健康 を 
重要 視 。「 ワ ンプ ッシュ で 泡立つ 」 「 髪 に 
ハリ と コシ が 出 て きた 」 と 喜ぶ 声 も 。 
祭日 2 シャ ンプ ー 測 い @、 


余 敵 1 トリ ー ト メン ト 江 共 名 300m6 3.00 円 
(上 に 人 | た か くら 新旭 人 0120-828-290) 


Soap 
etlique 


「 泡 立ち が よく 、 ポ トル いら ず な の が い 
い 』 と 話題 の ( エ テ ィ ー ク 〉 の シャ ンプ ー 
バー は 、 水 を 使わ ず 必要 な 天然 成分 を 凝 
縮 。 1 個 で な ん と 、 液 体 シ ャ ンプ ー350me 
X 3 本 分 。 土 に 衣 る 容器 や 包装 も エコ 。 


シャ ンプ ー バー ピン カリ シャ ス 1.980 円 、 
パー コン テ ナ 1.300 円 (共に etNaue | コス メキ ッ チン ) 


Checlk! 


エ シ カ ル シ ョ ッ ピ ング の 目安 に な る マー ク 例 


レフ) 


有機 JAS/ 太 陽 、 枝 、 植物 を イメ ー: 
農業 や 化学 肥料 な どの 化学 物質 に 閣 ら ず 
自然 界 の 力 で 生産 され た 農産 物 や 加工 食 
品 の 認証 と し て 、 農林 水産 省 が 認定 


@ 


FESC 


FSC*/ 森 林 の 環境 保全 に 配慮 し て 
の 利益 に な り 、 経 済 的 


(( ツ ) Bag- 


C Cosmme B Bottle _ 
Kitchem patagomia 
世界 中 の ナチ ュ ラ ル & オ ー ガ ニッ 再生 可能 な 材料 へ 移行 し な が ら 、 
クコ ス メ を 中 心 に 扱う (コス メキ 丈夫 な も の 作り を する アウ トド ア 
BPA、 BPS フリ ー/ プ ラス チッ ク に 含ま ッ チ ン )。 商品 の セレ クト だ け で プラ ンド (パタゴニア )。 環境 や 人 
れる 、 健康 へ の 悪影響 が 懸念 され る 化学 な く 、 自 社 で 行う 海洋 ブラス チッ に 無害 な 当 料 を 使っ た ステ ン レ ス 
物質 ビス フェ ノー ル A や ビス フェ ノー ル ク ご み の 再 生 、 COz の 削減 が 叶う ボトル な ど 、 製法 に も こだわ り が 。 


S 不 使用 。 各社 で デザ イン は 異な る , 新 素材 の 開発 に も 積極 的 。 長く 使え る 修理 サー ビス も 。 


Wime _ 
Merciam 


大 手 メー カー( メ ル シ ャ ン 〉 が 扱 
う 「 ド メー ヌ ・ カ ズ 」 の ワイ ン は 、 
有機 ぶどう と 天然 調合 材 を 使い 亜 
硫酸 の 使用 を 抑え た 、 オー ガニ ッ 
ク の 中 で 最も 自然 な ビオ ディ ナ 
製法 。 手 の 届 く 価格 が うれ し い 。 


Clothes _ 


DEPT 


古着 店 (デブ ト 〉 が 「 行 く あ て の 
な い 古着 を 助け た い 」 と 始め た ブ 
ロジ ェクト 「 デ プ ト スリ フト 」。 
ショ ッ プ に 出す 前 の クリ ー ニ ング 
や 、 穴 や シミ を 直す な どの ケア を 
最小 限 に 抑え 、 手頃 な 価格 に 。 


有機 栽培 は 
土壌 も や 味 も 豊か に する 。 


化学 的 な 農薬 や 肥料 を 2~3 年 以上 使わ か 
自然 豊か な 土作り か ら 始 め る 有機 栽培 。 
微生物 が せっ せ と 働く フカ フカ の 土壌 は 

大 地 の 恵み で いっ ぱい 。 生命 力 豊 か に 育つ 
野菜 や 果物 は 、 こ の 上 な い お い し さだ 。 


セカ ンド ハン ド を 
選ん で 救済 し よう 。 


誰か に と っ て 卒業 する も の が 、 
自分 に と っ て は 必要 な も の で ある こと も 。 
中 古 品 の セカ ンド ハン ド は 、 
受け 継ぐ 連鎖 が 結ぶ 、 偶 然 の 出会い 。 
も の の 命 を 是 ば すこ と が で きる 、 到 敵 な 縁 。 


Detergemt _ 
GeCoStoOre 


ニュ ー ジ ー ラ ンド で サス テ ナ ブ プル 
な 会 社 と し て 認知 度 No.1 の (エコ 
スト ア )〉 は 成分 の 95 % 以上 が 植物 
・ ミ ネ ラ ル 由 来 の 洗剤 な ど を 展開 。 
食器 用 洗剤 が 500m4480 円 と 、 国 
産 プ ラン ド 並み の 手頃 さ 。 


Spomge _ 

旧 ecomfort 
Homuse 
Storage _ 

」 lkea 


日 : 使い 続け や すい 日 用 品 な ど を 
扱う (エコ ン フ ォ ー ト ハウ ス 〉 の 
スポ ンジ は 、 土 に 還る 木 の 端 材 セ 
ル ロ ー ス 遇 。: 北欧 雑貨 プラ ンド 
(イケ ア 〉》 の ジッ プ バ ッ グ は 、 サト 
ウキ ビ 由 来 85% 以 上 で 再生 可能 。 


続 けら れる 
リー ズ ナ ブル さ 。 


環境 に 優し い 生活 用 品 は 、 
一 人 一 人 が 使い 続け る こと が 大 切 。 
最近 、 買 い 求 めやす い 価格 の も の が 
ジワ ジワ と 増え て いる 。 


無理 な く 続け られ る 値段 は 、 継 読 へ の 近道 。 


消耗 品 の 
素材 を 考え る 。 


日 々 使っ て は 役目 を 終え て いく 消耗 品 。 
プラ スチ ッ ク 製 品 が 多い けれ ど 

天 拓 由 来 の プラ 素材 も 増え て き て いる 。 

自然 素材 の 含有 幸 が 高い も の を 選ん で 
生産 時 の CO2 削 減 に 貢献 し た い 。 


混み 合う 電 還 に 乗る スト レス も な 
い の で 、 な る べく 仕事 場 も 自転 車 
で 。 (ライ ター・ 鹿 志村 杏子 さん ) 避 


マッ プ に 自分 の 位置 情報 と 給水 ス 
ポッ ト が リン ク し て 実用 的 で す 。 
(編集 、 ラ イタ ー・ ニ イミ ユカ さん ) 


安く て も 長持ち し な い 食 べ 物 こそ 
在庫 管理 を し っ か り 。( ラ イフ オ 
ー ガ ナイ ザー・ 中 山あい こき ん ) 


コン ビニ 通い が 激減 し まし た ! 
動画 や 音楽 も サ プ ス ク で 無駄 な し 。 
(ライ ター・ 鹿 志村 香子 さん ) 


な る べく 自転 車 で 
移動 する 。 


1.5km 離 れ た 場所 へ の 往復 に ガ ソ 
リン 自動 車 を 使う と 、 COz の 排出 
量 は 約 440g。 電車 な ら 約 60g。 自 
転 車 な ら … も ちろ ん ゼロ ! そし 
て 交通 費 も ゼロ ! 空気 を 汚さ ず 
に 移動 で き て 、 運動 不足 解消 に も 
いい 。 そし て 、 風 を ダイ レク ト に 
受け る 気持 ちよ さ の お まけ 付き 。 


給水 アプ リ 


(mymizu〉 を 
使う 。 


出先 で つい 買っ ちゃ う 、 飲み 物 の 
ベッ ト ポ ボトル 。 リサ イク ル 回 収 し 
て いる と は いえ 石油 由来 だ か ら 、 

生産 時 に CO: を 出す こと に 。 そこ 
で 、 マ イボ トル 習慣 を 。 ステ ッ カ 
ー が 貼ら れ た カフ ェ や 水飲み 場 な 
ど 、 全国 5.800 以 上 の 給水 スポ ッ 
ト が わか る 、 無 料 アプ リ が 便利 。 


冷蔵 庫 に ある 
食材 を メモ し て 


スー パー へ 。 


買い 物 か ら 帰 っ て 冷蔵 呈 を 開け た 
と き の 「 あ 、 同 じ も の 買っ ちゃ っ 
た …」 は 、 すご く が っ か り 。 家 の フ 
ー ド ロス を 防ぐ た め | 
に 在庫 、 も し く は 買い た 
メモ し よう 。 この メモ が ある と 、 
スー パー で 献立 の メニ ュー を 考え 
や すい と いう 副産物 も 。 


お や つ は サブ スク 
《 炎 チッ クミ ー〉 ! 


無 添加 お 菓子 100 種 以上 か ら 好み 
を 選ん で くれ る 定額 制 の 食べ きり 
セッ ト で 、 衝動 買い 、 無駄 貢い の 
芽 を 摘む 作戦 | 規格 外 の 果物 を 
使っ た お 菓子 も あり 、 フー ドロ ス 
削減 に も 貢献 で きる 。 1box 8 個 入 
リ 1.980 円 (税込 ・ 送 料 無料 ) ( ス 
ナッ クミ ー lp.snaq.me) 


ー き へ trr( (どど AAe 詩 


て | 記 秀 も 
し 六 才 人 
捨 捨 | | な し が 
て て ス ド が が た 
る な に の っ うち ま 
ええ < くの一 〒 “っ 
ト て 心 つ し を て 
レ 済 で いま れい 
えも お ` ご うほ た 
が 方 無 み "ご ~ 
な 法 駄 を 環 み な 
く を の 減 境 を ん 
な 鉄 な ら 保 作 て 
り し いす 護る こ 
* 補 析 っ 破 さ だ た 
節 み い リ キ と が 


で 避 石 」「 議 さき 時 ざ 浴 交 」 で 
せ ど と で 思 半 ご 澤 行き すり 


(パタ ゴ ニ ア ) は 洗剤 の 量り 売り も 。 
ご み が 出 ず ノ ー ス トレス 。 (編集 
者 、 エ ッ セ イス ト ・ 中 村 暁 野 さ ん ) 
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… 


別売 り の 一 回 り 大 きい 防水 ケー ス 
は 、 濡れ た 傘 を た た まず 入れ られ 
て 便利 。 (編集 者 ・ 吉 田奈 内 さん ) 


何 か 買 うな ら 何 か 1 つと お 別れ す 
る 「1in 1out」 が マイ ルー ル 。 ( フ 
ォ ト グラ ファ ー・ 柳 詰 有 香 さん ) 


上 
* 3 


量り 売り を 
利用 する 。 


使い きれ る 分 だ け を 。 精肉 店 の ほ 
か 、 洗剤 や 調味 料 の 量り 売り も 増 
加 中 。 マイ 容器 に 入れ られ て 、 容 
器 の ご み を 減ら せる の も うれ し い 。 
写真 の 洗剤 は く (エコ スト ア )〉 の 指 
定 店 舗 で 買え る ディ ッシュ ウォ ッ 
シュ リキ ッ ド 75 円 /100m4 (エコ ス 
ト ア ジャ パン 佑 03-3261-2893) 


〈《 モ ン ベ ル )〉 の 
極 軽 折り た た み 
健 を 携帯 。 


突然 の 雨 の た び ビ ニー ル 研 を 買っ 
て な い ? そん な 無駄 買い 予防 に 、 
いつ で も 持ち 歩け る ほど 軽い 傘 を 
パッ グ に 。 な ん と スマ ホ ほ どの 軽 
さ !| トレ ッ キ ング アン プレ ラ 4. 
500 円 、 アン プレ ラ ケ ー ス 680 円 
(共に モン ベル | モン ペル ・ カ スタ 
マー・ サ ービス 合 06-6536-5740) 


3 回 「 欲 し い 」 と 


思っ た ら 買 う 。 


衝動 買い し た い 気 持ち を 一 旦 スト 
ッ プ 。 自分 の 本 気 度 を 見 極め る に 
は 「 欲 し い 」 を 3 回 た め る の が 確 
実 だ ・「 エ スプ レッ ソ メ ー カ ー が 
欲し い 」 と 思っ た の が 2 回 な ら 「 一 
過 性 か も 」、 3 回 な ら 「 買 い !」 と 
いう よう に 。 自分 な り の ルー ル が 
無駄 買い の スト ッ パ ー に 。 


ノ 。W 補 訂 へ で 基 . へ ご 大 厨 問 生 プ と"1oA SSQS oeueH 


た た えい ド う 


Lot- oolsBed ブ 


計 い フ の る 
後 い ュ 4 C 
まる ぇ 3 
堂本 ど 請 佑 
か あぁ を み 増 
気 ら 思 に え 
持 か いな て 
ち じ 出る し 
まめ し も ま 
で 意 て の う 
軽 思 ` を 
や 表 な 断 環 
か 示 く る 境 
会 も リ 護 


さ 圧 導 山 洲 ま (し 。 詳 本 re 


入 ま ((S 底 土 / き 障 史 強 9 「wfi 


) 〇 へ 


滞り 対 き 澤 ぶ きせ さき べ へ へ で ご ( 


。 将 本 の Okt 押 ゴ 


SW み 泊 着 


定食 の ご 飯 が 多く て 食べ 
きれ な い お 店 へ 行っ た と 
き や 、 デ ザー ト は いい か 
な 、 と いう と き 。 注 文 時 
に 「 少 な めで 」「 デ ザー ト 
は 結構 で す 」 の 一 言 を 。 

食べ 残す こと を 当たり 前 
に し な い 習 慣 に 変え れ ば 
界 也 感 も 生ま れ な い 。 


服 や 雑貨 を 買う と 自動 的 
に ショ ッ パ ー へ 。 エア ー 
クッ ショ ン で し っ か り 包 
ん で くれ る こと も 。 自 宅 
用 で 「 い ら な か っ た か な 」 
と 思っ た その 包装 は 、 石 
油 由来 の も の で は な く て 
も 、 使い 捨て の ご み に な 
れ ば 地球 の 負荷 に 。 


お 弁当 を 買っ た と き の カ 
トラ リー も 、 素材 に よっ 
て CO: の 排出 に 影響 が 。 
捨て られ る 間伐 材 を 利用 
し た 割り 箸 も ある けど 、 
それ を 入れ て いる 箸 袋 が 
石油 由来 と いう こと も 。 
家 や 職場 で 食べ る な ら 、 
そもそも いら な い ? 


3$ 


ー 立 SS の aw 滞 (r 


品 サ 減 ぐ た 0 ネ を 
が | らら は 2 ル 作 
者 ビ す だ ぎ 反 ギラ 
人 層 8 生 | 
軸 者 補 取 条 送 う 
* 増 いな ん も 全 保 
ネ 加 お いな そ 部 管 
ッ 中 店 地 も 無 
ト "の の 球 出 駄 配 
や 売 ワ オ に さだ 送 
の れ 1 ジ 人 筐 な つじ 
プ 残 ド パ 荷 く 廃 た 
リリ ロレ を て 春 と 
で や ス | か よ 時 き 
ば B 教 ド け か の の 
ば 級 出 を る っ C エ 


芝 食 店 の 残っ て し まっ た 商品 を 救 
出す べく 使っ て いま す 。 (納豆 イン 
フル エン サー・ 鈴 木 真由 子 さ ん ) 品 


パン 活 が 男 味 な の で 、 地方 の パン 
が 家 に いな が ら 買え る の も 〇 。( フ 
ォ ト グラ ファ ー・ 柳 詰 有理 さん ) 


友達 が 来 た ら お や つ に 。 冷や し た 
リ 温 め た り 大 容量 こそ の 楽し み 方 
も 。 (ライ ター・ 鹿 志村 杏子 さん ) 


普 圭 YA 凍 計 び 演 上 等 > 奈 
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〈TABETE) で 
余剰 品 を ラン チ や 
夜 ご は ん に 。 


閉店 時 間 や 賞味 期限 が 迫っ た 飲食 
店 や ケー キ 店 の メニ ュー を 現在 地 
か ら 探し て 、 テ イク アウ ト 購 入 で 
きる アプ リ 。 「 お 得 に 綱 献 ! 」「 つ 
な が り が うれ し い 」 と 話題 に 。 6 月 
未 まで は 、 新型 コ ロナ ウイ ルス 対 
策 で 通常 営業 が 難し い お 店 の ロス 
も レス キュ ー 中 ( 下 長 の 可能 性 も )。 


(rebake〉 で 
ロス パン を 
手 に 入れ る 。 


パン 職人 は 日 々 売り 切れ る 量 を 計 
算 し て パン を 焼く けれ ど 、 天 気 が 
く て 客足 が あん まり … な ん て 日 
も ある の だ そう 。 そん な 売れ 残り 
の パン を 全国 か ら お 取り せ で き 
る 、 教 世 主 の よう な サイ ト が 現れ 
た ! 冷凍 し た ロス パン を まとめ 
て 安く 買え る の が うれ し い 。 


「 ク ルミ ッ 了 」 の 
は し っ こ を 割安 で 
手 に 入れ る 。 


で も 味 は ちゃ ん と お いし 
い 、 ほか の アウ トレ ッ ト 商 品 に も 
注目 し よう 。 クル ミッ 子 切り 落と 
し 310gx5 袋 5.000 円 ( 多 倉 紅 谷 
www.beniya-ajlsaLco.jp) 


と 。 


心 づ か い が 


か 、 そ し て 私 の “きれ い " に も つなが っ て いく 。 


ーー 
ュー 


le の た め に わた し た ち が で きる 


ifestyle 


ITeI 


K 


何気ない 暮らし の な か の 、 小 さ な 選 択 。 私 に で きる ちょ っ と し 


世界 の ど 


し wt 中公 G 需 や eG 公 
Kirei Lifestyle* 


く ト TING 手 田 括 由 も で 屋 
罰 ぐ し っ ne nA1 ト YA ロホ トー 
GS 電信 範 加代 や モ 抑 居 、" 把 
田 妹 皿 GKiy 一 モミ ネー* ロト SN 
INN pooKS ふ (さい て ふ ) 届 失 

Ne や むり 振 末 や" 

補 罠 QY 心 指名 
ル YK ィ ミ 人 更 
e ) 必 つっ い 
%n ロ つじ っ rev 
に ゴツ 
= 補 さ リロ つじ しゅ" 中 
NN 革 く YO で 握っ し っ 


お VS ボリ 


6 っ ぐっ っ お っ 」 


うう 


な が ら 、 


プラ ご み を 減ら し 


詰め 替え か ら 付 け 替 え へ 。 


っ 到 六 至 @ 届 森 人 NeG 不 層 基 懇 航 " 
「 ミ ー コ 非 @ 匿 修 じ SNeNNN キ A 
也 蘭 現 htG 刀 人 宗 提 藤 尺 選 い じ っ 
ン ” し め 角 皿 G ミ ー 環 避 JC で 癌 
に た いさ: さこ いた 
に くだ 3 上 に よく だ で <1 い | 

に さく JN お めい 
や いふ や ふ や ロ が " 提 田 公 理 琉 
お KI ト トト さ 代 志 写 ” 握 呈 人 篤 め で 
代 や GS 展 Ne DU" で 移 湯 肛 宮守 
販 い し 玉 失 選 弄 QiJN WS 
くじ ロ 咽 ONG 隔 っ を さ " 科 田 人 
虹 や te「Kirei Lifestyle」 せ ′ 刀 -J 
せっ 條 り J" 括 院 じ 愉 所 民 中 
に で くだ す 『 が の 語 い は さく 
G 拉 やり の) SN 刀 G 拓 だ り 
や 占っ じ っ マ て" 択 門 韻 。 握 台 痢 
NO…… そ 0 宮 吸 馬 社 の つじ が 7 思 
や やじ WO リ りり 友人 Q" 手 褒 咽 D 
や ボロ 飛 水 せ 人 SG や TP 


み の 


体積 も 減ら し な が ら 手 間 ま で 軽減 。 
し 
1 村 


スマ ー ト ホル ダー に セッ ト さ れ た 
ラク ラク eco パ ッ ク 。 ギュ ーッ と 最 
後 まで 使い 切れ る 上 に 、 家庭 ご 。 


人 

A 臣 AS 
Se *+ 当 ま 滞 
か | あめ 合 信 全 
か っ まこ マ 
きる 11 いき 條 
8 RhN て 
て さぶ ュ ふ 半 
IN | 胡 て で ャ キス 
ふ へ ト 人 ト ふ て 
昭和 ル 9 よ 
民 人 | K・ ト っ o 


illustration : Tomoko Shinozuka text: Miho Arima edic : Nao Yoshida 


phoro : Masanori Kaneshira 


開 | 


に と すす と さ ゴ で 


の 
に 』 
回 
SN 


! 


| 


し 
ge: 


を 


袋 ご と 箱 に 詰め 替え る タイ プ 付け 替え る タイ プ 


粉末 洗剤 な ど は 袋 ご と 詰め 替え られ る も スプ レー タイ プ の スプ レー 部 分 を 、 新 し 
の が 便利 。 は さ み を 使わ ず に 手 で 切れ た い 容 器 に 付け 替え 。 詰め 替え る の が 難し 
リ り 、 袋 が 箱 に 密着 し て スプ ー ン で すく い い 激 性 の 液体 で も 、 付け 替え 式 な ら 簡 
や すい な ど 、 使い勝手 が 向上 し た 商品 も 。 単に 減 プラ スチ ッ ク に 貢献 で きる 。 


問い 合わ せ 先 / 花 王 株 式 会 社 https://www.kao.com/jp/ 


今 か ら 始 め る 
Kirei Lifestyle Tips。 


自分 に で きる こと を 、 無 理 せ ず 続け る 。 

それ が 本 当 の サス テ ナ ブ プル 。 

誰か の た め 、 地球 の た め 、 自 分 の た め に も 
ちょ っ と ずつ 、 意識 を 変え た い 。 

生活 の な か で 、 手 軽 に 実践 で きる こと と は ? ヽ 


隔 シャ ワー の お 湯 は 都度 止め る & 
シャ ンプ ー の 泡 は 一 度 絞 っ て 。 

3 分 問 シ ャ ワー を 流し 続け る と 、500m2 の ペッ ト ボ トル 約 
72 本 分 の 水 が 排 水 浦 に 。 水 の 無 駄 遣い に な る だ け で な く 、 
浄水 場 や 家庭 へ 必 け る ポン プ 、 お 湯 に する た め の 加 吉 、 
下水 処理 に も 電力 が 使わ れる た め 、 多く の 余計 な COz が 
排出 され て し まう 。 シャ ンプ ー を 流す と き に は まず 軽く 
すす いで 、 いっ た ん 髪 の 泡 を 絞る と 、 使 う 水 が 少 な く て 
済む 。 節水 効果 の ある シャ ワー ヘッ ド を 取り 入れ る 、 流 
す と き は 浴 橋 に 光 め た お 湯 を 使う な ど 工夫 し た い 。 


すす ぎ 1 回 で 済む 洗剤 を 
選ん で 、 環 境 負荷 を 軽減 。 


お 風呂 と 同様 、 た くさ ん の 水 を 必要 と する 洗濯 。 すす ぎ 
OK の 洗剤 を 選ぶ べ ば 、 こ ちら も 節水 に な る だ け で な 
て CO2 削 減 に も 綱 献 で きる 。 毎日 使う も の だ か ら 、 その 
成分 が サス テ ナ ブ ル な ら ば な お 良し 。 例え ば ワン ハン ド 
ブッ シュ が 使い や すい アタ ッ ク ZERO は 、 主 成分 に バイ 
オ I0S を 採用 し 、 よ り 環境 に 配慮 し た 洗剤 に な っ た 。 背 
伸び せ ず 、 いつ も の ドラ ッ グ スト ア で 手 に 入る の が うれ 
し い 。 大 事 な の は 、 無理 せ ず 続け る こと だ か ら 。 


泡立ち と 泡 切れ の よい xs 


食器 用 洗剤 で 、 気持 ちよ く エ コ 。 


面倒 な 家事 の ひと つ 、 食 器 洗い 。 で きる だ け 気持 ちよ く 、 

ささ っ と 済ま せ た いも の 。 食器 洗い で 楽 す る ポイ ント は 、 ー 
「 泡 立ち 」 と 「 泡 切れ 」 を 両立 し た 食器 用 洗剤 を 選ぶ こと 。 

汚れ は 泡 に 駄 着 する の で 、 豊か な 泡 が 立て ば 効率 的 に 洗 

える 。 また 、 すぐ 流 せる 泡 切 れ の よさ が ある と 節水 に も 

な り 、 レス な く 短 時 間 で 食器 洗い を 片付け られ る は 

ず 。 ちな み に 花王 の キュ キュ ッ ト は 油 汚れ に も 強く 、 モ 

コモ コ の 泡 と 素早 い 泡 切れ で 節水 に 貢献 で きる 。 


いつ も の 詰め 替え 
地球 の 明日 に 
つなが り ま す 。 


節約 に も な り 、 ご み を 減ら せ て 


注ぐ タイ プ 地球 環境 に 優し く で きる “詰め 替 


家庭 ご み の 約 6 割 を 占め る と いわ れる 所 今 は 詰め 替え や すい よう に 、 


藤田 華子 


ふじ た ・ は な こ / ハ ナコ ラ 
ボ パー トナ ー。 編集 者 と し 
て 、 オ ウン ド メ デ ィ ア な ど 
の 制作 に 携わる 。 会 社 で は 
脱 プ ラ を 目指 し 、 マ イボ ト 
ル が 鈴 奨 され て いる 。 


が 


装 ご み 。 液体 の 商品 は ほぼ 詰め 替え の 用 形状 や 方 法 が 工夫 され て いる も の が た くさ ん 。 
意 が ある の で 活用 し た い 。 何 回 分 か お 得 。 花王 で は プラ スチ ッ ク 容 器 の 原料 を 


な パッ ク に は 、 ロ が キャ ッ プ 式 の も の も 。 約 70% 減 ら す こと が で きた 。 
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* 作 り 方 


1. セロ リ は 葉 を 切り 分 け 、 茎 の 筋 を 取る 。 し ょ う が 
と に ん に く は みじん 切り に 、 キ ャ ベツ の 葉 は ざく 
切り に 、 セロ リ の 茎 と 残り の 野菜 は さい の 目 切り 

ベー コン も 野菜 と 大 き さ を そろ えて 切る 。 

2 水 200me を 沸か し て 計 重 カッ プ な ど に 入れ 、 ハー 
プティ ー を 燕 ら す 。 

3. 鍋 に オイ ル を 入れ て 径 火 に か け 、 し ょ う 
が と を 炒め る 。 香り が 立っ て 
ぎ と に ん じん を 加え 炒め る 。 ペー コン 
の 葉 区 外 の 野菜 を 加え 、 全体 を ざっ と 尋 

水 100me@ と セロ リ の 葉 を 加え 


ハー ブ プティ ー (ティ ー バ ッ グ ) め の 中 火 で 2 分 ほど 煮る 。 
-1 袋 4 セロ リ の 葉 を 取り 出し 、2 の Pa 
リー フ の 場合 は カッ プ 1 和 分 200m4 の 便 詳 の 水 、 指 を 加え 、 温め て 仕上 須 る 


ノ 。 の w 放 へ で 政 。 へ で 大 凌 千 プ と "IOA Ss ら qS oeueH 


た に 』- 


zol - 9oL sed 


機能 と デザ イン の 両立 が 叶う タン 
プラ ー を 愛用 中 。 (ベイ クル ー ズ 
マー ケティング ・ 金 坂 乗 里 さ ん ) 


洗い や すく て 軽い 
ウォ ー タ ー ボ トル L 


会 社 に 置き カト ラリ ー 6 


理 に 使え 、 食 洗 機 に も か けら れ 
る ジッ プ バ ッ グ が 万 能 ! (フー ド 
スタ イリ スト ・ つ が ね ゆき こさ ん ) 避 


内 


洗っ て 使え る 宴 澤 ラッ プ 


ん 凍 れ る 心配 も な し 。 POCKET CUP 各 355eW 1.500 円 (siop | マイ ンド アー ト 03-6417-0731) 
ハー プ が ロ に 二 
ー ス は 放 和 表 料 。 カ トラ 
し て も サマ に 。 パッ ク あ レン 
ー プ ン も 可 。 サン ドイ ッ チ M 1.500 円 (seer | ボ 


、A 折り た た め る タン プラ ー 


E シリ コー シバ ッ グ 


ト 。 aco wiap M 1.500 円 、 8 1.200 円 4 に aco wrap acowrapjp) その 他 ス タイ リス ト 私 物 


空き 容器 を 
花器 に する 。 


別 の 役割 を 与え れ ば 、 さ よ な ら で 
終わ ら な い 、 新た な 未来 が 訪れ る 。 
キュ ー ト な 空き 容器 は 、 花 器 に 小物 入れ に と 
アイ デア 次 第 で 、 様 々 に 使え る 。 


シャ ンプ ー や コン ディ ショ ナー の 
容器 に 花 や サ ポテ ン を 。 (whyte ト 
ッ プ スタ イリ スト ・ 中 島 潮 里 さん ) 避 


イン テリ ア に も な じ む 
防虫 ブロ ッ ク 。 


クロ ー ゼ ッ ト の 引き 出し の 中 で 、 
色 が 変わ っ た ら 取り 替え て いた 防虫 剤 。 
楠 の 端 材 に カン フル オイ ル を 和 柴 み 込 ませ れ ば 
半永久 的 に 使え る 。 見 た 目 も さり 気 な い 。 


楠 に は 防虫 ・ 消 自 効 果 が ある そう 。 
自 無 な 香り も リラ ックス で きま す 。 
(ライ ター・ 鹿 志村 杏子 さん ) 避 


エコ ブロック 4 個 二 カン フル オイ ル 5mk コッ トン ポー チェット 
1.800 円 (KUSU HANDMADE www kusuhandmade com) 


< へ と 4J 名 消す 記 潜 肖 き み 
S み 。 で て 著 座 Rtt 痛 邊 や . 生 V 


ユ ま せ 


DP レン チン 0K の ガラ ス 傘 器 


Be 
き ・。 リ ユー スポ トル 500me 1.000 円 (リバ ー ズ 全 0120-915-582) C ケ 
ッ ト 2.000 円 (10-GO WARE | エイ アン ド エ フ 3-3209-7575) D. 可 と 
!500m4 !.200 円 200eW 800 円 (に WaM 可 03-5627-3870) E レ ンジ * ネ 
0120-444-S36) 上 半 間 の 切り 口 に も フィ 


すき へ 叶 は 二 と 浴 / 必 


職場 に 「 あ る と いい 」 
種 の 神器 。 


使い 続け られ る いつ も の 相棒 た ち が 
ラン チ や 休憩 時 間 を 盛り 上 げ て くれ る 。 
ボトル は 温 冷 使え て オー ル シ ー ズ ン で 活躍 。 
持ち 歩き の 履 魔 に な ら な い 軽 さも うれ し い 。 


持 けろ こ 

ちば か と 辺 
歩 ' ら が リ り 
き ご 何 慣 を 
ア み 度 れ 見 
イ の も っ 渡 
テ 削 使 こ す 
ム 減 え に と 
る 四 和 ああ "ご 
寺 5 や. で 牙 
ッ な の も っ 
チ が に 和孝 て 
ン る 変 近 は 
ツ は えな 捨 
| 電電 - 天 4 
ル "いこ る 


使い 捨て の 
ラッ プ ・ ジ ッ プ バッ グ を 
な る べく 減ら す 。 


海洋 汚染 や CO 排出 が 頭 を か すめ る 、 
使い 捨て プラ スチ ッ ク か ら の 切り 替え を 。 
ジッ プ バ ッ グ は 湯せん 、 冷 凍 も で き て 、 
ラッ プ は 天然 の 抗 菌 性 も あり 、 優 秀 。 


コー 一 ライ ルル ダー を 
手作り する 。 


朝 の コー ヒー で 使う ペー パー フィ ルター な ど 
捨 い 捨 て の も の を 手作り で きる か も !? 
一 生 懸 命 、 自 分 で 作っ た も の を 
毎日 使う 悦び は 、 ほ か に は 代え 難い 。 


消耗 品 を 減ら し た く て 。 ネル 生地 
を 縫っ て 作り 何 度 も 使い ます 。( シ 
ンプ ブル ライ フ 研 究 家 ・ マ キ さん ) 上 
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全 涯 つじ 太い pGP ゃ 7 屋 ロ 
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「 和 牛乳 パッ ク 、 段ボール 」] は 
近所 の スー パー で 回 収 を 。 


ポイ ント が た まる こと も 。 


牛乳 な どの 紙 バッ ク 、 段ボール な ど 、 資 源 に な る も の 
を 燃え る ご み で 捨て て な い ? 資源 に な る 紙 ご み は 、 
自治 体 の エコ ステ ーション や 腐 品 回 収 へ 。 スーパー の 
回 収 箱 へ 持っ て 行く と 、 ポ イン ト が た まる こと も 。 紙 
パッ ク は カビ が 生え や すい の で 、 切 り 開い て 洗っ て 、 
完全 に 乾燥 させ て か ら 出 そ う ! 


アル ミ 付 き 紙 パッ ク の 回 収 も 大 事 。 


豆 肌 パッ ク に 多い 裏側 が アル ミコ ー テ ィング され た も の 
は 、 和 牛乳 パッ ク と は リサ イク ル 過 程 が 違う の で 分 け て お こ 
う 。 スー パー が 回 収 し て くれ る 場合 や 、 無料 郵送 回 収 サ 
ービス 「 テ トラ パッ ク 『 リサ イク ル 便 」 も 。 


「 野 菜 の ヘ タ 」 は 


リボ ー ン ベジ タブ ル す る 。 


捨て て し まう 野菜 の ヘタ な ど を 水 に つけ て お く と 芽 が 
出 て 成長 し 、 そ れ を 再び 料理 に 使う 「 リ ボ ポーン ベジ タ 
プル 」 は リユース の 一 つ 。 豆 苗 や 人 参 、 大 根 、 キャ ベツ 、 
小松 菜 、 ク レ ソ ン な どの 野菜 が お すす め だ 。 し か も 生 
ご み を 減ら せる な ん て 、 一 石 二 鳥 ! 詳し く は 、 イ ン 
スタ の # リ ポ ペ ジ で 検索 を 。 


ライ ター・ 鹿 志村 杏子 の 
キッ チン 菜園 。 
豆 昔 、 大根 、 人 参 、 ね ぎ 、 小松 菜 の リ ポ ペ ベジ を し て いる 鹿 


志村 さん 。 見 た 目 も 美しい ホー ロー や ガラ ス の 容器 を 使 
っ て 、 まる で 観葉 植物 の よう に 楽し ん で いる 。 " 出 て きた 
葉 は 、 茎 味 や 味噌 汁 の 具 材 に し て いま す 」 ( 鹿 志 村 さ ん ) 


ュー 


ソー ル の 張り 替え や 黄ばみ クリ ー 
ニン グ な ど 、 ビ カ ビ カ に な っ て 復 
活 ! 店 舗 まで 行け な く て も 、 ネ 
ッ ト で 見 積もり の うえ 送付 で 修理 
し て も ら え る 。 sneaker-at-rand 
omcom 


「 洋 服 ] も 


「 ス ニー カー」 も 、 お 直し し て 


寿命 を 延ばす 。 


「 破 れ た ! 」「 フ ァ ス ナー が 壊れ た ! 」「 パ ー ツ が は が れ 
た ! 。 そん な と き は 、 リ フォ ー ム ショ ッ プ や アパ レル 
プラ ンド の 有料 の お 直し サー ビス を 利用 し て 。 買う と 
きか ら 修 編 で きる か どう か を 考え て 物 選び を すれ ば 、 
自然 と も の を 大 切 に する は ず 。 そし て 修 結 する ご と に 
要 着 が 増す は ず だ 。 


「 卒 業 す る 洋服 ・ 雑 貨 」 は 
ラリ マ ア プリ で 
求め て くれ る 人 に 譲る 。 


気軽 に 出品 で きる フリ マ ア プリ 。 出品 者 に と っ て は も 
う 卒 業 する 洋服 や 雑貨 で あっ て も 、 それ を 里 入 する 人 
に と っ て は 価値 ある うれ し いも の 。 顔 が 見 えな いや り 
と り だ けど 、 大 事 に し て きた も の を ムダ に し な いで バ 
トン の よう に 基 す 、 受け 取る 喜び が 、 出品 者 と 時 入 者 
の 両方 に ある 。 だ か ら こ そ 、 お 互い 、 素早 く 誠 実 な 対 
応 を し た いも の 。 無料 で も の を あげ た い 、 も らい た い 
と いう 人 を 結ぶ アプ リ も あり 、『 譲 る 」 と いう 手 も 。 


カー 修理 の 専門 ! 
《 ス ニー カー アト ラン ダム ) 。 


「 洋 服 ・ 雑 貨 」 は 
リユース し て くれ る 
回 収 サ ービス に 出す 。 


も う 自 分 は 着 な いけ ど 、 まだ 着 られ る 洋服 支援 
が 必要 な 施設 や 難民 キャ ンプ 、 被 災 地 な ど 、 その 服 を 
必要 と し て いる 人 が いる か も ! アバ レル 各社 に よる 
回 収 サ ービス を 利用 し て みて 。 オフ チケ ッ ト や ポイ ン 
ト が も ら え た り と 、 う れ し い 特典 も 。 


(ワー ルド 〉) の エコ ロモ キャ ン ペ ー ン 。 


年 2 回 、 百貨 店 な ど で オ フチ ケッ ト と 交換 で 回 収 し (ワー 
ルド 製品 以外 も 0K)、 リユース パー トナ ー を 通じ て 再販 
売 。 売上 金 は 、 支援 な 施設 や 基金 に 寄付 。 


(ユニ クロ ) の 全 商 品 リ サイ クル 活動 。 


ユニ クロ の 世界 22 の 国 と 地域 の 店 舗 で 回 収 を 実施 
連 林 民 高等 弁務 官 事務 所 や NGO、 NPO を 通じ て 苑 
キャ ンプ や 枝 炎 地 へ の 支援 と し て リユース され て いる 。 


(H& M) の 衣類 回 収 プ ログ ラム 。 


シー ツ で も 靴下 片方 だ け で も 、 布 な ら な ん で も OK| リ 
ユー ス や 清掃 用 品 な ど に ムダ な く リ サイ クル され 、 発生 し 
た 奈 刺 金 は 、 社会 綱 献 活動 に も 奇 付 さ れる 。 


「 手 放す 洋服 」 交換 会 、 


エク スチ ェ ン ジ は 、 世界 中 で 自発 的 に 行わ れ て いる イ 
ベン ト 。 ポイ ント は 、 手 放し た いも の を 持参 し て 物 々 
交換 する こと (参加 費 を 払う 場合 も あり ) と 、 そ の 品 
の 思い 出 や も ら っ て くれ る 人 へ の メッ セー ジ を 書い た 
エビ ソー ド タ グ を つけ る こと 。 も の を 手放す 、 手 に 入 
れる だ け で な く 、 誰か と つなが る の っ て お も し ろ い 1! 


ハナ コラ ボ パー トナ ー 
鈴木 真由 子 主催 の 0T0」 。 


P94 の 座談 会 に も 登場 し て くれ た 倫 木 さん に よる エク ス 
チェ ンジ 。 場所 は 、 首都 賠 の カフ ェ や リサ イク ル シ ョ ッ プ 。 
参加 する に は 、 服 や 本 の 持参 を 。 持ち 込み 点数 は 5 点 ま 
で 。 「 き れい な 状態 で お 願い し ます !」 (鈴木 さん ) 
新屋 コ ロナ ウイ ルス 対生 で 休止 中 の 下 合 も 。 


033538-1311)/ そ の 他 スタ 
リス ト 下 物 


プ で が ル た 名 お ア 製 
ロキ 生 の 日 継 : 繕 ツ 品 リ は ー 
に ッ ま 技 本 ぎ い プ よ サ アン 
お ト れ が で じ 還 が MM い \ 
願 を る た は た た イ も ク ツ 
い 使 と く ` り り ク ラル ニ 
し っ 見 さ | 丁 5 議 0 2 2 ん 
を 
み ) の い 電 
て 戦 れ りら を の う が し 価 
すま を を すず (に シ 
Cy ッ 1 な 
も る し プ に や の る り 値 
い PA | 欠 3 破 3 ク 
い 自 次 イ て けれ と 元 徐 司 
し 分 カク き を を を の ら 二 シル 
ーー 


全体 的 に シミ が 
そん な 場合 は 、 
A の シャ ツ ワ ン ピー ス は 、 ス タタ 


ピン ク 色 が 泥 案 め ら し い 渡 い へ 

B の パシ ッ は | 無印 度 画 が 展開 時 る ReMUJI 

回 だ 衣料 硬直 藤 罰 二 業 め 直し た も の 
ナチ ュ ラ ル な 色 合 や が 素 眉 


ヒビ や 欠け の ある 器 は 
「 金 継ぎ ] で か っ こよ く 。 


器 の 割れ や 欠け を 漆 で 継ぎ 、 金 や 銀 で 彩る 日 本 独自 の 修理 法 が 金 継ぎ 
継い だ 跡 を 「 景 色 」 と 呼ん で 愛でる ほど 、 昔 か ら 継承 され て きた 手法 
写真 は 、 陶 芸 家 ・ 講 川 義雄 さん の そば ちょ この 欠け を 
金 継 師 ・ 山 下 裕 子 さ ん が 修繕 し た も の 。 
継い だ こと で 、 より 味わい が 。 


服 の 汚れ や 靴下 の 穴 は 
「 お 繕 い 」 。 


汚れ に は 、 カラ フル な 刺し ゅ う 糸 を 使っ た 
繕 い を 。 織物 を 織る よう に 縦糸 と 横糸 を 
重ね る 手法 、 ダー ニン グ も 、 靴下 の か か と や ニッ ト に あい た 穴 の 
お 繕 いと し て 人 気 上 昇 中 。 あえ て 目立つ よう に お 繕 い を し て 、 
お し ゃ れ と し て も 楽し ん で 。 


ノ 。W 補 訂 へ で 潤 . へ で 大 主 問 詩 プ と"1oOA SSQS oeueH 


Et- | 


LtLL- ott esBed 


納豆 パッ ク の ね ば ね ば は 、 
10 分 水 に つけ る と 取れ る 。 


食品 が 入っ て いた プラ バ パック は 汚れ て いる 場合 、 燃 える ご み に 
出し て も いい 、 と いう 自治 体 も ある けれ ど 、 それ は リサ イク ル 
の 面 で は NO ! と 服部 さん 。「 ぜ の 洗っ て 資源 に 。 汚れ た まま 
で は 、 カ ビ が 生え 、 リ サイ クル 品 の 質 も 低下 し ます 。 プラ だ け 
で な く 、 缶 、 ビ ン な ど リ サイ クル に 出す も の も 洗っ て 。 納豆 の 
よう な 汚れ も 、 10 分 ほど 水 に つけ れ ば 簡単 に 取れ ます よ 」 


「 わ が 家 で は 、 プ ラバ ッ ク は 洗っ て 完全 に 乾かし ま 
す 。 納豆 は 、 紙 包み の も の を 買う よう に し て いま す 」 


ポリ 袋 は さよ な ら 。 
生 ご み は 新 聞 紙 BOX へ 。 


臭い が 気 に な る 生 ご み を ポリ 袋 に 小分け に し て 捨て て いる 人 は 、 
多い の で は ? ポリ 袋 の 使用 は 、 プ ラ ご み を 減ら す た め に も で 

きる だ け 避 けた いも の 。 新聞 抵 な ど 古 紙 を ポリ 装 代 わり に 使 

うと 、 臭い の 原因 に な る 水分 を 減ら せ て お すす めで す 。 その ま 

ま 地 域 指定 の ご み 袋 へ 。 カラ ー チ ラ シ は 新聞 紙 ほ ど 水分 を 吸わ 

な いた め あ まり お すす めで きま せん 」 


「 新 聞 紙 は 野菜 を 包む の に も 使え ます 。 鮮度 が 保 た 
れ や すい 。 環境 が 許せ ば 生 ご み は コン ポス ト へ 」 


Check! 
プラ スチ ッ ク ご み が 
厄介 も の で ある 理由 。 


プラ スチ ッ ク は 石油 由来 の た め 土 に 届 ら ず 、 摩 秒 し て マイ クロ 
化す る と 、 何 百年 も 海流 や 気流 に 乗っ て 地球 中 に 回 り 、 食 物 連 
鎖 を 介し て 人 間 の 口 に も 入り 健康 を 害する 可能 性 が ある 。 また 
素材 が 複 条 で ( 下 の 表 参 照 ) リサ イク ル に エネ ルギー が か か り 、 
多く の 二酸化 炭素 を 出す 。 7 月 1 日 か ら 全 国 一 律 で レジ 袋 が 有料 
化 され 、 過 剰 な 使用 を 見 つめ 直 そ うと いう 動き が ある 。 


ポリ エチ レン : ポリ 装 、 ご み 袋 、 灯 油 缶 、 バ ケツ 
ポリ プロ ピレン : 洗面 器 、 容 器 、 水 筒 、 注 射 器 
ポリ スチ レン : トレ イ 、 お も ちゃ 
: ビン 、 卵 パッ ク 、 ホ ー ス 、 人 工 皮 革 
: ラッ プ 、 ハ ム な どの 価 閉 フ ィ ル ム 
風防 ガラ ス 、 了 照明 板 、 義 旧 
ポリ エス テル : 繊 維 、 フ ィ ル ム 
ナイ ロン : 繊 稚 、 フ ァ ス ナー、 医 療 器 具 、 機 械 部 品 
ボリ カー ボネ ー ト : CD、 ヘ ル メッ ト 、 機 械 部品 
ポリ ウレ タン : スポ ンジ 、 マ ッ ト レ ス 、 断 熱 材 


出典 :『 知 ら な いと 他 い 陽二 著 ・ 大 押出 上) 


素材 を 見 分 け て 、 整え る 。 
それ が リサ イク ル の 第 一 歩 。 


リサ イク ル に 貫 献 す る に は 、 ルー ル に 合っ た 分 別 が 大 切 。 自治 
体 に よっ て ご み 処 理 場 の 設備 に 差 が あり 分 嘱 の 仕方 が 違う の で 、 
どう し た らい い の か は 自治 体 の ルー ルプ ブッ ク を 読ん で 理解 し て 
お きた い 。 これ は な に ご み ? と 迷っ た ら 、 パ ッ ケー ジ を チェ 
ッ ク 。 プラ 、 紙 な ど 識 別表 示 が ある は ず 。 また 、「 は が き や 玉 筒 、 
菓子 箱 な ど が 落と し 穴 」 と 服部 さん 。 " 雑 が か み と し て リサ イク ル 
し て いる 自治 体 が た くさ ん あり ます 。 で も 、 これ ら を 焼 える ご 
み に 混ぜ て いる 人 が 多い よう 。 きれ いな 紙 は 、 古紙 と し て 再生 
され る の で ぜひ 分 別 を 。 また 、 紙 」 と 「 婚 パック 」 も 実は 違う 
も の ! 紙 バッ ク は 牛乳 パッ ク や ヨー グル ト の 容 笑 な ど 。 牛乳 
バッ ク 以 外 の 紙 バ ッ ク は リサ イク ル し づら い の で 混ぜ な いこ と 。 


わか ら な けれ ば バッ ケー ジ の 議 別表 示 を チェ ッ ク し 
よう 。「 ヨ ー グ ルト の パッ ク は 、 識別 表示 : 
も 、 乱 密 に は 紙 パ バッ ク の 場合 が ある の で ご 注意 を 」 


「 ス ー パ ー の 回 収 箱 行き 」 
専用 スペ ー ス を 作る 。 


「 プ ラ ご み に お いて 自治 体 と スー パー の 回 収 を 比べ る と 、 スー 
パー は 発泡 トレ イ 、 卵 パッ ク な ど 、 より 細 か い 分 別 を し て いる 
場合 が 多い ん で す 。 自治 体 の 場合 、 大 抵 は 容器 包装 プラ スチ ッ 
ク と いう 分 別に な る た め 、 様 々 な 種類 が 混在 し て し まう 。 スー 
パー の ほう が 効率 的 に リサ イク ル さ れる 可能 性 が 高い で す 」。 
積極 的 に 持っ て 行け る よう 、 専 用 スペ ー ス を 作る と スム ー ズ 。 


上 し 


「 わ が 家 で は 、 ス ー パ ー へ 持っ て 行く プラ 容器 は 買い 
物 に 使う エコ バッ グ に 保管 し て 冷蔵 庫 用 に (写真 上 )。 
雑 が み は 、 大 きめ の 段ボール 箱 に 入れ 押し 入れ に 」 
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気 い ら る 服 
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は っ と り ・ 和 ゆう いち ろう / 訳 
書 に 『 ゼ ロ ・ ウ ェ イ スト ・ ホ 


ー ム 』 (アノ ニ マ ・ ス タ ジ オ )、 


『 プ ラス チッ ク ・ フ リー 生活 』 
(NHK 出 版 ) な ど 。 イ ンス タグ 
ラム は @sustainably.jp 
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THhimk tfhe Eartli #6 


学び 続け る 。 


初め て 知っ た 、 さ ま ざ ま な 地球 の 真実 。 
この きっ か け を 無駄 に は し た く な い 。 エ シカ ル 協 会 代表 理事 ・ 


末吉 里 花 さ ん に 聞い た 、 学 び 続 ける こと の 意味 。 


SG 刀 せ " 服 っ 東北 貫 ぐつ G 々 
ふさ 公 放 し 皿 相 ロ 選 っ じ っ つ で " 
押 お 居 振 固 つ じ 間 殿 じ WS で 
し っ っ "MGS 記 守 / 寺 生 日 AR 
ミロ 0 っ じ し etet6n ロ SQGSR" 

らら ー 周 唱 『 所 覆う つ 彰 一 』 
SKI ト ユ ー く ヘー ツリ で 記 罰 7 
判 時 中 囲 G 泡 宗 層 選 札 で し っ 
つ 玉 "WS 革 し "| 短 @ 塁 R 和 を 宮 拉 
SG 刀 人 S ロ ′ 祖 つ っ 想 綴 和 際 っ 革 盟 6 
べ 友 挫 直せ きじ っ NG 限 串 っ ン い 
や pmG 泊 ポ で ロ つ 選 Gy も" 革 し が 7 
Q ら ご = 員 ロ 弓 で 選 ト ト さ R・ ふ へ 
IIKG せ ユル へ 込 キロ せ 記 ヘー 
IA て ヘイ ロゼ 下 " 台 柱 福 
らら ら ES トト ユ 政 巡演 G ゴ 居 
NO 泊 民 公 現 窟 責 型 や G 測 講 じ 
似 介 釣 ビ つ We 民 の 着衣 G 
孝 記 係 台 選 尺 列 培 つ せ G し Sv 
医家 中 己 選 ) 必 の っ 心 橋 し つや 

コー に 4 モル コン CS 
革 尽 選 公 悦 い 外 域 弓 呈 G しゃ 
SWGS 記 宗二 で 全 公 人 G 撤 苦 電 
忘 つ し じ っ 選 で し じゃ? 茶 民 G 避 
贅 QG 電 更 皿 列 き で し っ Q@ 
し "上 医 マ や @G せ 恨 頑 下 國 " G 壇 
飲 騙 や せ 展 いじ っ 柱 寂 ロ KG 
舞 和 0 坦 W じ っ 6 つ "「 半 選 選 革 替 
ド に マ 2 だ いし ド さ く だ ぶり に で 
エロ 人 8 朝 選 を で 公 織 T じ 選 じ 」 者 
甘 電 工 必 で SS くう の 公 敵 つ 選 SGP 
1 さく: に よく この いた 


Hanako SDGs vol.2 / 慌 癌 品 つ ン " 交 つと ン 間 we 


へ ふ へ S 求 臣 じ つ 刀 " 演 糞 G 思 構 り 上 
EE で 
に リン と いり い いい に 3 くだ 4 に に 
で っ "MRete や し S ン "基線 ロ 手 
ンマ いひ 宮 堪 量 人 9 INK ト ー ふ 、 ビ 
8 符 ン "IN で トー ふ 、 ピ 1 直人 篤 
し を で じ っ り 届 」 つ 来 @ つ くさ しゃ" 
監 還 ′ 欄 Q つ G 宗 じ SNe 窒 舞 
異 @ 祝 評 朝 言 鈴 長 つ せ さり 宴 
避 利 つじ せっ QG し Sn や 
AA 志 玉 りつ し 還 信じ っ で 選 っ 
に に ささ 2 いこ ドコ こい けり すり に: 
QB pn10G ペ ー リ リロ A ふ そ ふ 
て "SSNH ト て ュー テーGTNINA 
て (〈 リ ー ト ミユ ー) 6 替 幸 部 "お 
NT ト ・ の ロール マビ つや り 

二 必 せ で せ K 公 條 来 上 つ せ ー の 
の の 叶 "「N ト SA 本 へ 記 判 虹 旭 
飲 WeNe」SK ロ ーRAG め NH 
ト エ ユー シ 6 拓 中 NIN ヘ と WW 口 将 し 
幸人 66 つ ね" 記 め 鍋 ポ ロ 王 nw や 
NH ト エ て ユ ーー@ 考 電 も で 所 ぐ 侍 公 
で 刀 つ "中 可 穫 りり 介 品 つ じ 判 四 刀 
wete)J 公 じ Q D で 守 っ 
っ うり ざ 科 OT MS 守 人 Q 療 つ 東 各 公 
人 暑 ン 堪 ちや SO の 昭 っ つ 玉 9 y 
り 公 や お RYK ト WSGIR 世 貞 軸 人 
症 過 っ つ 宮 公 人 逢 で レ っ WoK つ で! 
弄 頼 つじ っ ン せ じ " 記 り 区 つ % い 
BN HK ト て ユー テ 9 硫 さ ” 穫 ら 7 了 
諾 te@ ズ 人 還 性 環 和 を つつ せっ "NH 
ト エ ュー テヒ 6 辺 世 て 計画 させ 
っ や 近 N 書 代 SGー ご 吐き リリ 
し ゃ "に 尽 銘 NH トー ユー 
テロ 朗 e 六 彫 人 め 相 涯 つじ つ で 
Ne つり 尽 回 避 め 公 人 で 下品 一紀 マ 
加入 鈴 言 つ ソ ン お も ” 閉 鈴 つじ 
に さいこ てく り に こく だ いり に 


つ お せ G 世 然 じ っ も "wi 前 

0 尋 芋 語り の りら ーo 叶 HH 入 
さ 融 朝間 暑 尽 十 ” 導 空 号 旧 指 区 
いよ よさ ここ 

HA 玉 ミロ "円 史 玉 倫 や で" 
邊 や 思 む ビレ っ ンー 堅 G 琵 尺 寺 で じ 
っ マン” つっ 心 り 0 つ 呈 人 Q 皿 お 
到 肌 入 で 甘 鼓 6 革 じ " 医 さ 四 we 
Ne 設 駐 釣 近 e パー 下っ 素 つ ビ 
っ う ン リコ 補う 也 い やじ っ ms MG 中 
マー 和 AA で つ 忠 の 刀 SD 
臣 つ 認 GG 夫 MG 生計 を の 日 トマ 
ED ES SNv5Ek マ さい 
血 示 祭り 尼 R 置 生じ WeG 7 
旦 訪 G 人 6 人 やり 隔 0 じ っ" 

も に むさ くだ さこ に 
尽 公 を で じ 更 っ で 和 の … 所 
し っ !@ く や っ 0 公 の つや で 
で 代 骨 せ 孤 0 っ せり JJ ポ る つも で 
舞 WW じ っ ち むき っ っ っ り 記 葵 隊 っ ? 
(っ コー に エコ に ゆで 、 に さく ) 
つ せ し w じ や で 公 で " | 理 統 選 
りり JP それ 計 窒 刀 蘭 絡 ロ い S 公 
te 明 角 下 つつ っ じゃ? 

過 呈 ロロ ト い で ミ さ KG 設 蘭 じ 人 態 ロ 
っ N 虹 主 環 ぐ っ te 信 会 Q JWN7 
拉 ぐ つ ぬ 嘱 人 個 本 太 っ か て AN" 
皿 お ロ J で じ 四 公 振 つ ろり いり 員 天 人 玉 
ね むし せ マン で 名 現有 導き で 
じ " 炒 肖 己 の で し や させ しゃ 破 
っ りり ロ 和 る っ te 公 Nm 公 " 
公則 殿 ロ 0 っ じ 6 四 押 所 氏 や 
Q ト キ へ KK 選民 で じ っ 才 "| 
て @ー ら ら 軌 ユー らら べ G 1 再 
ETD に に で ささ 
守る 回 で レ っ ン リ に 着力 交 押 e 
KW 侍 | 理 間 額 京 二 や Ne ein 
記せ 男 つ ビレ っ ポポ" 


穫 や 雪 で @" 
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に デジ 
に も 力 を 入れ て いく と の こと 。 


カル に 興味 を 持つ 人 々 と つなが り を 持て る 機会 に も な っ 


だ 今年 は 新型 コロ ナウ イル ス の 影響 で | て いる 。 今後 ほ 学び の 手段 と し て 、 日 本 だ け で な く 海外 


オン ライ ン 受 有 購 の み と な る 。 5 月 下旬 か ら 8 月 上 旬 ま で 全 | の スタ ディ ツア ー に 


11 回 の 講座 と な っ て お り 、 毎 回 バラ エ テ ィ あ ふれ る 講師 


陣 が 登壇 予定 。 エ シ カル を 学ぶ 場 で ある と 同時 に 


ethicaljlapan.org 


学び 続け て きた 未 吉 さ ん が 提供 する 、 学 び の 場 。 


ェ ル ジュ 講座 は 現在 「 エ シカ ル ・ コ ン シ ェ ル ジ ュ 講座 


末吉 さん が 2010 年 に 初 開催 し た フェ アト レー ド ・ コ ン シ 
と し て 継続 中 。 た 


Recommmmemded Eooks 


末吉 里 花 さん が 薦め る 、 学 び 続 ける た め の 10 冊 。 


この 特集 を きっ か け に 、 学 び 続け た いと 思っ た あな た へ 。 気軽 に 手 に 取れ る 10 冊 を 末吉 さん が レコ メン ド 。 


『 お し ゃ れ な エコ が 世界 を 救う 』 
著 : サフ ィ ア ・ 


私 の 人 生 に 大 き な 影 響 を 与え た く (ビープ ルツ リー) の 創業 者 、 
サフ ィ ア ・ ミ ニー さん の 自 赤 伝 。 この 本 を 手 に し た 時 は すでに 
サフ ィ ア さん と 出会っ て いま し : 
トレ ー ド の ビジ ネス を 始め た こと が どれ ほど 大 変 な こ 
の か を 知り 、 改め て 彼女 が 社会 起業 家 と し て 成 し 必 げた 功績 に 
敬意 を 抱き まし た 。 この 本 を 読め ば 、 フ ェ ア ト レー ド の 印象 が 
変わ る か も し れ ま せん 。 (日 経 BP 社 1.500 円 ) 


『 プ ラス チッ ク ・ フ リー 生活 今 すぐ で きる 小さ な 革命 』 
ャ ンタ ル ・ プ ラモン ドン 、 ジ ェ イ ・ シ ン ハ 訳 : 服 部 雄一 郎 


らし を 見 つめ 直す と 、 私 た ち 人 間 が いか に 便利 な プラ スチ ッ 
っ て きた か が わか り ま す 。 その プラ スチ ッ ク か 自然 環境 
や 生き 物 に と っ て 箇 成 で ある こと は 、 最近 ニュ ー ス で も よく 目 
に する よう に 。 で は 、 生活 か ら プ ラス チッ ク を な くす こと は 可 
能 な の か ? そもそも な ぜ 、 プ ラス チッ ク は よく な い の か ? 
プラ スチ ッ ク に 代わ る も の は ある の か 7 色々 な 人 悩み を 解決 し 
て くれ る 一 冊 。 (NHK 出 版 /2.000 円 ) 


『 気 候 変動 の 時 代 を 生き る 』 
編 ・ 著 : 水 田 住 之 


恩師 で ある 聖心 女子 大 学 の 永田 佳之 先生 が お 書き に な っ た 一 冊 。 
気候 変動 に 最も 有効 な 武器 は 教育 で ある 」 と 気候 変動 を テー 

マ と し た 教育 に 焦点 を あて た 本 を 作ら れ ま し た 。 気候 変動 の 革 
礎 的 知識 や 世界 で 起き て いる 状況 を デー タ と と も に 紹介 。 問題 
を 解決 する た め に 、 さま ざま な 立場 の 人 た ち が ど の よう な アク 

ショ ン を 起こ し て いる の か 、 好 事例 を 学ぶ こと が で きる 気候 変 

動 の 入門 書 で す 。 (山川 出版 社 / 1.500 円 ) 


『 地 球 - そ の 中 を さ ぐ ろ うぅ - 』 
文 : 絵 : 加 十里 


大 好き な 絵本 作家 の ひと り 、 加 古里 子 さん の 作品 で す 。 地球 の 
中 の よう す を 地表 か ら 中 心 閣 に わた っ て 断面 図 で 勧 いた 美しい 
作品 。 加古 さん が 「 福 音 館 の 科学 」 シリーズ か ら 出 版 さ れ て い 
る 「 海 」 「 宇 宙 」「 人 間 」 の 中 の 一 悦 で す 。 と て も 詳し く て 正確 な 
科学 を 学ぶ こと が で きる 一 方 、 写真 や 映像 で 学ぶ の と は 違い 、 
物語 の 奥 に ある 面白 さ を 想 像 し な が ら 自分 自身 で 考え る こと が 
で きる 買 重 な 府 本 で す 。 (福音 館 書店 1.500 円 ) 


『 は じ め て の エ シ カ ル 』 
著 : 示 吉里 花 


2016 年 に 出版 し た 撮 著 で す 。 エ シ カ ル に つい て 学ぶ た め の 初心 
者 向け 入門 書 と し て 書き まし た 。 私 自身 が どう 関心 を 持ち 、 変 
わっ て いっ た の か と いう パー ソナ ルス トー リー と と も に 、 な ぜ 
エ シ カ ル な 考え が 大 切な の か 、 暮らし に 取り 入れ る 実践 方 法 な 
ども 。 巻末 に は エ シ カル ・ シ ョ ッ ピ ング ガイ ド も 掲載 。 一歩 中 み 
出せ な か っ た 方 た ちか ら 「 実 践 する 勇気 を も ら っ た 」 と うれ し 
い 感 想 を いた だ いて いま す 。 (山川 出版 社 / 1.400 円 ) 


SAFIA MINNEY 
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『 旅 を する 木 』 
著 : 星 野道 夫 


今 は 亡き 写真 家 の 星 野道 夫 さ ん が 、 愛す る アラ スカ の 自然 や 生 
暮らす 先住 民 の 人 た ち に つい て 綴っ た 本 。 高校 座 
し て 以来 、 いま だ に 読み 返し て いま す 。 今 も この 骨 
間 、 答 し い 自然 の 中 で 、 野生 の 動物 た ち が 店 々 と 生き て いる こ 
と を 想像 させ て くれ て 、 日常 を 豊か に し て くれ ます 。 「 影 響 を し 
っ か り と 考え る 」 と いう 、 エ シ カ ル の 原点 を 学ぶ こと が で きる 、 
時 代 を 超え た 名 午 。 (文春 文庫 600 円 ) 


『 ハ チドリ の ひと し ずく 』 
監修 : 辻 信 一 


文化 人 類 学 者 ・ 環 境 活 動 家 で 、1999 年 に NGO ナ マ ケ モ ノ 倶 楽 
部 」 の 設立 以来 、 スロ ー・ ム ー プ メン ト を 提唱 な さっ て きた 辻 
信 一 先生 が 監修 され た 絵本 。 小さ な 力 の 大 切 さ を 教え て くれ る 、 
南米 アン デス 地方 の 古く て 新しい 物語 で す 。 「1 人 の 100 歩 より 
100 人 の 1 歩 が 世界 を 変え る 」 こ と を 教え て くれ 、 そっ と その 1 
歩 を 後押し し て くれ る 。 子ども か ら 大 人 まで みん な に 手 に と っ 
て ほし い 本 で すね 。 (光文社 / 1.143 円 ) 


『 世 界 で いち ば ん 錦 し い 大 統領 の スピ ー チ 』 
編 : く さば よし みあ 絵 : 中 川 学 


ウル グ ア イ 元 大 統領 ホセ ・ ム ヒ カ さ ん が 国連 で 行っ た スピ ー チ 
を 纏っ た 絵本 。 貧乏 と は 少し し か 持っ て いな いこ と で は な く 、 
無限 に 欲 が あり 、 い くら あっ て も 満足 し な いこ と で す 」 と いう 
企 の 有名 な 言葉 は 、 多く の 人 の 記憶 に 残っ て いる は ず 。 人 の 幸 
せ と は 何 か 、 深 く 問 いか ける 絵本 で す 。 実は イラ スト を 描い て 
いる 中 川 学 さん は 、 私 が 2019 年 夏 に 出版 し た 絵本 の 絵 を 担当 し 
て くだ さっ た お 坊さん | ( 汐 文 社 / 1.600 円 ) 


『 大 量 廃棄 社会 - ア バレ ル と コン ビニ の 不都合 な 真実 -』 
著 : 仲 村 和 代 、 藤 田 さ つき 


朝日 新聞 の 2 人 の 記者 が 、 ア バレ ル や コン 
乗 社会 の 実情 に つい て 丁寧 に 取材 を 重ね て 書い : 
に し 、 消費 し て いる 洋服 や 食べ 物 だ か ら こ そ 、 その 背景 を 知る 
こと は と て も 大 切 で す 。 た くさ ん 作っ て 、 た くさ ん 買っ て 、 た 
くさ ん 振 て る 。 そん な 時 代 を 終わ ら せ る た め に も 、 新 し い 仕 組 
み の 中 で 頑張 っ て いる 人 た ち を 紹介 し な が ら 、 解決 策 も 提案 し 
て くれ て いま す 。 (光文社 新書 / 880 円 ) 


『 そ の こ 』 
誠 : 谷 川 俊太郎 絵 : 塚 本 や すし 


私 が 大 好き な 詩人 、 谷川 優太 郎 さん の 絵本 で す 。 以前 、 谷川 俊 
太郎 さん ご 自身 が この 絵本 を 有 朗 読 な さっ た の を 目 の 前 で 聴く 機 
会 が あり 、 思 わ ず 詞 肌 が 立ち まし た 。 西アフリカ ・ ガ ー ナ で の 
児童 労働 を テー マ に 掲げ た この 絵本 。 日 本 人 に は ま み が 
な いか も し れ な いこ の 問題 を 、 塚本 や すし さん の 力強い 絵 と 谷 
川 入 郎 さん の 独特 の 世界 観 を 通じ て 知る こと が で き て 、 じん 
わり と 心 に 入っ て きま す 。 ( 量 文 社 / 1.500 円 ) 


ププ 。 ひ w 許 へ で 当 。 へ で 露 愛生 / <'IoA SOqS oeueH 
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BACK 
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買い 逃し て し まっ た 号 、 あ り ま せん か ? 
バッ ク ナ ン バー は 書店 ・web・ ア プリ で 購入 可 。 
売り 切れ る 前 に 、 ど う ぞ お 早め に 。 


入 方 法 


お 近く の 書店 も し く は 、 和 代 書店 (http7/magszine 
worldJjp/Info/back/) に て お 申し 込み くだ さい 。 ま 
た 、 マガ ジン ハウ ス の ホー ムペ ー ジ か ら 各 ネッ ト 書 
店 を 通し て ご 購入 いた だ け ます (http: ーー 
//magszineworidjp/hanako/ )。 党 備 | 還 庄 回 
書店 で も 、 在庫 切れ の 号 も あり ます 。 

事前 に お 問い 合わ せく だ さい 。 ロ 


Hanako が 読め る アプ リ 登場 


IPhone、IPad で Hanako 電 子 版 が 定期 講読 で きま す 。 
期間 は 1 カ月 、3 カ 月 、 半 年 、 1 年 間 か ら お 選び いた 

だ け ま す 。 試し 読み が で きる 無料 アプ リ を ダウ ン ロ 

ー ド し て くだ さい 。 ※ 電 子 版 で は 、 紙 の 雑誌 と 内 容 

が 一 部 異な る 場合 や 、 掲 
載 さ れ な い ペ ー ジ や 特別 
付録 が 含ま れ な い 場 合 が 
ご ざい ます 。 


本 誌 定期 購読 の ご 案 


Hanako が 無 号 、 お 手元 に 届き ます 。 
定期 購読 料金 


8,470 円 (8 和み 1 年 12 凶 、 毎 月 28 日 発売) 


特典 

O 特大 号 が 何 冊 あっ て も 8.470 円 (税込 み ) の まま 
O 1 年 間 で 1 筐 分 無料 ! 

の 送料 は 無料 ! 


お 申し 込み 方 法 


注意 事項 を 確認 の 上 、 電話 、 FAX、 ウェ ブサ イト か ら 
お 申し 込み くだ 


ハウ ス 読 者 サ 


フリ ー ダ イヤ ル 0120-797-300 
は 昌和 日 を 衣 く 9:30 一 18:00) 


フリ ーFAX 0120-679-300 


ウェ ブサ イト 


https:/(magazInehouseshopjp/ 
SHOP/TEIHNI.html 


注 号 事項 中 し 込み 日 に 発売 中 の 時 新 号 、 ある い は 中 日 必 の 
発売 号 か ら 送 本 を 開 公 い た し ます 。 ご 希望 を お 知ら せく だ さい ( そ 

れ IX 前 の 号 に つい て は 定期 読 で は お 取り 払い で きま せん )。 人 お 

支払 い は 、 クレ ジッ トカ ー ド 払い 、 代金 陣 、 また は 後払い で す 。 
払い は 初回 本 時 に 寿 用 紙 (大局 ・ コ ン ピ ー 用 一括払い で す 。 
ご 注意 くだ さい ) を お 送り いた し ます 。 電送 は 日 本 団 内 に 限り ま 

す .@ や む を 得 ず 人 中 衣 約 され る 場合 は 、 大 引 の 特 央 は な く な り ま 

す 。 お 支払 いい た だ いた 低額 か ら 送 本 の 済ん だ 号 の 低 和 (定休 
大 合わ ) を 差し 引い た 金額 を 郵便 小 為替 で お 返し し ます 。 人 の ご 記 
入 いた だ いた 個人 情報 は 商品 ・ サ ービス を お 届け する た め に 利用 し 、 
その 目的 以外 で は 利用 いた し ませ ん 。 介 マ ガ ジ ン ハ ウス 信 人 情報 
議 定 お よび 詳し い お 中 し 込み ご 利用 場 的 に つい て は 以下 を ご 覧 く 

だ さい 。 htps7/magazineworidJp/Info/pracy/ 


ャ 8LLON 


「 あ の 人 に 聞い た 、 家 で の 最高 の 過ごし 方 。.」 


" 家 時 間 上 手 " な 人 々 か ら 楽 し み 方 を 学び 
ます 。 3 号 連続 企画 、 SDGs 特 集 の 第 一 弾 
は 「 わ た し らし く 、 和 働く! 」。800 円 


8LLON 


『100 人 の 大 銀座 」 
100 人 の 大 銀座 LOVER の 熱い 想い を 、100 
通り の スト ー リ ー と と も に 。 第 二 ・ 三 特 
集 は 「 フ ァ ッ ショ ン & ビ ュー ティ 」。 860 円 


て SLLON 


日 本 の パン ! 


「 進 化す る 、 日 本 の パン !」 


3 年 ぶり の パン 特集 は 、 進化 を 続け る 日 
本 の パン シー ン を 見 渡し ます 。 都市 で 暮 
ら す 女子 の た め の 防 災 企 画 も 注目 。 820 円 


L8BLLON 


「2020 年 最高 の スイ ー ツ !」 


作り 手 た ち 澤 身 の ス イー ツ 271 種類 が 、 
この 一 骨 に 大 集結 。 働 く 女 子 必 見 の 、 心 
と 体 を 整え る 第 二 特 集 も 。 820 円 


OB8LL'ON 


「 替 せ を よぶ 、 神 社 と お 寺 。 


全国 の 神社 巡り を は じ め 、 新 年 を 気持 ち 
よく スタ ー ト させ る ヒン ト が 。 第 二 特 集 
は 「 ポ ジテ ィ ブ お こも り 冬 編 j。 840 円 


6ZLLON 


「 お いし い 店 ! 2019-20」 


年 末 便 例 グル メ 特集 。 今 年 の テー マ は 「1. 
000 円 の 幸せ と 、6.000 円 の 悦び と 。」 自 
分 へ 贈る ギフ ト 企 画 も 必読 で す 。 820 円 


本 Hanako CITYGUIDE 


「 吉祥 寺 だ か ら 、 か な うこ と 。」 


街 の ホッ トス ポッ ト や 吉祥 寺 フ ァ ン 
る レコ メン ド 店 を 紹介 。 や り た 


「 自 由 が 丘 百科 事典 。 」 


に よ 2019 年 の 行く べき 150 軒 の お 店 と と も に 、 


ロー カル 


楽し い 街 の 魅力 を この 一 肛 


ほし いも の を 吉祥 寺 で か な えよ う 。 750 円 に 関 いた リビン グ ガ イド も 。 750 円 


画 Hanako SPECIAL ISSUE 


「 ほ っ と する 、 二子 玉川 。 」 


自由 が 丘 、 吉祥 寺 に 続く シテ ィ ガ イド 第 
三 弾 。 居心地 の いい 、 ほっ と する お 店 が 
そろ う 千 ・ 二 子 玉川 を 徹底 特集 。 713 円 


男 Hanako TRIP 


泊まり 
スタ イィ 放 ホッ 


「EAST AREA of TOKYO STATION Magazine」 


日 々 変化 を 遂げ る 東京 駅 イー スト エリ ア 
の 、 今 と 未来 を 切り 取っ た 一 骨 。 136 軒 
の グル メガ イド プッ ク も 。 856 円 


「 今 、 泊まり た い の は ライ フス タイ ル ホ テル 。」 


編集 部 渦 選 の 個性 派 ホ テル が 勢ぞろい 。 
暮らす よう に 過ごせ る 、 日 本 版 ラ イフ ス 
タイ ル ホ テル の ガイ ド 本 。 1.320 円 


「 沖縄 た か ら も の を 探す 旅 。 」 


食 、 街 、 工芸 、 歴史 な ど 魅 力 あふ れる 沖 
縄 を テー マ 別 に 紹介 。 素敵 に 進化 する 、 
2020 年 の 沖縄 へ 出かけ よう 。 980 円 


0cA NAVGATOR 
32000ym+ 


ーー 


ack 


BlckxBlck iverxBlck glckxNay 


アメ リカ で 生ま れ た 座れ る キャ リー バッ グ 「Z0CA NAVIGATORA。 

20CA NAVIGATOR は 、 要 内 に ハン ドキ ャ リー で きる サイ ズ (3 辺 台 計 155 mi 下 ) に 末 対 され て いま す 。 
136kg の 方 まで 座れ る タフ な フレ ー ム 、 音 が 誤 か で 所 に 季 護 で きる ホイ ー ル を 採用 。 

列 り の ポー チ セ ッ ト を 使え ば 、 和 を 交 率 よく バッキング で きま す 。 


20cANAViGATOR 


Sandwd Packing Pouch set 


7000m+tw 


concept store 
0CA Offial Store 

101.3.43-10 Tao. Tato-ku Tokyo 
Phone 03-5846-8224 

www zucastore-jP.com 


mm 枝 Js 
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りこ 。 The Ultimate Carry-Al 


韓国 の SNS、 つっ 
エン タメ 業界 が 熱狂 ! い 


邦 
訳 


「 交 胃 弄 羽 」 


ツーRvvwS 細 
きき 守 へ 当世 


c 
W 
「 ネ 


ー 計 四 耳 回 揚 ,1 


だ 0 0 


Bi50 さ きら 5 輝 .、 て. 夫 
僕たち の 時 間 


ハ ・ テ ワン 内 永 雅 台 


へ きき H・Ys ポ VN ロ S 一 届 さ テス 半 


の 尼 2「 部 ら とめ Ssw き さき 


ーー へ 中 (CN 如 0 丘 


ト 
宮 


* 汚す 
) だ で 
店 


内 
間 
が 


定価 :| 本 体 1400 円 |( 税 別 


書店 ・ イ ンタ ーネット 書店 で お 買い 求め くだ さい 。 
@ 読 者 サー ビス セン ター 加 0121-797-300 (土日 祝 日 を 除く 、 平 日 9.30 一 18:00) 
PX 〒104-8003 東京 都 中 央 区 銀座 3-13-10 https://magazineworld.jp/books/ 


者 


ま 。 


V び ′ 時 


押 才 G 忠 や 中 ホー トロ つ ノ 
商人 ト 中 で へ SG 求 GRD 入 HI 


條 回 NYAINA>W 補 選 も te1h ⑥) 
ホ ャ トー' ヾ <・ て で ふう 下 由 束 
で る っ や つう 上 中 ハ ユーKQ 
1)SE つ せっ 映っ es? 民間 で 民 
選 む S 証 te トー トミ ミト HKNINA 
ーー エーーe (て や へ IO  y 
つじ ヾ ふさ ト S 作 忠 NIN ヘ ハン テ seo 
ーo (PAK) JST ユーAm 
へ し 郁 団 つ 避 SG や Q つ っ 必 必 も ち ? 
WW で N で 直下 G 油 志 加 人 ぐつ じ っ 6 
セ 只 。 座 や や で せ |) で 下 尼 間 中 中 
ー ト ロロ つじ っ 人 7 1 皿 し で 公 で 6 
も で: 
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人 癌 RINKGS 『Birds Collection 公 
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じゃ 域 A6。 や ホー 志和 ふ 下 つじ 選 
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亜 己 じ ? 
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せ で GS 居 ロ くっ こせ” いふ ロ で 
据 世 必 \e の コーo? ヵ つ 寺 到 由 p 
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心 ( 陣 )? 0 つい ※※ つ っ 地 公 要 Q で 
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が 3 
吉 
モ 
謀 
人 


みや は け の 
も きま 0 まこ きつ の 


Miuake's "Mnnogokorn" 
The wsy of rem/ へ ollos 


みや け ・ け ん / 1979 年 7 月 2 日 生ま 
れ 。 神奈 川 県 出身 。 0 型 。『 み ん な の 
三宅 健 の ラヂオ 』 (bayfm・ 


シャ ツ 24.000 円 て ロコ イ gm03-3791-5033) 


月 曜 24:00 一 24:30) に レギ ュ ラ ー 
ノ そ の 他 スタ イリ スト 私 物 


手話 』 (NHK E テ レ ・ 日 曜 19:30 一 19 
出演 中 。 


Profile 
i55)、 


ノ 


革 ら し を 彩る モノ の 流儀 。 


ヽ 


Oiva Toikka の 
ma 
Linnut」 
オイ パ ・ ト イッ カ 「 リ ン ナ ッ ト 」 
左 か ら 、『 ス ロ S, 42.000 円 、『 ス ロ L」 75.000 円 、 
f シ リ 」 44.000 円 、「 バ ルト リ 」59.000 円 、「 キ ラー シ 」 59.000 円 


(Magis Japan 谷 03-3405-6050) 


phoro : Yusuke Abe (YARD) prop dirscrion & srylimg : Tomomi Nagayama styling : Masato Hishinuma (DEEP END) 
= Akiko Soumon sex : Asami Seo 


hair & make 
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Now on Salel! 
「 カ ー サ ブル ー タ ス . 
書店 <: コン ビニ で 発売 中 ! 
器 990y6r 
マカ ジフ ハ ウス 


カー サ ブル ー タ ス 電 子 版 も 好評 発売 中 ! オン ライ ン 版 casabrutus.Com も チェ ッ ク ! 


Amazon Kindle スト ア な どの 主要 電子 書店 で お 求め くだ さい 。 デザ イン 、 フ ァ ッ ショ ン 、 建 築 、 グ ル メ 、 旅 な どの 最新 記事 や 動画 を 毎日 配信 中 ! 
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text : Takuma Takasakl 
illustration : Mai Beppu 


edit : Kahoko Nishimurs 
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り G 洗 湊 ゃ 権 っ つじ っ w 賠 涯 や る” 吉 宜 政 幼 
全 玉 じ る ぐ S ト 世 の 座 や いじ っ せっ や で や 
つ ヾ で っ 密室 弄 各 6 の 8 匠 全 和 の 
ーーー 三條 と QQG で り モ で 全 委 記 癌 お で 
SS っ や やり っ 油 思 生 宣 で NN や "上 滞 軌 
座る や で No セン 8 で ピス っ ンー” y で きせ や で 
で つね 人 や 下 相 りや 4 りう 全 生き に ト か 
AK 和 0 号 じ っ も や ロワ も 40Q 倒 季 「 区 
っ @ り や 」 や SS る つつ で る うっ" 

に に さっ 1 
吾 人 ぐつ し る 宗 品 葵 雷 宮 G ざ 6 ネ 映 吉 
束 国 っ 夫 り 季 @ 全 や) を で 守ら りり 人 6 お で 
呈 天 noS や "ww 張っ リロ で っ P SQ 
和信 の 全く を らき 間 だ お の 衝 Q ロ マ や" 

で で だせ で GS 足 人 @ 鶴 で おる る 尺 談 導 
吾 肌 週 他 生 王 の で Q 定 や に や の っ Q で る 匠 令 
診 も 5 で P っ 玉 "で せつ GSJ リロ” 過 福 
中 中 る 「 纏 記 る ぐ 凡 球 曲 や 刻 G つ お 」 さ や 
Pb と で で や エエ だ ぶさ アア っ と 
GS や 応 宮 約 SG へ や ギー 公 挟 定 の 
ト 各 嘩 。 決 臣 般 記 じ っ お 親 GHNNNS 
へ さる で の SG " 胃 下 G で け 史 聞 事 問 
伽 生 所 ぐり ざお で お "niN へ WAN や 
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時 人 る 屋 補 WWQ で や る 」 ざ っ nA ヘー 時 
る BS 
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トミ ロー ユミ 志 必 弄 G 握 喝 全 生 QS ペ DS や 
っ お" w 富 玉 藤 写 で で ざる や ン と GS 協 @ 
ネン さら の 界 ご 人 居 千 つ お "な お つ 全 
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つり WS | 躍 や っ で を ヤン QS る 8 把 
し 全 表 人 @ ぐ 評 さっ つの G せ で や うつ 。 win 弄 で 
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凡人 宙 円 下 筑 操 英和 
ンマ で し お NMG 狙 し 付 李 
っ 尋 補 っ @ 到 尽 人 @ レ レ つ ゃ や" 
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6.19 ROAD SHOW 
『 ペ イン ・ ア ンド ・ 
グロ ー リ ー』 
心身 の 疲労 か ら 、 創作 欲 も 生き る 気 
力も 失っ た 世界 的 映画 監督 の サル バ 
ドー ル (アン トニ オ ・ パ ン デ ラス )。 
だ が 亡き 母 と の 思い 出 や 、 攻 し い 恋 
の 記憶 を 辿る うち 、 彼 は 再び 勇気 や 
希望 を 取り 戻し て いく 。 ペド ロ ・ ア 


ル モ ド バル 監督 、 円 熱 の 境地 。 TOH 
0 シネ マズ シャ ン テ ほ か 全国 公開 。 


PT 


内 * 
心 は スペ イン へ 。 
情熱 の 国 の 傑作 ロー ド 
由 大 
" 海 を 飛ぶ 夢 』(04) " 媒 の 舌 』(99 * 私 の 秘密 の 花 』(95) 『 ア ナ と オッ トー』(98) 
事 族 に より 胃 の 自由 を 失っ た 男 は 、 1930 年 代 の スペ イン 内 幸屋 に 。 人 所 作家 と いう 斉 の 上 を 持つ 主 雪が 、 8 誠 の 時 に 出会っ た 運命 の ふた り 。 


26 年 の 歳 月 を 生き た の ち 、 尊厳 老 と 
いう 選択 を 行う 。 ハ ビエ ル ・ バ パル デ 
ム が 主演 し た 、 実 話 に 基づく 感動 作 。 


と 彼 っ 熟 財 鮮 と の い | 
が の た 的 い * や 人 半 作 リ 
な 映美 な 風 か 生生 品 | 
か 画 し 人 景 に を を だ と 
っ に さ 々 や 映 回 * は 
た 出 を の しそ 顧 初 彼 
"会 姿 あ 出 の す 考 の 
わ 少 と ふし 痛 る の 集 
な な と れ た み 本 映 大 
け く も る "と 作画 成 
れ と に 色 ス 喜 で 監 と 
ば も 彩 べ び “上 暫 い 
知 僕 や イ を 客 : が | ウ 
る は 、 ン 濃 は 自 て 
こ 情 の 淡 愛 身 い 
十 の 東京 
で 生 の 人 


TOK B 
TKe 3 B0Y 


| Lesson66 | 新しい 必須 アイ テム 


/ Do you watch Netflix? 
い (Netflix、 観 て る ?) 


人 生 を 翻弄 され た 少年 と 履 師 の 半 を 
描く 。 赤狩り の 標的 に な っ た 皿 師 に 、 
少年 が 最後 に 投げ 掛け る 腕 追 る 一 言 。 


・ ヾ ユメ 』 褒 幸 凍 


ロ N・ エ ざさ 


バ メ 僕 い 開 を に 世 
ル | は どい 映 失 収 界 
監 ジス こ て 画 っ 縮 は 
上 折 の べき か まき は て し そ 
の 大 イ た "“ た 異 し て の 
映 半 ン "へ “な ま ` 恐 
画 を と 個 の そる う 自 怖 
か べ い 人 興し 文 ん 国 と 
ら ド う 的 味 て 化 だ の 不 
形 口 国 な や に ろ 外 安 
成 ・ 話 好 対 う 側 か 
し ア 対 を 奇 し か へ ら 
て ル す す 心 て ? の 内 
き モ る れ を は 窓 関 向 
た ドイ ば 喚 な を 心 き 


よく 「 通 訳 ガイ ド の 必需 品 は ?」 
と 聞か れる の で す が 、 今 な ら Netflix 
と 答え る か も 。 ネ ッ フ リ は いろ ん な 
意味 で すご い の で す が 、 一 番 の ポイ 
ント は 、 会 話 の ネタ に な る か ら 。「Do 
you watch Netflix ?」 か ら 切 り 出 し 、 
「What is your favorite Netflix seri 
es?」 と 好き な ドラ マ に つい て 質問 
すれ ば 、 た いて い 盛 り 上 が る し 、 親 
近 感 も わく と いう も の 。 ツ アー 終了 
後に は お 礼 が て ら 「 教 えて も ら っ た 
最高 で し た ! 」 と 感想 を メー 
ル で 伝え る よう て いま す 。 

ネッ フリ 関連 の 言語 学習 ツー ル は 、 
英会話 の プラ ッシュ アッ プ に 欠か せ 
ませ ん 。PC 版 の Google Chrome で 
「Language Learning with Netflix」 


本 当 の 自分 の 居場所 を 見 出し て いく 。 
カル ト 監 督 か ら 名 暫 へ と 一 気 に 飛 中 
し た ベ ド ロ ・ ア ル モ ド バル 監督 作 。 


『 悲 し み に 、 こ ん に ち は 』 
(1⑫) 


両親 を で くし 、 放 父 家族 の も と に 引 
き 取 られ た 少女 。 片田 舎 で の 暮らし 
に 不安 と 戸 感 い を 覚え な が ら 、 や が 
て 彼女 は 自 希 の 中 に 生き る 宮 び を 発 
見 し …。 ス ペイ 証 語 

ン 映 画 の 新 世 代 に 
よる 既 細 な 一 作 。 
DVD 3.800 円 / 発 
売 : 太秦 、 ノ ー ム . 
販売 : ポ ニー キャ 
ニ ォ ン 

ei mmacn Yan 


な に より 切な い ラ プス トー リー。 


いう > たい | 
で 細 落 注 汁 S 浴 


も ん ま ・ ゆ うす け / 畑 集 者 、 
ライ ター。 六 著書 に 『 細 野 
観光 1969-2019』『 星 野 預 
ふた りき り で 話 そ う 』『 ニ 
賠 党 ふみ アダ ルト 』 な ど 。 


と いう 拡張 機能 を イン スト ー ル する 
と 、 日 英 の 字幕 を 同時 に 表示 し た り 、 
フレ ー ズ ご と に 自動 で スト ッ プ し て 
単語 を 確認 し た り と 、 高 度 な こと が 
で きる の で お すす め 。 私 は 好き な 映 
画 や ドラ マ を 繰り 返し 観る 派 な の で 、 
聞き 取れ な か っ た 単語 を 集中 的 に お 
さら いす る の に 重宝 し ます 。 

同じ く Googje Chrome で は 、 離 れ 
た ロケ ーション に いる 人 た ち が 同 じ 
作品 を 第 賞 で きる 「Netflix Party」 
機能 ち も 。 し か も チャ ッ ト で わい わい 
楽し く 会 話し な が ら 観 られ る の で 、 
ある 程度 英語 の タイ ビン グ が で きる 
な ら 、 海 外 の 友達 と の バー ティ に 参 
加 し て みる の も いい か も 。 私 も 先日 、 
2 年 前 に ガイ ド し た アメ リカ 人 の ゲ 


て CINEMA rext : Yusuke onma edit : Mariko Uramoro 
ENGLISH illuscraion = Adrian Hogan rext: Hiroko Yabuki 


徐 ら は ほど な く 義 兄 狂 に な り 、 そ し 
て 思春 期 を 迎え る 。 詩 的 で 美しく 、 


『 あ な た に な ら 言 える 
秘密 の こと 』('05) 


* 死 ぬ ま で に し た い 10 の こと 』 の 監 
上 と 主演 の コン ビ に よる シリ アス な 
要 の 物語 。 ある 秘密 を 抱え 、 孤独 に 
生き て きた 女 (サラ ・ ポ ボー リー) は 、 
油田 事故 で 重信 を 
負っ た 男 の 介 誠に 
当たる 。 ふた り は 
次 第 に 秘密 を 打ち 
明け あう よう に な 
リ り ……s DVD 1.8 
00 円 / 松 人 


eeorgioweo rcna 


『 エ ル ・ ス ー ル 』('82) 


スペ イン を 代表 する 巨匠 、 ヴィ クト 
ル ・ エ リセ が 監督 し た 、 わ ず か 3 本 
の 長編 映画 の うち の 1 本 。 少女 の 目 
を 通し て 、 父 の 交 の 記憶 が 組 られ る 。 


スト か ら お 誘い を 受け て 、ScHFI ( サ 
イフ ァ イ ニ SF) ナイ ト な る 鑑賞 会 に 
参戦 し ちゃ いま し た 。 
余談 で す が Netflix は 名 前 が 英語 に 
どん どん 取り 込ま れ て いて 、 そ の 代 
表 的 な スラ ング が 「Netflix and chi 
lu。 チル は 、 ま っ た リリ ラッ クス す 


る と いう 意味 だ か ら 、 つ まり 部 屋 で 
一 緒 に 過ごそ うと いう 大 人 な お 誘い 
(⑦)。 ガ イド 中 に この 言葉 を 使う こ 


と は まず な いで す が ( 笑 )。 


矢吹 統 子 


や ぶ き ・ ひ ろ こ / ラ イタ ー 
遂 訳 案内 士 。 雑 
する 傍ら 、 旅行 者 を ご 案内 。 
ステ イ ホ ー ム 其 中 、 Netfi 
X が あっ て よかっ た …… 
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月 再 に K ` ミ ル な ア 最 "分 の し 奏 ど 巨 を を うら S と て - 製 ウ い ラマ FM 愛す べき 人 が いて 』 
は 構 あ の ち パ い ご 近 音 が 新 距 と * 、 呈 含 持 に 「 い い ヨ ヨ R ン メ 出 凌 中 の 田中 みな 実 と 水野 
閉 系 た メ 。 ょ きき ム ? 的 い 楽 一 作 離 い 以 フミ むし た りう る そ & ド ロ 
店 し る シン 。 っ の な デ か 体 で を キ 前 アー 全て 今 丁 感 時 を モ B ピ ビデ 美 刀 の 性 演 に 用 。 革 能 界 
だ だま 0T パ と の 最 そ ムイ ら と ` 感 は ン や 22 の S じ 念 P の 1 イ っ て や は り 公 物 だ ら け か 。 
STUTS 
# 乾 
き 
TSTUTS Band Set Live 
『Ovall Reworks』 YEYES』 "90 Degrees"』 『IN ANY WAY』 『Neutrino』&『YES』 
Oval WONK STUTS 大 比良 瑞希 jan and naomi 
昨年 発表 され た アル バム の 楽曲 を HI 番 取 慎吾 や CHARA へ の 楽曲 提供 で 、 ライ ブ バ ンド を 従え 、 1 月 に 関 催し 介 谷 好 位置 や Awesome City Club な 海外 で も ライ ブ 活 動 す る 2 人 。 いろ 


karu Arata& Kento Nagatsuka (W 
ONK) や Kan Sano、 Michael Kanek 
0 ら が 再 構 筑 原 曲 へ の 愛情 に あふ れ 
た ダン サン ブル な ミッ クス は (o 
rigami PRODUCTIONS/ 配信 限定 ) 


名 刺 代 わり の 
この ひと 皿 仙 


ステ イ ホ ー ム 期間 が 続く な か 、 表 
要 が 拡大 し て いる テイ クア ウト 。 大 
人 も 子ども も 大 好き な テイ クア ウト 
フー ド の ひと つ に ビザ が ある が 、6 
月 1 日 に オー プン する (CRAZY PZ 
ZA) に は 、 い わ ゆ る ジャ ンク と は 一 
株 を 画す 本 格 ピ ザ が そろ う 。 
手がけ る の は 食 好き の あい だ で 話 
題 の イタ リア ン 〈DonBravo) の 平 
雅 一 シェ フ 。 コ ー ス の な か に 組み 込 
まれ る ビザ の お いし さ が 突 出し て い 
る と 評判 を 集め て いた が 、「 気 軽 に 


さら に 知名 度 を 上 げた フュ ー チ ャ ー 
オル タナ ティ ヴ ・ バ ンド 。 SF 的 な ビ 
ジュ アル も 素晴らし い ! 
ッ ク 付 き 。 6 月 24 日 発売 。 
Intemational/8.000 円 ) 


ァ ー ト プ ブ 
(carolne 。 れ た | 


Restaurant 


AA27 //zzA 


た ワン マン 公演 の 音源 を ライ ブ ア ル 
パム と し て スト リー ミン グ 配 信 。 Bl 
M や JJJ、PUNPEE と いっ た 、 気 心 知 
バー 仲間 も ゲス ト で 登場 1 
(スペ ー ス シャ ワー/ 配信 限定 ) 


One Dish 
ん pro フィレ ダル ケータ 


トロ トロ マル ゲリー タ 3.000 円 。 オー プン まで の 期 同 は (Don Bravo) (人 042-482-7378) 
に て ピザ の テイ クア ウト を 受け 付け て いる 。 東京 都市 国人 町 3-10-37 メゾ ン あ い だ 
103 080-5382-2660 ①11:30 一 21:00 全 水 価 中 10 臣 ノ 閑 箇 


立ち 寄っ て も ら え る ピザ 専門 店 を 作 
り リ た い 」 と いう か ね て か ら の 思い が 
叶い 、 テ イク アウ ト 可 能 な ピザ スタ 
ンド を オー プン させ る こと に な っ た 。 

季節 に よっ て さま ざま な ビザ が 登 
場 す る が 、 突 き 抜け た ビザ 愛 を 体感 
する な ら ま ず は 定番 の マル ゲリー タ 
を 。〈Don Bravo〉 で 提供 する マル 
ゲリー タ の 3 倍 の モッ ツァ レラ チー 
ズ に トマ ト ソ ー ス 、 バ ジル を 使っ た 
ビザ は 問答 無用 の お いし さ 。 マ イル 
ド な 塩味 と さわ や か な 酸味 を 支え る 


生地 は 国産 の 全 粒 益 に 自家 製 酵母 と 
ホエー ( 乳 清 ) を 加え る と いう 完全 
オリ ジ ナ ル の レシ ピ で 作ら れ て お り 、 
驚く ほど 豊か な 味わい 。 も っ ちり し 
た 食 感 は 歯 に 心地 よく 、 後 味 は 軽 や 
か で 1 人 で も 1 枚 は 余裕 で 完 食 で き 
る 。 イ タリ ア で は ビザ を シェ ア す る 
の は ご 法度 だ が 、 日 本 人 の ビザ パー 
ティ は 、 仲 間 や 家族 と わい わい に ぎ 
や か に 楽し みた いも の 。 と びき りお 
いし い ビ ザ を みん な て 気兼ね な く 囲 
め る 日 が 来る の が 待ち 遠 し い 。 


MUSIC text: Katsumi WWatanabe edic: Mariko Uramoto」 


GOURNMAND illustrarion : Maori Saka 


て ext = Keiko Kodera 


ど を 迎え た メジ ャ ー デ ビュ ー 作 。 ジ 
ャ ケッ ト 提 影 時 の ドキ ュ メ ンタ リー 
映 人 甘い 本 (オフ ィ シ ャ ル ・ メ イキ 
ング ・ シ ョ ー ト MV)」 も 公開 中 。 6 月 
3 日 発売 。 (サン パフ リー ノ 2.500 円 ) 


いろ な 音 味 で 過 到 な 『Neutrino』 は 、 
衣 衣 感 源 う 『YES」 が ある か 
より 効果 的 に 貫く 。 2 枚 1 坦 で 鞍 く こ 
と を 救 胡 し ます | (Caroline Intem 
ational/ 各 2.500 円 ) 


小寺 慶子 


こ で ら ・ け いこ / 肉 を 棚 に (②| 


生き る 肉食 ライ ター と し て NN 8 
様々 な 雑誌 や Web に 執筆 。 NNN、 ン 


テイ クア ウト & お 取り 寄せ 
の 魅力 に 抗 え ず 増 量 中 。 
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スナック た : い 悩 両 間 別 ル 区 え の 
お 葉子 つま み に 咲 く トー ク 5 素 そら % 当 症 を で 別 の - コ 
終 や を 係 し き " 基 民 
スナ ッ ク 女 の 』 は 不 自 息 下 ゴ で まる す 本 だ る ロ 
を ` 透 分 す 安 チ あ し こ な は “人 ナ 
人 生 劇 場 ま 両 明 で る の ヤ れ よ と わ = エ に 視 
じ 者 な は か 素 混 ` う と ち 権 ビ ` で 
基 の な と. 訪 人 ` で 自 内 ク 本 心 
を 芋 そ し いる す の 6 いな で と ト は を 
テ 了 い い で は 
特別 編 ン め よ * る うい コ ュ ス も わ 
2 3 ポ が 気 う ん コ こ 康 も こ ン 枢 先 っ つつ 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 拡 大 防止 の た め 首 の と し 2 に いで い 
スナ ッ ク の 多く が 営業 自粛 を 続け て いま す 。 い 心 6 ナチ が っ に っ 度 ご 科 k 9 
また 笑顔 で 会 える 、 歌 える その 日 を 願い な が ら 、 3 る が 人 区 1 の 教 い い 
今回 は これ まで 登場 し て し ママ た ちの 
御 言 葉 を 振り 返る 特別 編 を お 届け し ます 。 で を 制 笑 先 認 っ テ 話題 の 一 冊 に つい て 、 
本 深度 分 エ 生 す て ト が の 
書 め や の ビ の る < く ス が クロ 2I2PSS29 
は る 技 析 クタ ア 者 る 匠 
(スナ ッ ク も し も …) - 術 内 和み 潮 9 思 5 
仁 チ ママ か ら の 御 言 葉 る と か 人 区 スチ る 技 る "で の 2 み 、 エ ピク デ ト ス な 
あ ク 必 間 居 先 | 人 な 言う ね 。』 
Fr い ー 還 そ 1 ら が う > 
みな さま の 輪 を 大 切 に 」 人 夫人 ほら 山本 貴光 、 吉 川江 
で た と は 生 で 終 っ に 社会 に 、 日 褒 に 、 不安 が 塗り つけ ら 
35 年 以上 に わた り 臣 上 提 選 た よう 頭 エ Y が 出る …… そ ん な と き は 、 
[ は え 面 十 る く を に ピ 自選 発 学者 の 元祖 と も よ ば れる 
es e の 自 o 必 エピ ク テ ト ス の 『 人 生 談義 」 を 杖 に し 
よう 。 「 古 代 ロ の 大 賢人 の 教え 」 
に 1 を 、 その 根本 原理 か ら 読み 解き 語り 
| 剛 か せ て くれ る の は 著者 二 人 エ ピ 
日 Rawiewe ク テ ト ス 本 人 7 半 和 便 い の 暫 学 、 
ヒコ 優し いで す 。 ( 質 摩 書房 / 1.400 円 
斎藤 哲 也 ie 
【 
円 
に +、 峡 の 後 を 継ぎ 2 代 本 
由 お 客 さ ん 
昌 
{ 
由 (スナ ッ ク 楊 ) 
に 洋子 ママ か ら の 御 言葉 4 
作 20 3 
。 「 どん な 仕事 も ケジメ は 大 事 」 宮崎 知之 
補 ac みや ざき ・ と も ゆき / ラ イ 
し ター。『 文 化 系 トー クラ ジオ 
詞 hs、 Life』 に 出演 。 著書 に 『 モ ヤ 
今月 の 本 と 併せ て 読み た い ! es、 モヤ する あの 人 偶 講 と 非 
加 さら な る 処方 箋 | ccozW ココ Mo 
ビ (スナ ッ ク 45) 
主 和子 ママ か ら の 御 言葉 
昌 Fr R CE 還 『 食 べ て 、 祈 っ て 、 恋 を し て っ つの だ は い 
= 遊び 方 を 知ら な きゃ ダメ よ 」 .T [新版 」』 エ リザ ベス ・ ギ ル バ ー ト は 発生 ちゃ 
CR 生還 「 自 分 の 人 生 の 主役 は 自分 と い ば を ,、 ク ロ ず 
和子 < 本 興 と テ 言 も 
| 人 意 あ ト 葉 っ 
P* 3 を 気 お ス の て 
0 % 現 ーー 
* 代 著 言 タ 本 
に 者 い に 書 
(スナ ッ ク チ ロ ) 召 ー に 最 の 
郁子 ママ か ら の 御 言 「 藤 岡 拓 太 郎 作品 集 界 す 人 な る 寺 る 
に 25 夏 が と ま ら な い 』 ここ * 人 
人 生 は わか ら な いか ら 面 白い 」 藤岡 拓 太郎 こっ そ を る ル 
き そ か ら に と と 秋 へ イ 人 
ん ら ^ 生 い な “た の ご た 
な 入 夕 き そ か だ 応 の ち 
気 る イ る うれ や し 用 話 と 
軽 の ト た は 。 法 は 還 
1 結 ま 思 
(スナ ッ ク 閑 ) と 光 を に い 部 りり 義光 所 わ 
純子 ママ か ら の 御 言 葉 深 生 噛 本 事 で 厳 す べ で な 
ES さ 的 ま 書 柄 る る 素 る 
出会い は 大 切な 財産 で す よ 」 Bookseller 関 ロ 竜平 に な と だ 
> 9 力 大 言 る 格 能 と 訓 う ` 
せき ぐち の 7 うめ 思 練 れ 実 
房 志 六 ステ ーション ビ 』 ーー ジリ 5 議 だ だ い が し 生 三 
生 市 花見 川 区 冊 " 練 か 楽 必 い 活 人 
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数 ある 作品 か ら こ ぼれ 落ち る 、 
"こと ば "の か けら 、 集め まし た 。 


上 條 桂子 
か み じ ょ う ・ け いこ / 編 集 


者 。 


- カ ルチャ ー 摂 取 に 日 々 勤 
し C。 最近 は 『 チ オペ ン の 


揚 


IE 


KOT0BA 


ュ m ノエ 


アー ト 、 演劇 、 映画 、 本 


げ も の 煮もの 』 を 編集 。 
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「 僕 も みん な みた い に 、 恋 愛 を 楽し 
め た らい いな あ 」。 主人 公 の 七 森 は 
大 学 2 年 生 。 痛 が 低く や せ 型 。 高校 
生 の 時 は “安全 な 男の子 " と し て 女 
子 グ ルー プ に いた 時 期 も あっ た 。 女 
子 に 告白 され た こと も ある が 、 友 だ 
ちと し て の 好き と 恋愛 の 違い が 見 出 
せ ず 断っ て し まう 。 恋 が わか ら な い 。 
七 森 は 自身 が 男性 で ある こと に 暴力 
性 を 感じ て お り 、 不 用 意 に 誰か を 傷 
つけ る こと に 敏感 に な っ て いる 。 

大 学生 に な っ た 七 森 は 「 ぬ い ぐ る 


1 2 に し っ 家 絵 語 中 と を な 物 な ヤ 換 大 自得 か 
ズ 0 近 た 自 て の だ の で 出 集 と 理 く マ し 池 然 意 っ 
・ 1 い ら い 個 っ 手 ` 会 め 思 的 な ダ た と な た 
ES の 7 た 性 だ ただ. 助 イ つた つら に っ の 油 描 こし 
サ 年 か 絵 が ん サラ た イ だ で だ 財 で て 華 に 着い (だ 
エ の も 画 界 イ 出 で を ス ん ラ い し ` 純 は か て が 運 
テ 東 し よ ラ た すす ト で ス た く 大 に 理 ら . き 絵 動 
ィ 京 れ り ス 作 が る レ す ト 時 て き ア 由 イ た くも 
っ ムイ な も を 人 出 !| “レレ に ! な ト が 凍 も 真 
T ラ いや な っ が そい シ そ | ` ど 絵 リ りあ ス じい ん 
| えと り と て た の わ ョ れ シ 海 う を エリ ト で し 中 
S ト 思 た ` く 本 ゆ ン ま ョ 外し 描 に ま へ すか < く 
CN こさ に る っ で ン の よく いす 方 ね な ら 
⑳9 | た こさ ん ん は 挿 て 僕 の 作 う の ら か 向 "くい 
し な 載 作 し 物 の 本 品 か が れ ? 転 撤 
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ら 続 タ は か 油 や イ 地 の 
え け イ 3 な 絵 ら ラ よ よ 
れ て ト 回 と で な ス い う 
ば い ル 目 思 の い ト 違 な 
いる で の い 経 " レ 和 も 
いも す 個 ま 駿 削 | 感 の 
な の が 展 す が る シ に が 
2 
思 そ 日 い * に ど ン な 繧 
っ の 々 うる 立 の で が の 
て ま 淡 シ 和 回 つっ 技 は る 温 
いま 々 ン の て 術 な の か 
ま 観 と プ い 面 か か み 
す て 描 ル る ほな な や 
"も き な ご の か と 心 


み サ ー ク ル 」 に 入る 。 部員 は 、 人 に 
打ち 明け られ な い 話 を ぬい ぐる み に 
する 。 話 し た 相手 を 不用 意 に 傷つけ 
な いた め に 、 ぬ い ぐ る み に 話 す 。 部 
員 が 何 を 話し て いる の か は 聞か な い 、 
個人 的 な こと を 聞い た り 話し た りす 
る の も や さ し く 遊 ける 。 

この 言葉 は 、 同 じ サ ー ク ル の 女性 
・ 白 城 の 、 現 実は ひど いこ と ば か り 
だ か ら 打 た れ 強 く な ら な きゃ と いう 
言葉 に 対す る 七 森 の 発言 。 も ちろ ん 
傷つき や すい 人 が 傷つき や すい まま 
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…… 打 た れ 弱 く て 、 いい じゃ ん 。 打 た れ 弱 い の 、 
悪い こと じゃ な い の に 。 打 た れ 弱 いひ と を 打つ 方 が 悪い じゃ ん 
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に 暮らせ る 社会 に な っ た らい い 。 で 
も 、 一 方 で 周囲 の に 心 を 痛 
め る 七 森 を 見 て いる と 、 白 城 の よう 
に ある 程度 鈍感 で な けれ ば 現実 キツ 
イ よ な あと も 思う 。 シ ン パ シー と エ 
ン パ シー の 間 で 揺れ な が ら ず ー っ と 
も や も や 考え させ られ る 話 で あっ た 。 
洪 か と つなが り た いけ ど 怖 
が ら せ た く な いと いう 、 主 
人 公 の 大 学生 の 繊細 な 感情 
を 丁寧 に 播 く 小説 4 訪 『「 め 
いで る み と し ゃ べ る 人 は や 


さ し い 』 著 "大 生生 ( 出 
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ミ 代 時 基 選 顧 齋 和 や し 押 っ お 映 
MG 半 呈 せ 規 培 昧 W 嘱 じ っ t6 
心 僅 団 邊 G 飲 鎧 選 答 つも や NO 


口 EN6LISH 唱 MUSIC 口 60URMAND 


裕 田 京太 朗 WINDOW GALLERY 


宮 県 
ゃ 。 | EE 
8 | 固 時 る 
ト ま 3 | 時 上 きき 
きき | 困 で 折 a 
8 。 | 十 ふ 皿 きま 
| 2 る  」 0 きる 
泊 。 | ま | 陣 時 
1 1 1 で 
3 、 さ AE 
きま Sg 見 
よき Si! セ 5 
ま RS や | ざさ 十 遇 量 


や 届 代 K 昭 欄 視 尽 公 QNo 
ド 3) 
A テ APEO RINTN 重 器 人 虹 下 
臣民 や YouTube じ る 型 生 (*)” 殺 
人 RIN か ABC で 絡 Q 福 
婁 呈 さて せ 世 じ め 導 
G せ 代 AINTA つ 8 訪 G 下 
飲 じ 岩 刀 谷 ト ー て 6 炊 づつ 史 他 早 選 
teG 尺 旨 田代 表 下 W で GS 時 思 
『WINDOW GALLERY」()* KW 
代 通 人 Q ヤ キキ 必 ユ ー 甘 唄っ 
骨 皿 ′ 半 員 紳 紋 じ wure りつ い 
の G し トー て ロ 庫 で NO 聖 46RS 
つ ン ぜひ じ っ ne 人 か り で きざし じ め 
っ っ ト ヾ トト や 

届い 析 様 忠 G 〈 十 室田 選 陣 
徹 社 留 ) め 揚 國 G 革 や や むし せ ン * 
祝 寺 留 尺 固 つ 婦 一 州 苦 串 「 撤 編 
往 」 ロ 財 じ や 人 H 周 昭 証 INR 還 
NNNSI(G リ や 力 所” 思 り | 
基 や つ 豆 郷 信 て へ AK 私 ユー 人 ハ 
mA っ OS 窟 唱 季 っ 一 


と 三 ら せい らら の 時 ロロ 


確認 くだ さい 。 


拓 型 コロ ナウ イル スズ 感染 予防 対策 の た め 、 展示 会 や 催し 物 等 が 中 止 ・ 


延期 と な る 場合 が あり ます 。 最新 情報 は 各 HP を . 


8 
! 
き 
ま 
8 


材料 (2 人 分 ) 


イワ シ 


EV オ リー プ オ イル . 
ドー… 


作り 方 


1.3 枚 に お ろ し た イワ シ に 塩 、 コ 
ショ ウ を 振り 、 スライス し た レモ 
ン を の せ て 酢 を か け 、 な じ ま せ る 。 
2. フ ライ バン に EV オ リー ブ プ オイ 
ル を 入れ 、 強火 で イワ シ を 皮 目 か 
ら 焼 き 、 レ モン も 一 緒 に 焼く 。 

3. 皮 が 香ばし く 焼 けた ら イ ワシ を 
返し て 余分 な 油 を 取り 、 水 気 を 切 
っ た 乳酸 キャ ベツ 、 シー ド 、 
白 ワ イン を 加え て 炒め る 。 
4. 皿 に 盛り 、 お 好み で ハー プ ( 材 
料 外 ) を 散ら す 。 


ワイ ン は 合う 


メイ ン 料 理 に 1 


Teacher 


ー 有 み 瀬 履 


いち の せ ・ け い / 建 筑 
設計 か ら 飲 食 業 へ 。 鎌 
倉 ・ 長 谷 の 名 店 く ESSE 
LUNGA〉) の スー シェ フ 、 
フロ アマ ネー ジャ ー を 
経て 自然 派 ワ イン バー 
(BeauTemps 店 主 に 。 


も し あれ ば ロー リエ 1 枚 、 ク ロー 
プ 2 粒 、 ジ ュ ニ パー ベリ ー2 燈 を 
入れ る と 、 味 や 香り が 良く な る 。 


iro 


魚の 臭み を 消す コツ は 、 イワ シ か 
ら 出 た 水分 や 余分 な 油 を ベー パー 
な ど で し っ か り 拭 き 取る こと 。 


slockfood 
「 青 三 の 乳 酸 キ ャ ペ ツ 」 


メー カー オリ ジ ナ ル の 蔵 付 「 乳 
こ 酸 菌 」 で 国産 キャ ベツ を 発酵 さ 
せ た 国産 の ザワ ー ク ラウ ト 。 優 
し い 酸 味 で その まま 肉 和 料理 の つ 
け あ わせ や 煮込み 料理 に も 使え 
て お 手軽 。 130g 322 円 (税込 ) 
( 青 三 な 0120-030-833) 


ーWV で 婦 副 潜 帳 其 

避 テ ー Ns テ XS 生 下 赴 m 
ン 
ー 
ww 


材料 (2 人 分 ) 


青 三 の 乳酸 キャ ベツ 
ロ ー ス 肉 ( 厚 切 り ) 
テ ベー コン 


作り 方 

1. 豚 肉 は 塩 、 コ ショ ウ を し て よく 
揉ん で お く 。 タマ ネギ は 薄切り 、 
ジャ ガイ モ 、 ニン ジン は 大 きめ に 
切る 。 

2. 鍋 に 油 を 入れ て 強火 に か け 、 野 
華 を 炒め 、 水 、 白 ワイ ン 、 水気 を 
切っ た 乳酸 キャ ベツ 、 豚肉 、 ペー 
コン を 入れ て 中 火 で 15 分 煮る 。 
3. 最 後に ソー セー ジ を 入れ て 5 分 
ほど 煮 て 、 皿 に 盛る 。 


Phoro : Chihiro Oshima tex & edir: Kayo Yabushita 


る S 斗 戸 
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野村 友里 連載 


長島 有 里 枝 
な が し ま ・ ゆ りえ / 写 真 集 に 


な ど 多 数 。 2001 年 に 


Photo by 


野村 友里 


の むら ・ ゆ り ノ フー ド デ ィ レク ター。 〈restaurant eatrip)〉 を 


seling by 


Coog eg カ め o7s, 
Cood 57 の 77e7s 
世界 中 か ら お 取り 寄せ / 


r5 Comes After 6』『SWISS』 
『pastime paradise』 で 森村 伊兵衛 写真 


軸受 賞 。 2010 年 に 『 育 中 の 記憶 』 で 講談 社 エッ セイ 質 。 


か 、「nomadic kitchen」 で は 生産 者 を 巡り 、 イベ 


手がけ る 6 


活動 。 


ント を 開催 。 映画 『eatrip』 で は 監督 も 務め る な ど 多 彩 に 


く シ モタ ファ ー ム 〉 の ハー ブ 


央 了 探 G く 一 
訟 客 号 り お 村 セ NT 


さ 和 TIN を ド さ へ 代 9 マート 
GS 所 GS っ つも 釣 紅 と MRe レ っ te 
《 人 中 ふ トト ー〉) せ / 衣 せ 誰 特 
号 臣 対人 @ 肝 絆 如く べつ 刀 "天王 
と トド) ここ 

4W 呈 甘露 拓 員 角 府 六 邊 G 
区 三 県 ぶ 類 中 所 郊 虹 NG 朱 四朗 包 
瓦 下 人 6 雨 左 や 箇 料 G 裳 お 所 村 
つづ” 宗 埋 や つじ WW ポ つ " stG) 
で で じ WG お 7 需 詩 横 豚 
思っ 過 様 時 所 衣 や を 著 級 晶 
だ に いい 5 

民 : よ 3 3 1 で さい も トコ 
競 っ で ぐ 穫 っ つ NWn」 つ や 弄 軒 や で 
に 0 よさ 、 や で こく 二 に) た 
寸 外 人 名 骨 本 ロ K ン 担 相 も で 
"つじ 鋼 崩 古 せ ” 飛 羽 座 G 親 
思 ロ 鶴 で や に へ 日 ト し 内 Ne 弄 
人 S ゆ っ GP ゃ "pn 開明 
せ 坦 虹 G 祝 叫 ロ せ K 公 や で っ 礼 
PS「 GSINAKR や 表記 "My 
に よさ リー が と El 才 の 
ふい トト ー コ 〉 G 放 似せ 直人 や だ ビレ 
っ eGP じ ね" 芋 解 電 加 河 つ じ っ te 
に YE だ さこ] に と 、) 

「 ズ 皿 公 告 さ を キ も っ 採 羽 和 を 
ゃ っ 了 朱 記 職 作 公告 NNG き つき 心 
SS さっ で し も" 福 己 じゃ SQ" し 
の K て さ KS ン ” 更 坪 き つ 豆 
世 拉 ベ ー ト ゼ " 陸 縮 凡 め 現 ン ” 
性 沙 G 送 She で し わ 」 

震 的 弄 で 爺 鉛 じ せ 選 和 王 席 束 
G 加 っ (中 ふい トー) る 舌 
畠 更 幼く” MG 窪 介 時 到 周 ン コバ 
心 を ン 館 せ レ っ 刀 尋 SGKー ミ ー ビ 
民 い で 名 宰 提 寺 く や の 由 っ 6" 

涯 惑 棚 し 夫 ふ や CO" 誠 邊 呈 き お 


pP で っ nvG 絡 褒 己 編 人 
で し / 刀 G 扱 く GAHN 態 虹 ロ 
訪 で し じ っ s" @ 押 中 所 環 宮 人 
人 由 笠 Wo で し 舶 く ” 息 採 直さ 
っ し 息 "人 包 AHN 欄 爺 


| で こい に まさこ 交 さ 


(へ 中 ふ トト ー3) し せ / 元 座 ロ 
起 く じ め で nm し 到 皿 直立 選 G 圭 
震 り 所 じ っ NG 到 Q 代 で じ " 

「 路 水 江 客 軍人 到 ′ 記 上 G 政 攻 押 
し SQ" 世 所 直し 恒 近 つじ 
染 で っ し せ で ン 範 て し pend6 
し 公記 SG 圭 由 ? AHNS7 祥 
で や G 牙 箇 人 0 | 可 唱 陣 む レン で Ne 
で さく だ さこ たこ | 
WWG<ー ト ロリ m で 代 っ 協 っ 羽 選 
つづ で うう 由 で で 玉 で "所 民 っ けり 
OHSNO り 由 っ 6 

介 っ つっ うう せめ 心 っ 心 り の 人 S 
GRc・ 圭 理 ドド つ OO” 撤 狼 ロ 
填 足 WWn (中 ふ トー マス 〉 
公 愉 押せ のり じ め K 己 っ" 


ハー ブ の 花 は 栄 状 価 も 非常 
まさ し く 旬 の 食材 。 


高い 、 
ハー プティ ー& サ ラダ 」 セ 


ッ ト (2.000 円 ) も 、 通 販 サ 


イト より 取り 奇 せ 可 。(M& 
Y シモ タフ ァ ー ム ) 谷 0297 


-78-8239 www.sod-sho 


「 お まかせ 野菜 BOX」 セ ッ 
ト (3.300 円 ) の ほか 、" 生 


text : Toshiya Muraoka 
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THIS TIME MEMBERS ARE.… 


大 野 毎 / 棲 井 閣 / 相葉 雅紀 
SAMdsW sa 。 / ms / 
WW / 5ANMMA AA 


MANI 
ITT71 


/ 二 下 和 也 / 松本 注 


ZI777 


今日 の 現場 は … 


さん と 


ー 緒 。 


VOL47 


Netflix オ リ ジ ナ ル 

ドキ ュ メ ンタ リー シリ ー ズ 
IARASHI's Diary 
-Voyage-』 

Netflix に て 全 世 界 独占 配信 中 


NETFLIX 


CLOSEUP1 
ツア ー 開 始 後 の 5 人 


活動 休止 会 見 の 舞台 裏 も 公開 。 


「5X20」 ツア ー 初 日 の 札幌 公演 の 舞台 に 立っ た 次 
か ら 描 か れる 第 4 話 「 ず っ と 5 人 で 」、 活動 休止 発 
表 前 の メン バー の 心境 が 語ら れる 第 5 話 「 そ れ ぞ 
れ の 想い 」。 そし て 第 6 話 活動 休止 を 発表 」 で は 
つい に 記者 会 見 の 舞台 裏 を 。 さ ら に 、 メンバー が 
作 銅 し た アニ バー サリ ー ソ ング 「5x20」 に 込め 
られ た 、 それ ぞ れ の 想い も 明か され る 。 


CLOSEUP 2 
各 メ ン バ ー に 密着 


第 一 弾 は 相葉 さん に フォ ー カ ス 。 


4 月 に 配信 が 開始 され た 第 7 話 「AIBAs Diary」 で 
は 相葉 さん に 密着 。 地元 ・ 千 葉 の 公園 で 撮影 され 
た 取材 で は 、 生い立ち や 子供 時 代 の こと か ら デビ 
ュー 後 の 話 まで 、“ 相 葉 蔵 紀 と は ?" が 本 人 の 口 か 
ら 語ら れる 。 また 相葉 さん を よく 知る 人 た ちと 本 
音 で 向き 合う 場面 も あり 、 今 まで 見 た こと の な い 
一 面 が うか が える 興味 深い 内 容 に 。 


text : Kaori Tanabe 


よさ 


arr(ISrr 同 下 王 司 tc 計 テー で 


VN 


KH は どー ィ キー ヽ ふ 人 一 


5 人 の 想い 、 素顔 を 映し 出し て いく 
話題 ドキ ュ メ ンタ リー シリ ー ズ に 注目 。 


昨年 末 に 配信 が スタ ー ト し 、 間もなく 第 8 話 を 配信 予定 。 
YARASHI's Diary -Voyage-』 の 魅力 に 迫り ます 。 


5 き ス 個 第 な が が ま 映 る 念 ち り 史 20 応 な 向 人 か 1 で 

月 バタ 性 7 映 ス 印 た し こ な 合 | 上 に えど けが ら 話 の 今 
29 榎 | や 話 像 夕 象 5 出 と リ わ ツ 最 。 豊 が て 嵐 の っ 次 年 
日 井 ト 人 か と 1 的 人 さ の ハ せ ア 大 和 寅 描 畠 に 20 二 を 12 
に さ * 間 ら と ト だ の れ で | や | 規 さ な か れ か 年 十 映 月 
配 ん 第 性 は も し * 素 る き サ ダ - 模 話 も れ 動 け を 年 し 31 
信 の 7 に 各 に て 第 顔 と な ルン 5 の っ の くる 振 出 日 
還っ 白 包み 村人 か 4 が 四 い な ス メ 20 で に 訂 本 泊り で し り の 
始 富 の る ン ら ら 話 垣 時 舞 ど の 20 周 も " 章 音 い 返 は て 嵐 
* つ 相 エ バ パ れ の 以 間 に 人 台 ` 練 ~ 年 僕 第 か を ` リ グ い の 
その ぐ 葉 ビ | る 様 降 見 ` 裏 な 習 に ア ら 2 ら 語 活 な ル < 活 
の ささ ソ に *" 子 は ら そ の か 風向 二 は 話 か る 動 が | 本 動 
後 さ ん | 密 そ が ツ れ こ 様 な 景 け バ ュ な シ 休 ら プ 作 休 
も に に ド 着 し 足 ア る か 子 か ` た | で 5 リ り | 止 ` 結 * 目 
各 は 続 が し て 重 | の ら が 見 入 打 サ は X 見 シン に 5 成 第 ま 


Account Name 


@6151 

Instagram リリ ー ス 初期 か ら 活動 。 休 気 
な い 日 常 を テ し た 写真 撮影 を 手 
掛け る 。 共著 に ンス タグ ラム 商品 


写真 の 撮り 方 ガイ ド 』 (技術 評論 社 )。 


W BESW 8 


【 トピ ー チ & リゾ ー 
と 青い 海 を 例 め な が ら (潮風 の ラウ ンジ 


イン スタ フォ トグラフ ァ ー が 、 
国内 外 の 旅 の 景色 を お 届け 


#HanakoTravel 


( 金 精 填 ) の 「 水 信玄 餅 」 と 名 水 の 里 


山県 白州 条 の 名 水 と 奉天 だ け を 使っ た 和 和 東子 は まさ に 
水 の 宝石 。 口 の 中 で 合 く 消え る 感覚 は 忘れ られ な い 。 


WM 朋 EST 内 7 


今回 は 特別 編 を お 届け ! 
国内 、 海 外 を 問わ 

60 を 超え る 旅 の 景色 を 
紹介 し て きた 本 連載 で 

イン スタ フォ トグラフ ァ ー 
6151 (ロク イチ ゴイ チ ) が 
忘れ られ な い 旅 の 記憶 と は ? 


phoro : 6151 


BBSf 1 


台中 で アイ スク リー ム を 特 盛 ト ッ ピ ング ! 


台 源 ・ 台 中 市 に ある 古い 病院 を リノ ベ し た ショ ッ プ ( 宮 
原 明科 )。 フォ ト ジ ェ ニッ ク で 新しい 台 少 に 出会え る 。 


神秘 を 感じ る (馬島 神宮 古宮 電 〉 の 絶景 


田島 の 大 自然 が 診 ん だ 緑 と 広い 空 の 下 で 呼 了 。 伝説 と 
歴 呈 を 辿り 、 と 体 を 解き 放つ 神秘 の 旅 が お すす め 。 


碧 い 海 と 大 自然 に 囲ま れ た 石垣 島 の 川平 湾 


責 林 柏 で も 色 鮮やか な 川平 鞭 。 エメ ラル ド グ リ ー ン に 揮 
替 か な 海 を 読め て いる だ け で 衝 や か な 所 持 ち に 。 


南 の 島 の ビー チ で 堪能 し た スペ シャ ル な 時 間 。 


沖縄 最 北 の 村 ・ 国 頭 村 の 西海 岸 に ある (オク マ 
ー ト ピー チ & リゾ ー ト )。 サ ン セ ッ ト クル ー ズ が 推し 。 
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お 肌 も 環境 も 考え る 、 ク リー ン な 和 コ ス メ 
新 ブ ラン ド 「MAKANAI] (まかない ) が 誕生 


肌 や 健康 、 環 境 に も 配慮 し た 国産 "クリ ー ン ビ ピュー ティー" 
「MAKANAI」。 自然 由来 成分 100%、 さ ら に 美 し さ を 内 側 か ら 
支え る ブラ ンド 独自 の 美容 成分 KaESS (カエ ス ) を 各 ス キン ケ 
アア イ テ ム に 配合 。 正常 な 肌 サ イク ル へ 導き 、“ な り た い 肌 を 超 
える 肌 " へ 導き ます 。 化 粧 水 (150mg、4.000 円 ) 、 フ ェ イ スク 
リー ム (30g、4500 円 ) な を どの スキ ン ケア の ほか 、 ク レン ジン 
グ ・ 洗 顔 、 ヘ ア ケ ア な ども 。 オ ン ラ イン で 先行 発売 。 分 ディー 
フィ ッ ト 合 0120.56・0971 https://makanaicosmetics.co.jp/ 


美容 オイ ル が 溶け 込ん だ プレ スト パウ ダー で 
ゆら ぎ 肌 で も 今 すぐ 透明 つや 肌 


「 ア ユー ラ ラス ティ ング パウ ダー」 (SPF15・PA++、6.3g、 
3.000 円 "ケー ス 別 売り ・ セ ッ ト 価 格 4.300 円 ) は 、 厚 塗り 感 
な く 自 然 に 美しく 仕上 が る 、 ス キン ケア 発想 の プレ スト バウ ダ 
ー。 ヒ アル ロン 酸 、 シ アバ ター、 カ ミツ レ 花 エキ ス な ど 、 美 容 
成分 た っ ぷり の パウ ダー が 、 ダ メー ジ を ケア し な が ら ゆ らい だ 
肌 に も し っ と り 溶け 込み 、 ふ ん わり 軽やか な 透明 肌 へ 。 化 粧 
ずれ を 防い で 、 時 間 が 経っ て も くす み 知 ら ず の 毛穴 レス 肌 を キ 
ー プ し ます 。 仙 ア ユー ラ 0120・090・030 http://ayurajp 
な 生命 休 人 


洗う た び 、 潤 っ て クリ ア な 肌 へ 
原液 を 混ぜ て 作っ た 潤う クレ ンジ ング 


「TUNEMAKERS (チュ ー ン メー カー ズ )」 か ら ク レン ジン グ 
に よる 昌 燥 対策 に 御 底 し て こだわ っ た 「 原 液 保湿 クレ ンジ ング ] 
(150me、2.000 円 ) が 新 発 売 。5 種 の 原液] を 、 独 自 の * 潤 
い ク レン ジン グ 比 率 " で 調合 。 天然 の 洗浄 成分 で ある オイ ル と 
厳選 し た 保温 成分 の 絶妙 な バラ ンス に より 、 メ イク や 毛穴 汚れ 
は し っ か り 落 と し て 、 肌 に 潤い を 与え ます 。 ダ ブル 洗顔 な し で 
も 洗い あがり は すっ きり 、 し っ と り 。 選 チューン メー カー ズ お 
客 様 相談 室 還 0120-964-117 https://wwwtunemakers.net/ 


非 会 員 型 コ ワー キン グ ス ペ ー ス で 
働き 方 改革 を “は か どり 方 改革 "に 


カフ ェ の 利便 性 や サー ビス クオ リティ と 、 コ ワー キン グ ス ペー 
ス の 集中 環境 を 両立 し た 「HAKADORU ( ハ カ ドル ) 虎ノ門 
店 | (東京 都 港 区 本 新橋 1-6-13 柏屋 ビル 1F ) 。 短 叶 間 で も 気軽 
に 使え る 時 間 課 金 制 で 、 厳 選 し た 文具 や 最 先端 の ワー クチ ェ ア 、 
人 気 ロー スタ リー が プロ デュ ー ス する コー ヒー な ど 、 仕 事 が 
" ハ カ ド ル " 環境 や サー ビス も 充実 し て いま す 。 料 金 は 最初 の 
20 分 200 円 、 以 後 20 分 毎 300 円 。 会 議 室 は 1 時 間 (3.000 円 ) 

か ら 予約 で きま す 。 全 HAKADORU https://haka-dorujp/ 


チャ オ 1 チ ャ オ 11 
デ チャレンジ 
【CeolCoollChlen】 


し で 


[# お うち で 簡単 イタ リア ン 】 
チャ オ ! チャ オ ! ! チャ レン ジ 配信 中 


「 チ ャ オ ! チャ オ ! ! チャ レン ジ ] (https://www.youtube. 
com/ 日 欧 商事 株 式 会 社 ) は 、 お うち で 簡 単に 、 子 ども で も つく 
れる イタ リア ン を プロ の シェ フ が 教え て くれ る 約 10 分 の 動画 で 
す 。 東京 ・ 麻 布 十 番 Piatto Suzuki の 鈴木 シェ フ 、 埼 玉 県 大 宮 
Ristorante Ogawa の 小川 シェ フ を は じ め 、 外 出自 凍 の 世の中 を 
元気 づけ た いと 、 イ タリ ア か ら の シェ フ も 含め て 多く の シェ フ が 
参加 子ども と 一 緒 に 楽し く イ タリ アン を つく っ て 、 親子 で 元気 
印 。 直 日 区 商事 還 0120-200105 http://wwwJjetlc.co.jp/ 

ま キ ャ シ ペー ン は 5 月 31 日 で 終了 し て いま す 


ザ .: プ リン スギ ャ ラリ ー 東京 紀尾井 町 
テディ ベア と 一 緒 に お こも り バ ー テ ィ ー 


ザ ・ プ リン スギ ャ ラリ ー 東京 紀尾井 町 の 「Sleepover Party |」 
は 、 持 ち 帰る こと が で きる シュ タイ フ 社 の テディ ベア と 1 泊 す 
る 、 小 さ な お こも り パ ー テ ィ ー が テー マ の プラ ン 。 部 屋 に アフ 
タ ヌ ー ン ティ ー ス タイ ル の デザ ー ト プレ ー ト が 用 意 さ れ 、 民 朝 
は パン ケー キ や フル ー ツ の 朝食 プレ ー ト 等 を イン ルー ムダ イニ 
ング で 。 1 名 (1 室 2 名 利用 )、42.677 円 より 。2021 年 3 月 31 晶 
( 水 ) まで 。 0 ザ ・ プ リン スギ ャ ラリ ー 東京 紀尾井 町 宿泊 予約 
係 全 03・3234・1111 https://www princehotels.cojjp/kioicho/ 
示せ 、 流 ・ サ ービス 埋 和 人 


SunTORY 


BLUE 


天然 水 の 新 ジ ャ ン ル が 登場 
スッ キリ 爽快 な 「 サ ント リー ブル ー」 


天然 水 に こだわ っ た スッ キリ 論 快 な 新 ジ ャ ン ル 「 サ ント リー ブ 
ルー] が 全国 で 新 発 売 。 サン トリ ー な ら で は の 天然 水 100% 仕 
込 の 高 品質 に こだわ りな が ら 、 豊 か な 香り が 特長 の エー ル 酵 母 
と 、 克 快 感 の ある 香り が 楽し め る カス ケー ド ホ ッ プ を 使用 。 苦 
味 と 甘味 の バラ ンス を 最適 化し 、 ビ ー ル 類 を 飲ん だ 実感 と 、 ス 
ッ キ リ と し た 飲み や すさ の 両立 を 実現 し て いま す 。 レ ギュ ラー 
缶 ・350me、 ロ ング 向 ・500m2、 ア ルコ ー ル 度数 5%。 包 サ ン 
トリ ー お 客 様 セン ター http://suntory.jp/blue/ 


古都 鎌倉 の お 土産 に 2 つの 極上 
連日 行列 の 生食 パン と 葉山 邊 入り メン チカ ツ 


難 倉 駅 徒歩 1 分 。 ア イザ 伴 食 IF の 「 極 上 名 食 生食 パン ] は 、 
卵 ・ マ ー ガ リン 不 使用 。 高級 カナ ダ 産 小 麦 を ペー ス に 上 質 な 素 
材 の み を 使用 し た 、 耳 まで や わら か い リ ッ チ な 味わい で す 。1 
本 、800 円 (税別 ) 。 こ の 「 呑 上 名 食 生食 パン ] の 生 バ ン 粉 と 
清 産 葉山 邊 を 使用 し た 「 祝 上 名 倉 メン チカ ツ ] は 、 肉 汁 が 
ジュ ワッ と 浴 れ 、 こ の 上 な く ジ ュー シー。 般 策 の お 供 に も お す 
すめ で す 。 1 個 、350 円 (税込) 。 両 店 と も に 完売 次 第 肝 店 。 
叶 ア イザ 鐘 倉 な 0467・33-5276 https://rza-kamakura.com/ 


若手 醸造 家 が 手掛け た 、 ホ ッ プ を 使っ た 
“ 新 感覚 "の クラ フト スパ ー ク リン グ ワ イン 


メル シャ ン と キリ ング ルー プ の 技術 が コラ ボレー ショ ン し た 
「 メ ー カ ー ズ レシ ピ スパ ー ク リン グ ウィ ズ ホッ プ ] が 6 月 2 日 
( 火 ) に 全国 で 新 発 売 。 フ ロー ラル で 華やか な ホッ プ の 香り と 、 
ブドウ の 爽やか で フル ー テ ィ な 味わい 、 す っ きり と し た 後 切 れ 
が 特長 で す 。 甘 味 ・ 酸 味 ・ 苦 み ・ 香 り の パラ ンス に こだわ っ た 
飲み や すい 仕上 が り 。 ア ルコ ー ル 度数 は 通常 の ワイ ン よ り 低め 
の 8%。 み ん な で シェ ア し て 気軽 に 楽し め る 、500mg の 飲み き 


り リサ イズ 。 キリ ン ビ ピー ル お 客 様相 談 室 本 0120・111・560 
オー プン 価格 


応募 の 際 は 、 郵便 番号 、 住 所 、 氏名 、 電話 番号 を 明記 し て くだ さい 。 掲載 され て いる プレ ゼン ト 情 報 は 、 提 供 各社 が 実施 し て いる も の で す 。 皆様 の 個人 情報 な どの 応募 生 報 に つい て は 、 提 供 各社 に て 管理 され ます 。 


聖 橋 の 浮世 離れ し た 空気 は この あたり 全体 に も 伝染 し て いる 。 高 台 の 街 だ か 
ら だ ろう か 、 坂 を 下り て 広がる 神保 町 や 秋葉 原 と は 異な っ た も の を 感じ る 。 
山の上 ホテ ル が ある の も 大 きい か も し れ な い 。 東京 の 文化 遺産 的 ホテ ル 、 山 
の 上 。 初 め て 行っ た と き は まだ 大 学生 で 、 も っ と 大 人 に な っ た らい つか 天 ぶ 
ら や 鉄板 焼き を 食べ た いと 思い な が ら 、 コ ー ヒ ルト ッ プ を 訪ね 
た 。 店 内 は こち ん まり と し な が ら も キリ リ 


そこ か し こ に 品 の よさ 
が 行き 届い た 緊張 感 漂う 喫茶 室 だ っ た 。 天井 に は バラ の シャ ン デ リア 、 テ ー 
ブル の 上 に は レー ス の クロ ス が か か っ て いて 、 こ れ 掃 除 す ん の 大 変 だ ろう な 
あと 思っ た 。 ク ロス の 上 に 透明 の ビニ ー ル で も か ぶせ て し まえ ば 楽 な の に 、 
それ を し な い 。 閉店 後に 丁寧 に 洗濯 を し て 一 枚 ず つ ア イロ ン が け す る 姿 が 眼 
に 浮か ぶ 。 そ の 労力 を 不用 意 に 増やし て は いけ な い 。 私 は 具 材 を こぼさ ぬ よ 
うに 細心 の 注意 を 払っ て サン ドイ ッ チ を 食べ た 。 会 計 を 済ま せ た 帰 り 道 、 夢 
見 心地 で 駅 まで 歩い て Suica の チャ ー ジ を し よう と 財布 を 取り 出す と 、 さ っ 
き 受 け 取 っ た お 釣り の お 札 が 全部 ビン 札 な こと に 気づい た 。 お も て な し 、 こ 
こ に 極まれ り …… 。 ご 祝儀 の 3 万 円 も ビン 札 で 用 意 で きず に 結婚 式 に 遅刻 し 
そう に な っ て いる 私 と は 雲泥の差 、 自 分 に 足り な いも の の 全て が 山の上 ホテ 
ル に は ある 気 が し て 、 パ イト し よう か な と ちょ っ と 本 気 で 思っ た 。 


復刻 プリ ン ア ラモー ド 。 早 く 行 か な いと 売り 切れ る 。 ス ワン シュ ー 
を ね じ 込 ん で 来る プリ ン ア ラモー ド と 勝負 で きる の は 頭 に 船 を 載っ 
けた マリ ー・ ア ント ワ ネ ッ ト く らい の も ん で は な いか と 思う 


いつ か 大 好き な お で ん 屋 さ ん 、 こ な か ら (じゃ が 丸 さ ん 、 か 
ぽ 丸 さん な ど 手 作り お で ん 種 に 遊び が あっ て 楽し いし 、 お で 
ん の 大 鍋 と 湯気 を 中 心 に 掘り ご た つの カウ ンタ ー で 隣 の 人 と 
肩 を 寄せ 合っ て ぎゅ っ と 並ぶ と 混浴 みた い に の ほほ ん と し た 
気持 ち に な る ) の 帰り に ふら り と 歩い て 山の上 ホテ ル に 行っ 
て パー ノン ノン で だ る っ て いう の を や っ て みた い 。 


CcooGoS52 
ら け の 山の上 ホテ ル 。 い つか 泊まり た い 。 


③) 御茶ノ水 、 そ の 他 の 好き 、 色 々 。 


大 好き な 窓辺 、 大 好き な 喫茶 店 。 和 高 の 窓 の 外 に は 、 よ く 、 山 
の 光 が 見 つか る 。 山 を 愛す る 人 の 喫茶 店 っ て 素敵 な と ころ が 多 
い 気 が する 。 生 高 し か り 、 下 赤塚 の コー ヒー ヒュ ッ テ し か り 。 


リ の 紅茶 と 一 緒 に ヴィ クト リア スポ ンジ ケー キ や シー ド ケ ー キ 。 英 国 某 子 は 気取ら な い 。 
華やぎ すぎ な い 。 そ っ と 陸 に 寄り 添っ て くれ る 、 人 懐 っ こい 。 そ ん な 味わい だ か ら 好 き 。 
可憐 な お いし さ 、 ま る で 野 に 咲く 花 み た い に 。 


神田 明神 の 入り 口 脇 に ある 甘酒 屋 さ ん の 老 縛 ・ 天 野 屋 。 苦 取材 させ て も ら っ た こと が ある の 
だ けど 、 地 下 に は 江戸 時 代 に 掘ら れ た 土 室 (むろ ) と 呼ば れる 鞭 室 が あっ て 、 完 全 に 異 次 元 
の 柳 ダ ンジ ョ ン で 参っ た 。 現 在 の 中 に し れ っ と 過去 が 食い 込ん で いる 


天野 尾 の た ぬき た 
ち 。 私 が 外国 人 
た ら 絶 対 に ジャ パン 
街中 た ぬき コレ クシ 
ョ ン す る だ ろう な 


か つて ここ に あっ た 駅 。 と いう の は どう し て ドキ ドキ する ん だ ろう 。 こ の 
あ た 万 世 橋 駅 が 有名 だ けど 、 そ の 近く に 昌平 橋 駅 と いう の も あっ 
た 。 明治 41 年 か ら た っ た の 4 年 間 で 開業 し て し まっ た 幻 の 駅 。 だ けど 今 も 
高架 橋 が 残っ て いて 、 そ の 赤 業 瓦 の 古めかしい 建築 に 触れ た ら 違 う 世 界 に 
タイ ム ス リ ッ プ し て し まい そう 。 ま る で 9 と 4 分 の 3 番線 みた い に 。 


私 は 散歩 と ご は ん が 好き ( 犬 か よ ) 。 文 ・ 写 真 平野 紗季 子 デザ ィ ン 上 WW 


edit: Yuya Uemura 


66. お 釣り は ピン 札 で 。 御茶ノ水 駅 周辺 ・ 後 編 


① 


すっ か り 世 界 が 変わ っ て し まっ た 。 ま る で 宇宙 船 の 
中 に 閉じ 込め られ て ぐる ぐる と 軌道 を 回 り 続け る よ 
うな 日 々 。 小さな 窓 か ら 青 い 地 球 を 眺め て は 、 こ れ 
まで の 日 々 を 懐か し ん で いる 。 電 車 を 乗り 継い で 遠 
く の 街 に 行く こと も 、 ふ ら り と 喫茶 店 に 立ち 寄る こ 
と も 、 あ て も な く 散 歩 を する こと も 全部 が 幻 みた い 
に な っ て し まっ て 、 今 は た だ 、 あ の 穏やか だ っ た 
日 々 の 足跡 を な ぞ る こと し か で き な い 。 少し で も 早 
く 平 穏 な 日 々 が 戻っ て きま す よ うに 。 あ の 喫茶 店 の 
ご 店 主 ち も 、 あ の レス トラ ン の シェ フ も 、 み ん な ご 無 
事 で 、 ど うか この 日 々 を 乗り 越え られ ます よう に 。 
祈る よう な 気持 ち で 記録 する 。 今 回 の 犬 か よ は 、 前 
回 に 続い て 御茶ノ水 駅 の 周り の こと 。 


② 


いつ か 御茶ノ水 駅 近く の 聖 橋 か ら 下 を の ぞい た と き 、 あ まり の 
高低 差 ( 谷 ? 崖 ? と 思う くら い に 神 田川 の 水面 まで が 遠い ) と 、 
JR や メト ロ の 株 路 が 入り 組ん で ビュ ン ピ ュ ン 電車 が 視界 に 乱入 
し て くる さま に 、 聖 橋 … 壮 大 だ な … ! と 驚い た 。 そ も そ も 名 前 
か らし て 「 聖 な る 橋 ] だ し 、 そ こい ら の 川 で は 見 か け な い アー 四 
チ 状 だ し 、 全 体 的 に ファ ンタ ジー に 片足 突っ 込ん じゃ っ て る 世 胃 
界 観 。 や っ ぱり ニコ ライ 堂 (東京 の 景色 に 突然 ビザ ン テ ィ ン 様 
式 の 建築 が コラ ー ジ ュ さ れる 感じ が 不思議 ) と 湯島 聖堂 の ダブ 
ル 聖 堂 の 板 挟 な に な っ て いる だ け の こと は ある な あ 、 と 感心 し 
な が らし ば らく 橋 で ぼーっと し た 。 橋 の 祥 で は 、「 ビ ッ グ イシ 
ュー』 を 売っ て いる 方 が いて 、 気 が つく と 一 冊 買 っ て いた 。 そ 
れ が 初め て の 「 ビ ピッグ イシ ュー] だ っ た 。 帰り の 電車 の 中 で 読 
ん で みる と 、 と て も 上 暴 味 深い 内 容 で 、 ま た 出会え た ら 買 お うと 
思っ た 。 だ けど 欲し い ! と 思う と な か な か 出会え な い の だ 。 そ 
れ 以 来 、 あ の 場所 で 「 ビ ピッグ イシ ュー』 を 売る 人 は 見 て いな い 。 
JR 中 央 線 と 総武 線 と 東京 メト ロ 丸 ノ 内 線 が 

入り 乱れ る 御茶ノ水 駅 周辺 。 間 近 で 見 る と 壮 

大 。 神 田川 に 面 し て 急 な 崖 に な っ て いる の 

は 、 江 戸 時 代 初 期 に 人 力 で 作ら れ た 撮 割 の 名 

残 だ そう 。 こ ん な 大 規模 工事 、 江 戸 時 代 に や 

た な ん て 人 類 お そる べし 


関東 大 震 災 の 複 上 橋 と し て 1927 年 に 
完成 し た 聖 橋 。 重 厚 な コン クリ ー ト の 
アー チ 橋 神殿 っ ぽ さ あり ます 。 


平野 紗季 子 (ひら の さき こ ) 1991 年 生ま れ 。 小 
学生 の 頃 か ら 食 日 記 を つけ 続け る ご は ん 好き 
(pure foodie)。 著書 に 「 生 まれ た 時 か ら ア ルデン 
テ 』( 下 凡 社 ) が ある 。 instagram @sakikohirano 
服部 一 成 (は っ と りか ず な り ) 1964 年 生ま れ , 
グラ フィ ッ ク デザ イナ ー。 
ピー ハー フ ] の 広告 、 凌 誌 流行 通信 | 
[here and herej の アー トディ レク ショ ン な ど 。 
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始め た パ ツ 2 の 独身 野心 家 。 シャ ツ は いつ で も 
に 丸 泊 を 着用 。 


7 。 ハナ コ ・ ヨ ハン ソン ノ 碑 集 者 。 星野 拓 と 加 天 売 が 
6 好き と いえ ば オシ ャ レ だ と 思っ て いる 。 何 歳 まで 


アラ サー か で 両親 と 対立 中 。 


9 障 外 プ ハ ナコ の 上 司 。 最近 、 加 圧 ト レー ニン グ を 


CM プラ ン ナ ー ノ エグ ゼクティ ブ ・ 
クリ エイ ティ ブ ・ デ ィ レ クタ ー 
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2020 年 の 今 、 
取り 寄せ た いも の 。 


料理 人 ・ 野 村 友里 が Hanako と 探し た 


今 、 こ の 時 代 に 必要 な も の 。 


福田 春美 ・ 山 品 和 竹 ・ 上 野 千 喜子 

取り 寄せ た い 日 用 品 ・ 洋 服 ・ 
日 本 茶 / 台 湾 夫 漠 方 … 

健康 を 取り 寄せ よう ! 


情報 。 


人 気 シ ェ フ が 始め た お 取り 寄せ 。 


冷 食 品 / 娠 野菜 … 
2020 年 の 最 旬 お 取り 寄せ カ 


| 第 2 特集 
ハナ コ と 考え る SDGs 第 3 弾 


タロ グ 。 


心 豊か な 、 お 金 の 使い 方 。 


ィ 「a44a 人 K@ 


四 子 族 も 発売 中 | amazon Kindle ス ト ア な どの 電子 番 店 で 購入 可 。NTT docomo 「 ロ マガ ジン 』 で も 楽し め ま す 。 


Hanako_magazine 器 hanako_magazine 和 


Note 


「 会 い に 行く 」 が 、 鎌倉 の 目的 。 


どう し て 鎌倉 が 好き な の だ ろう 。 自然 
や 店 も 素敵 だ けど 、 人 が いい か ら 、 と い 
う の が 大 きい 。 流行 に と ら わ れず 、 ス タ 


1 
1 

1 

あべ ・ た いち / 調 編集 長 。 茎 1 
1 

イル が ある 人 が 多い 気 が し て 、 そ れ が 私 
1 

1 

1 

1 

1 
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本 的 に 在宅 作業 を し て いる 5 
月 現在 、 私 の 主 な 居場所 は 、 
PC 前 (仕事 )、TV 前 (Netfik)、 
食卓 前 (食事 ) の どこ か 。 カ 
いっ ぱい 外 で 遊び 果 け た い 。 


に は 気持 ちがい い 。 今 号 の 特集 が 始ま っ 
て すぐ 、( オ イチ イチ ) を 訪ね た 。 店 主 の 


hanakomagazine 


会 。 う まい 酒 と 陽気 な 会 話 を 楽し ん で 別 
れ た 。 充分 に 刺激 を 受け た その 後日 、 外 
出自 赤 の 要請 が 。 ま た すぐ 行け る と 思っ 
て いた か ら 、 私 に は 鎌倉 の 写真 が 3 枚 し 
か な い 。 気兼ね な く 飲 め る 日 が きた ら 、 

チュ ン く ん と 「 何 し て た ?」 な ん て 話 を し 


絵 ・ 田 口 麻由 CM プラ ン ナ ー ノ 和 時 55 
アー トディ レク ター/ 測 画家 。 ニニ ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー チュ ン く ん こと 若 木 さん と 久しぶり の 再 」 て 、 た ま に は 一 緒 に 写真 で も 撮 ろ うか な 。 
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"Makaaniani" は 自然 抽 害 の 優 軸 支 援 を 行っ て お り ま す 。 
丸い 地球 の すべ て の 人 が 「 い つも 笑顔 で 」 暮 ら す こと が で きる 


そん な 願い を こめ て 。 DCUfD. 7 が 人 2277777.CO77 


72Agg777Z77 
*Makaaniani" と は Hawaii= ハ ワイ の こと ば で 『 水 晶 の よう な 目 』 ニ メガ ネ を 意味 し て いま す 。 deuxieme VOIR 2 
*Makaaniani" の Vintage Collection は 、 セ ルロイ ド フ レー ム に 人 金 稔 、 プ ラチ ナ 、 瑞 丈 、 具 な どの 天然 素材 を 彫り 込む よう に 柄 を 出し 、 www.VolrCOJP 


仕上 げに は 真珠 を 吹き 付け ます 。 美 し く 繊細 な を 放つ 日 本 伝統 工芸 た ハワイ の 文化 を 融合 し た 作品 で す 。 ハ ワイ で は 多く の アー ティ スト Instagram / Facebook makaaniani 
に 胡 用 し て いた だ いて いま す 。「 ハ イビス カス 」 と 「 ハ ワイ 諸島 と カメ ハメ 八大 王 』 と いう ハワイ を 代表 する イメ ー ジ を モチ ー フ に し まし た 。 Twitter @Makaaniani_ 
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